
１．はじめに

１．１ 本稿の目的

明治の文豪尾崎紅葉の畢生の大作『金色夜叉』は，近代文学研究や文芸批評の対象としてばかりでなく，明

治時代の言語実態の解明のための資料としても用いられることが多い。

近代日本語の研究分野は，他の時代語の研究と同様に，文字・表記，音韻，語彙，文法，文体，方言など多

岐に亘るが，それらの言語事象を，個々の文献からの用例収集に基づく帰納的方法によって明らかにしようと

する限り，調査対象とする文献の本文（ほんもん・テクスト）の性格の吟味が不可欠であることは言を俟たな

い。

本稿が対象としようとする長編小説『金色夜叉』にも又，諸々のテクストが存在する。今日では，主に，岩

波書店『紅葉全集 第七巻 金色夜叉』（１９９３年刊）が流布しているようであるが，実は，それ以前に成立した

テクスト間に少なからぬ異同があることが先行研究によって既に指摘されている。

『金色夜叉』の本文批評（textual criticism）についての先行研究としては，塩田良平（１９５２＝１９７０），増井典

夫（２００３），同（２００４），木川あづさ（２００７）の研究成果がある。塩田論文は先駆的な論考と言えるが，断片的

な指摘にとどまっている。また，増井論文は「形容語での『可』」の用字法に限定した研究である。なお，木

川論文は『金色夜叉』前編を対象として，讀賣新聞初出本文と春陽堂初版本文との異同箇所を全て調査した，

本稿と最も関連の深い研究である。しかし，木川論文は，前編における「初出本文，初版本文の異同はすべて

収集した」と述べつつも，漢字表記の異同，句読点の異同，送り仮名の異同，語形の異同，仮名遣いの異同，

漢字表記か平仮名表記かの異同，濁音符の有無の異同，ルビの有無，誤植などについては取り上げないという

方針の調査分析であることが注意される。ここで，念のために，この木川論文の調査方針と本稿の調査方針と

が著しく異なるものであることに触れておく。木川論文が上記の方針によって収集した前編の異同は全２３０例

であるが，本稿では，木川論文が除外した用字や符号の異同も悉く扱うという新たな調査方針によって，前編

のみならず，それに続く中編をも調査した結果，前編だけでも全８３２例という，木川論文の３倍以上の異同箇

所を収集し対比することができた。その全容については，本稿の７頁以降に対校表として掲出する。

１．２ 調査範囲

本稿は，讀賣新聞初出本文と春陽堂初版本文とを，初版単行本全五冊のうち『金色夜叉 前編』『金色夜叉

中編』（但し，（一）～（六）の八まで）という最初の二冊分について調査範囲とし，その異同箇所を全て対校表

として示し，本文異同の様相について報告しようとするものである。なお，本稿の執筆者は，今後もこの調査

分析を継続し，できるだけ早い時期に『金色夜叉』全編の本文異同の様相を明らかにしたいと考えている。（因
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みに，２００７年１２月末の時点で，『後編』の最後まで対校の作業を終えている。）

２．『金色夜叉』の諸本

本節では，晩年の紅葉による未完の長編小説『金色夜叉』の諸本の中で，本文の異同を考察する上で，特に

重要と考えられるテクストをその成立の経緯とともに解説する。

① 新聞初出本文

まず，「金色夜叉」は，讀賣新聞に，明治３０年１月１日から明治３５年５月１１日まで六年にわたって断続的

に掲載された。（以下のａ～ｆの記号は便宜上本稿の執筆者が付したものである。）

ａ「金色夜叉」（壱）～（八）……………………明治３０年１月１日～同年２月２３日

ｂ「後篇 金色夜叉」（壱）～（八）……………明治３０年９月５日～同年１１月６日

ｃ「続 金色夜叉」（壱）～（七）………………明治３１年１月１４日～同年４月１日

ｄ「続々 金色夜叉」（壱）～（六）……………明治３２年１月１日～同年５月２８日

ｅ「続々 金色夜叉」（七）～（十三）…………明治３３年１２月４日～明治３４年４月８日

ｆ「続々 金色夜叉 続篇」（壱）～（三）……明治３５年４月１日～同年５月１１日

（なお，ｆの（壱）（二）については，紅葉自身が本文を改訂し『新小説』（明治３６年１月号・２月号・３月

号に「新続金色夜叉」の題名で再掲している。）

② 初版本文

「金色夜叉」初版単行本は，讀賣新聞掲載分について，明治３１年７月から明治３６年６月にかけて，春陽堂

から以下の順で出版された。

『金色夜叉 前編』明治３１年７月６日発行……（新聞初出本文ａと対応）

『金色夜叉 中編』明治３２年１月１日発行……（同上ｂと対応）

『金色夜叉 後編』明治３３年１月１日発行……（同上ｃと対応）

『金色夜叉 続編』明治３５年４月２８日発行……（同上ｄ及びｅ（七）（八）と対応）

『続々 金色夜叉』明治３６年６月１２日発行……（同上ｅ（九）～（十三）と対応）

（なお，『続々 金色夜叉』第七版には，①の『新小説』掲載の「新続金色夜叉」の追加がある。）

③ 博文館版全集本文

明治３６年１０月に紅葉が没した後，博文館より『紅葉全集』が刊行された。その『紅葉全集 第六巻』（明治

３７年１２月１８日発行）に「金色夜叉」が収められている。章立ては②と同じであるが，さらに「新続金色夜

叉」を追加している。「新続金色夜叉」の第一章，第二章は『新小説』掲載本文を，第三章は新聞初出本

文を用いているという。なお，この本文について，塩田良平（１９５２＝１９７０）が，「紅葉が改めて手を入れ」

「全体の統一訂正は紅葉の門弟泉斜汀（鏡花の弟）がした」と述べている点は注意を要する。

④ 中央公論社版全集本文

上記の③の後，春陽堂より幾種類かの「金色夜叉」が出版されているが，未見である。むしろ，ここで注

目したいのは，塩田良平が校訂した中央公論社版『尾崎紅葉全集 第六巻』（昭和１６年６月発行）所収の

「金色夜叉」本文である。塩田良平（１９５２＝１９７０）によれば，「単行本本文（本稿の上記②の本文を指す，

引用者注）に紅葉が手を入れ，更に斜汀が検訂した右全集本（本稿の上記③の本文を指す，引用者注）を

底本とし，斜汀の校訂した部分（例えば字体，送仮名，仮名遣など不自然な統一による紅葉用字法の無視

部分）を原文に戻し，かつ単行本全集本に犯されてゐた本文の組違へなどを正常に復した新しい『金色夜

叉』本文が，（中略）中央公論社本『尾崎紅葉全集』第六巻の本文である」とのことである。文字通りそ

うであるなら「最も原作の俤を伝へる」（同上）本文であることになろうが，木川あづさ（２００７）の調査

結果によると，上記の①②③のいずれの本文とも異なる「塩田氏独自の表現」が散見すると言う。この④

の本文は，後に筑摩書房『明治文学全集 第十八巻 尾崎紅葉集』（昭和４０年４月１０日発行）所収「金色夜

叉」の底本として採用されることにもなる。今回，本稿ではこの④の本文に関しては研究対象としていな

いが，その独自性については，作品全編に亘って，今後，周到に調査検討される必要がある。
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３．本稿における本文異同の調査方法と分類の枠組

３．１

くり返しになるが，本稿は，前節の，①新聞初出本文ａ・ｂと，②『金色夜叉 前編』（以下『前編』と略称）

及び『金色夜叉 中編』（正確には，本稿における中編の調査範囲は，（一）～（六）の八までであるが，以下『中

編』と略称する）の初版本文の両者を対校し，その異同箇所を掲出することを目的としている。その際，語句

の異同だけではなく，句読点や文字表記上の異同をも広く取り上げるという調査方針をとるため，異同箇所の

掲出のし方は，以下の凡例によるものとする。

（１） 対校にあたって，讀賣新聞初出本文には「壱の一」のように回数を示し，春陽堂初版本文には異同のあ

る箇所の頁数と行数を算用数字で示した。讀賣新聞初出本文は「明治の讀賣新聞」（CD−ROM 読売新聞

社メディア企画局データベース部１９９９年刊）を用いた。春陽堂初版本文は，『精選 名著復刻全集 近代

文学館』（ほるぷ 昭和５５年刊）の複製本を用いた。

（２） 漢字の掲出にあたっては，本文の字体が正字体以外の異体字・別字体の類であっても，両者の間に異同

のある箇所についてはその字体をそのまま残した。それ以外の箇所については，常用漢字表にある文字

はその字体を用い，それ以外は正字を使用した。

（３） 句読点，符号，反復記号，仮名遣い，送り仮名，仮名の清濁については異同の対象とした。ただし，変

体仮名については取り上げない。

（４） ルビの異同については，語形の違いだけでなく，仮名遣いと清濁の違いも取り上げた。なお，本稿の対

校表では，ルビは，例えば「誤解（ごかい）」のように，漢字の直後の括弧内に示した。また，「誤解（ご

□い）」はルビの二文字目が欠字，もしくは判読不能であることを意味する。

なお，初出本文は総ルビであるのに対して，初版本文はパラルビであるので，初出本文にあったルビが

初版本文で欠けている箇所については，異同の対象としていない。

（５） 異同箇所の掲出は，原則として，３０字までを目安としている。

（６） ある一つ異同箇所が，以下の３．２の分類法における複数の種類の異同として分析しうる場合には，複数の

項目に立項した。これは，将来，対校表から各種類ごとに異同一覧を検索できるようにするためである。

３．２

本稿が取り上げた本文異同を分類すると，次のようになる。

まず，「１ 符号の異同」「２ 表記の異同」「３ 語法の異同」「４ 語句の異同」の四種類に大別し，さら

に，その各々を下位分類した。なお，「金色夜叉」の初出本文と初版本文との間に，具体的にどのような異同

が見られるのか，各類に該当する異同箇所を一例ずつ例示しておく。ちなみに，以下の例は，初出「後編」と

それに対応する初版『中編』から掲出している。なお，カギ括弧と下線は，本稿において用例を引用する際に

付したものであり，「金色夜叉」本文の一部ではない。用例の直後の番号は，本稿の対校表の通し番号である。

１ 符号の異同

１１１ 読点の変更（→句点）：「是非願（ぜひねが）ひな、」（初出）

→「是非願（ぜひねが）ひな。」（初版）１３０１

１１２ 読点の付加：「あな可煩（わずらは）しと」（初出）→「あな可煩（わずらは）しと、」（初版）１２３２

１１３ 読点の削除：「お世話（せわ）になりまして、お蔭様（かげさま）で」（初出）

→「お世話（せわ）になりましてお蔭様（かげさま）で」（初版）１２０６

１２１ 句点の変更（→読点）：「なすつて下（くだ）すつたのに。」（初出）

→「なすつて下すつたのに、」（初版）１３００

１２２ 句点の付加：「譯（わけ）だ！」（初出）→「譯（わけ）だ！。」（初版）１６９８

１２３ 句点の削除：「塞（ふさが）つてをりますから。」（初出）

→「塞（ふさが）つてをりますから」（初版）１４１５

１３１ その他の符号の変更：「五とは情無（なさけな）い、」（初出）

→「五とは情（なさけ）無い！」（初版）１３９４
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１３２ その他の符号の付加：「さあ、那（あれ）で」（初出）→「「さあ、那（あれ）で」（初版）１５２６

１３３ その他の符号の削除：「見（み）せて遣（や）りたい！！」（初出）

→「見せて遣（や）りたい！」（初版）１６６５

２ 表記の異同

２１０ 仮名遣いの変更：「醉（よ）はざらむと欲（ほつ）するに」（初出）

→「醉（よ）はざらんと欲（ほつ）するに」（初版）１２１９

２２０ 送り仮名の変更：「艱（なや）ましげに」（初出）→「艱（なやま）しげに」（初版）１２４６

２３１ ルビの仮名遣いの変更：「御愁傷（ごしゆうしやう）のやうな」（初出）

→「御愁傷（ごしうしやう）のやうな」（初版）１３８０

２３２ ルビ（無→有）：「一枚（まい）の證文（しようもん）を」（初出）

→「一枚（いちまい）の證文（しようもん）を」（初版）１６６３

２４０ 反復記号の変更：「嗚呼（ああ）、」（初出）→「嗚呼（あゝ）、」（初版）１７１１

２５１ 濁音符（有→無）：「蒟蒻玉（こんにやくだま）。」（初出）

→「蒟蒻玉（こんにやくたま）。」（初版）１３９９

２５２ 濁音符（無→有）：「従々（づか � �）と」（初出）→「 々（づが � �）と」（初版）１４１７
２６０ 漢字の変更：「苦痛（くるしみ）を齎（もたら）して、」（初出）

→「痛苦（くるしみ）を齎（もたら）して、」（初版）１２２３

２７１ 平仮名→漢字：「「ほんに」（初出）→「「本に」（初版）１５１８

２７２ 漢字→平仮名：「頭痛（づヽう）が致（いた）すので。」」（初出）

→「頭痛（づつう）がいたすので。」（初版）１３３１

２８０ 誤植：「高利貸（アイス）を」（初出）→「高利貸（アスイ）を」（初版）１５２４

３ 語法の異同

３１１ 助詞の変更：「呟（つぶや）きながら庭下駄（にはげた）を」（初出）

→「呟（つぶや）きつゝ庭下駄（にはげた）を」（初版）１３１１

３１２ 助詞の付加：「お掛（か）けなさい。」（初出）→「お掛（か）けなさいな。」（初版）１２５０

３１３ 助詞の削除：「心配（しんぱい）はして居（ゐ）る」（初出）

→「心配（しんぱい）して居る」（初版）１６４５

３２１ 助動詞の変更：「途（みち）に求（もと）めたるなり。」（初出）

→「途（みち）に求（もと）めしなり。」（初版）１３７４

３２２ 助動詞の付加：「行（い）かうとは何（なに）？」（初出）→「行かうとは何だ！」（初版）１３９６

３２３ 助動詞の削除：「事（こと）の秘密（ひみつ）なるべきを思（おも）へば、」（初出）

→「事の秘密（ひみつ）なるを思へば、」（初版）１１９５

３３０ 助詞・助動詞間の異同：「過（す）ぎし故（ゆゑ）なりと知（し）りぬ。」（初出）

→「過（す）ぎし故ぞと知りぬ。」（初版）１２５８

３４１ 用言の活用の変更：「思合（おもひあは）するなるべし。」（初出）→「思合すなるべし。」（初版）７２９

３４２ 用言の音便の変更：「氣（き）の毒（どく）なと思（おも）つて」（初出）

→「氣（き）の毒（どく）なと思うて」（初版）４１

３５１ 単文の複文化：「太（いた）く驚（おどろ）けり。」（初出）

→「太（いた）く驚（おどろ）きて、」（初版）１２５５

３５２ 複文の単文化：「詰（なじ）るが如（ごと）く見返（みかへ）して，」（初出）

→「詰（なじ）るが如く見返（みかへ）しつ。」（初版）４４１

３６０ 文の成分の語順転倒：「お座敷（ざしき）で先程（さきほど）からお待兼（まちかね）で」（初出）

→「先程（さきほど）からお座敷ではお待兼（まちかね）で」（初版）１２６７
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４ 語句の異同

４１０ 名詞の異同：「三月目毎（みつきめごと）に血（ち）を」（初出）

→「一月隔（ひとつきおき）に血（ち）を」（初版）１４７０

４２０ 動詞の異同：「妻（つま）とすべき以上（いじやう）を」（初出）

→「妻（つま）となすべき以上を」（初版）１８９１

４３０ 形容詞の異同：「うゝ、好（よ）い松茸（まつだけ）だ。」（初出）

→「うゝ、好（い）い松茸（まつだけ）だ、」（初版）１７６６

４４０ 形容動詞の異同：「強慾（がうよく）の事（こと）を」（初出）

→「強慾（がうよく）な事を」（初版）１４９６

４５０ 副詞の異同：「一寸（ちよつと）」（初出）→「些（ちよいと）」（初版）１４１２

４６０ 接続詞の異同：「然（さ）れども」（初出）→「然（しか）れども、」（初版）１９３９

４７０ 感動詞の異同：「風「あ、」（初出）→「風「あゝ」（初版）１６１５

４８１ 語句・文章の変更：「葛（くづ）の花咲（はなさ）きて、」（初出）

→「葛（くづ）の乱（みだ）れ生（お）ひて、」（初版）１２３５

４８２ 語句・文章の付加：「遊佐（ゆさ）は」（初出）

→「少間（しばし）ありて遊佐は」（初版）１４３０

４８３ 語句・文章の削除：「可恐（おそろし）さと」（初出）→ ナシ（初版）１１９０

４．おわりに

以上，本稿では，「金色夜叉」諸テクストの中でも，特に重要と考えられる，讀賣新聞初出本文と春陽堂初

版本文とを取り上げ，初版単行本全五冊のうち『金色夜叉 前編』『金色夜叉 中編』（但し，（一）～（六）の八ま

で）という最初の二冊分を調査範囲とし，その異同箇所を対校表として全て掲出し，本文異同の様相について

報告した。

今，『前編』に限ってみても，今回の調査を通して，両者のテクスト間には本文の異同箇所が８３２箇所も存在

することが明らかになった。（なお，『中編』には約２２００の異同箇所がある。）さらに，『前編』の本文の異同

を，前節の分類基準にしたがって下類化して示すと，「１ 符号の異同」が１２％，「２ 表記の異同」が５９％，「３

語法の異同」が２０％，「４ 語句の異同」が９％，であることも判明した。とは言え，本稿は未だ『金色夜叉』

全体の５分の２ほどの調査報告にすぎない。ひき続き，『金色夜叉』本文の全容解明にむかって邁進したい。
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松井 栄一 （２００５）『国語辞典はこうして作られる 理想の辞書をめざして』港の人

山下 浩 （１９９３）『本文の生態学 漱石・ 外・芥川』日本エディタースクール出版部

湯浅 茂雄 （２０００）「近代語研究の要点と課題」『日本語学』１９

付記 本稿は，北澤が企画立案し，許が収集した用例を北澤が分析検討し，両者による議論と調整を経て，１

～４を北澤が執筆し，「讀賣新聞初出本文・春陽堂初版本文 対校表」を許が作成したものである。

東 京 学 芸 大 学 紀 要 人文社会科学系Ⅰ 第５９集（２００８）
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讀賣新聞初出本文

１ 壹の一 大道（だいだう）は掃（は）きたるやうに
２［明３０．１．１］其（その）哀切（あはれさ）に
３ 小（ちいさ）き膓（はらわた）は
４ 断（た）たれぬべし。
５ 喃（なあ）吹（ふ）くな」
６ 憤（いかり）を増（ま）したるやうに
７ 揉（も）みに揉（も）むで
８ 散 （々さん � �）に獨（ひと）り
９ 氷（こほ）るばかりに冷徹（ひえわた）りぬ。
１０ 一大荒原（いちだいくわうげん）の
１１ 趣味（しゆみ）も無（な）く、
１２ 唯（たゞ）濫（みだり）に （ひろ）く横（よこた）はるに
１３ 垢臭（あかくさ）き悪氣（あくき）の
１４ 綱曳（つなひき）の車（くるま）あり。
１５ 勢籠（いきほひこ）みて角（かど）より
１６ 衝（つ）と曲（まが）り
１７ 來（きた）りければ、
１８ 葉卷（はまき）の吸 （すひがら）の
１９ 赤（あか）く見（み）えて煙（けふ）りぬ。
２０ 其（その）南側（みなみがは）の
２１ 軒燈籠（のきとうろう）を掲（かヽ）げて、
２２ 格子（かうし）は鎖固（さしかた）めたるに、
２３ 取合（とりあ）はむともせざりければ、
２４ 人（ひと）は出來（いできた）れり。
２５ 色白（いろじろ）き女（おんな）彼（かれ）の

２６ 内（うち）に入（い）らむとせしが、
２７ 躊躇（ためら）ひつ。彼（かれ）は
２８壹の二 客間（きやくま）と八疊（でふ）の中（なか）の間（ま）を
２９［明３０．１．２］燭臺（しよくだい）を据（す）ゑて、
３０ 今（いま）を盛（さかり）と
３１ 多人数（たにんず）の熱蒸（いきれ）と、混（こん）じたる
３２ 皆（みな）赤（あか）くなりて、
３３ 煙（けむり）の渦（うづ）も、
３４ 絶間無（たえまな）き騒動（そうどう）の中（うち）に
３５ 航路（かうろ）に澆（そヽ）げば、
３６ 九死（きうし）を出（い）づべきなり。
３７ 今（いま）此（この）如何（いか）にとも
３８ 畏（おそれ）を懐（いだ）きぬ。
３９ 始（はじ）めて彼（かれ）を見（み）しものは
４０ 宮（みや）と云（い）ふ名（な）は
４１ 五十人並（にんなみ）なるもありき。
４２ 中（ちゆう）の位（くらゐ）を過（す）ぎず。
４３ 極（きは）めて遺憾無（ゐかんな）しと
４４ 繍珍（しゆちん）に
４５ 彼（かれ）の整（とヽの）ひたる面（おもて）は
４６ 如何（いか）なる麗（うるは）しき織物（おりもの）よりも
４７ 如何（いか）に着飾（きかざ）らむとも
４８ 其（その）醜（みにく）きを
４９ 一箇（ひとり）は、
５０ 遂（つひ）に思堪（おもひた）へざらむやうに
５１ 馬士（まご）にも衣裳（いしやう）と云（い）ふけれど、
５２ 美（い）いのは
５３ 美（い）いのだもの、
５４ 此（この）強（つよ）き合槌（あひづち）撃（う）つは、
５５壹の三 導（みちび）かれて入來（いりきた）りぬ。
５６［明３０．１．３］勝負（しようぶ）の最中（さいちう）なれど、

讀賣新聞初出本文・春陽堂初版本文 対校表 （前編）

春陽堂初版本文 頁 行

大道（だいだう）は掃（は）きけるやうに １ ５
其（そ）の哀切（あはれさ）に ９
小（ちひさ）き膓（はらわた）は １０
断（たゝ）れぬべし。 １０
なあ吹くな」 １１
憤（いかり）をも増したるやうに ２ １
揉（も）みに揉んで ３
獨（ひと）り散 （々さん � �）に ３
殆（ほとん）と氷らんとすなり。 ６
一大荒原（いちだいくわうげん）の、 １１
趣味（しゆみ）も無くて、 ３ １
唯（たゞ）濫（みだり）に （ひろ）く横（よこた）はれるに １
垢息（あかくさ）き悪氣（あくき）の １１
綱引（つなひき）の車あり。 ４ １
勢（いきほ）ひて角（かど）より １
曲（まが）り １
來（き）にければ、 １
葉卷（はまき）の吸殻（すひがら）の ４
赤（あか）く見えて煙（けふ）れり。 ５
其（そ）の南側（みなみがは）の ５ ３
軒燈（のきラムプ）を掲（かゝ）げて、 ３
格子（かうし）は鎖固（さしかた）めたるを、 ５
取合（とりあ）はんともせざりければ、 ７
人は出で來ぬ。 ９
色白き女の、茶微塵（ちやみぢん）の絲織（いとおり）の小袖 １０
に黒の奉書紬（ほうしよつむぎ）の紋付（もんつき）の羽織
着たるは、此家（このいへ）の内儀（ないぎ）なるべし。彼の
内に入らんとせしが、 ６ ２
遅（ためら）へるを、彼（かれ）は ３
客間（きやくま）と八疊の中の間とを ７ １
燭臺（しよくだい）を据（す）ゑ、 ２
今を盛（さか）りと ７
多人数（たにんず）の熱蒸（いきれ）と混（こん）じたる ８
皆赤うなりて、 １０
煙（けふり）の渦（うづ）も、 ８ ５
絶間無（たえまな）き騒動（さうどう）の中（うち）に ７
航路（かうろ）に澆（そゝ）けば、 １０
九死（きうし）を出づべしとよ。 １１
今此（こ）の如何（いかに）とも ９ １
畏（おそれ）を懐（いだ）けり。 ４
始めて彼を見るものは ９
宮（みや）といふ名は １０
五十人並（なみ）優（すぐ）れたるもありき。 １０ ２
中（ちゆう）の位（くらゐ）に過ぎず。 ３
極（きは）めて遺憾（ゐかん）なしと ４
七絲（しちん）に ６
彼の整（とゝの）へる面（おもて）は １０
如何（いか）なる麗（うる）はしき織物（おりもの）よりも １０
如何（いか）に着飾（きかざ）らんとも １１
其の醜（みにく）きを １１
一個（ひとり）は、 １１ ４
遂（つひ）に思堪（おもひた）へざらんやうに ５
馬士（まご）にも衣裳（いしやう）と謂（い）ふけれど、 ６
美しいのは ６
美しいのだもの、 ７
此（こ）の強（つよ）き合槌（あひづち）撃（う）つは、 １０
導（みちび）かれて入來（いりきた）りつ。 １２ １
勝負（しようぶ）の最中（さいちう）なれば、 ３
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５７ 赭禿（あかうは）げたる頭顱（つむり）は
５８ 小（ちひ）さからぬ鼻（はな）に
５９ 五寸（ごすん）の
６０ 繍珍帯（しゆちんおび）に
６１ 實（げ）に大立者（おほだてもの）の揚幕（あげま

く）を出（い）でゝ驚破喝采（さはぐかつさい）を博
（はく）さむと待（ま）つの概（がい）ありき。
彼（かれ）の立（た）てる姿（すがた）は光（ひかり）
を發（はな）つらむやうに

６２ 此（この）團欒（まと□）の中（うち）に
６３ 美 （々びヾ）しく装（よそほ）ひ居（を）るは
６４ 一箇（ひとり）は
６５ 故（わざ）と面（おもて）を背（そむ）けぬ。
６６ 其娘（そのむすめ）をば手招（てまね）きぬ。
６７ 小腰（こごし）を屈（かヾ）めつ。
６８ 「どうぞ此方（これら）へ。」
６９ 娘（むすめ）は案内（あない）
７０ せむと待構（まちかま）へけれど、
７１ 「あの、見事（みごと）な
７２ まあ御年玉（おとしだま）を
７３ まあ入（い）らつしやいまし。」
７４ 主（あるじ）の勸（すヽ）むる傍（そば）より
７５ 介添（かいぞい）に附（つ）きたり。
７６ 極（きはめ）て鄭重（ていちよう）なるを
７７ 殆（ほとむ）と正（たヾ）しく視（み）る能（□た）はざる
７８ 眼（まなこ）を射（い）られたる二人（ふたり）は呆（あき）れ惑（まど）ひぬ。
７９壹の四 席（せき）に復（かへ）ると
８０［明３０．１．７］「大（おほき）いのねえ。」
８１ 隣（となり）より伸來（のびきた）りたる猿臂（ゑんぴ）は彼（かれ）の鼻（はな）の
８２ 前（さき）なる一枚（まい）の骨牌（かるた）を引攫（ひきさら）ひぬ。
８３ 一旦（ひとたび）金剛石（ダイアモンド）の強（つよ）き
８４ 光（ひかり）に焼（やか）れたる彼（かれ）の心（こヽろ）は
８５ 知覚（ちかく）を失（うしな）ひけむやうにて、
８６ 味方（みかた）になりぬ。
８７ 「成程（なるほど）金剛石（ダイアモンド）！」
８８ 人 （々ひと べ ）の迭交（かたみがはり）に
８９ 形好（かたちよ）く葉卷（シガー）を持（も）たせて、
９０ 袖口（そでぐち）に右手（みぎて）を差入（さしい）れ、
９１ 眼鏡（めがね）の下（した）より
９２ 下界（げかい）を見遍（みわた）すらむやうに
９３ 其父（そのちヽ）の私設（しせつ）する所（ところ）にして、
９４ 彼（かれ）の名（な）は直（たヾ）ちに
９５ 世（よ）に愛（め）でたき寶石（ほうせき）に
９６ 彼等（かれら）の心（こヽろ）に
９７ 彼（かれ）に咫尺（しせき）するの栄（えい）を得（え）ば、
９８ 其目（そのめ）の類無（たぐひな）く
９９ 楽（たのし）まさるゝ
１００ 其鼻（そのはな）までも
１０１壹の五 其（その）清（すヾ）しき眼色（まなざし）は
１０２［明３０．１．８］金剛石（ダイアモンド）と光（ひかり）を争（あらそ）はむやうに、
１０３ 引剥（ひきむ）かむと、
１０４ 引剥（ひきむ）かむと、
１０５ 日月（につげつ）を並懸（ならべか）けたるやうなりき。
１０６ 富山（とみやま）は誰（たれ）と組（く）むらむとは、
１０７ 目指（めざ）されし紳士（しんし）と美人（びじん）は
１０８ 一（ひと）つの大（おほい）なる
１０９ 隣合（となりあはせ）に坐（すわ）りければ、
１１０ 來（き）にけむやう
１１１ 來（き）にけむやう
１１２ 妨害（ばうがい）せむと為（す）るなり。
１１３ 遠征軍（ゑんせいぐん）を組織（そしき）して、
１１４ 挫（くぢ）かむと
１１５ 挫（くぢ）かむと

赭禿（あかは）げたる頭顱（つむり）は ７
小からぬ鼻に １３ ３
六寸の ５
七絲帯（しちんおび）に ５
實（げ）に光を發（はな）つらんやうに ６

此（この）團欒（まとゐ）の中に ７
美 （々びゝ）しく装（よそほ）ひたるは ８
一個（ひとり）は １０
故（わざ）と面（おもて）を背（そむ）けつ。 １４ １
其娘（そのむすめ）を手招（てまね）きぬ。 ２
小腰（こゞし）を屈（かゞ）めしのみ。 ７
「どうぞ此方（こちら）へ。」 ８
娘（むすめ）は案内（あんない） ９
せんと待構（まちかま）へけれど、 ９
「あの、見事（みごと）な、 １１
まあ、御年玉（おとしだま）を １１
まあ、被入（いらつしや）いまし。」 １５ ２
主（あるじ）の勸（すゝ）むる傍（そば）より、 ３
介添（かいぞへ）に附（つ）きたり。 ５
極（きは）めて鄭重（ていちよう）なるを ６
殆（ほとん）と正（たゞ）しく見（み）る能（あた）はざる ９
眼（まなこ）を射（い）られたるに呆（あき）れ惑（まど）へり。 １０
席（せき）に復（か）へると １６ ３
「大きいのねえ。」 ８
隣（となり）より伸來（のびきた）れる猿臂（ゑんぴ）は鼻の１７ ４
前（さき）なる一枚の骨牌（かるた）を引攫（ひきさら）へば、 ５
一旦（いつたん）金剛石（ダイアモンド）の強（つよ）き １０
光に焼（や）かれたる心は １０
知覚（ちかく）を失（うしな）ひけんやうにて、 １１
味方（みかた）となれり。 １８ ２
成程（なるほど）金剛石（ダイアモンド）！」 ７
人々の更互（かたみがはり）に １９ ５
好（よ）く葉卷（シガア）を持たせて、 ６
右手を袖口（そでくち）に差入（さしい）れ、 ６
目鏡（めがね）の下より ７
下界（げかい）を見遍（みわた）すらんやうに ７
其父の私設（しせづ）する所にして、 ２０ １
彼の名は直（たゞち）に ４
世に愛（めで）たき寶石（はうせき）に ５
彼等（かれら）の心々に ６
彼に咫尺（しせき）するの栄を得は、 ７
其の目の類無（たぐひな）く ７
楽（たのしま）さるゝ ７
其の鼻までも ７
其（そ）の清（すゞ）しき眼色（まなざし）は ２１ ２
金剛石（ダイアモンド）と光（ひかり）を争（あらそ）はんやうに、 ２
引剥（ひきむ）かん、と ６
引剥（ひきむ）かん、と ６
日月を並懸（ならべか）けたるやうなり。 ７
富山は誰と組（く）むらんとは、 ８
目指（めざ）されし紳士（しんし）と美人（びじん）とは １０
一（いつ）の大（おほい）なる １１
隣合（となりあひ）に坐（すわ）りければ、 ２２ １
來にけんやうに ２
來にけんやうに ２
妨害（ばうがい）せんと為（す）るなり。 ５
遠征軍（ゑんせいぐん）を組織（そしき）し、 ７
挫（くじ）かんと ８
挫（くじ）かんと ８
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１１６ 顔（かほ）を赤（あか）めて、
１１７ 面皮（めんぴ）を缺（か）かされたり。
１１８ 蹂躪（じうりん）されたる富山（とみやま）は、
１１９ 這（こ□）文明的（ぶんめいてき）ならざる
１２０ 逃歸（にげかへ）るなりけり。
１２１ 月（つき）を捉（とら）へむとする状（かたち）して
１２２ 遥曳（ぶる � �）と
１２３ 垂（さが）れる。
１２４ 主（あるじ）は此為體（こ□ていたらく）を見（み）るより
１２５ あゝ、
１２６ 忽（ゆるがせ）にすべからざらむやうに
１２７ 身（み）を起（おこ）しぬ。
１２８ 為様（しやう）が無（な）い。
１２９ 馬鹿（ばか）にしてゐる！
１３０ 頭（あたま）を
１３１ 二（ふた）つばかり撲（ぶ）たれた。」
１３２ 二（ふた）つばかり撲（ぶ）たれた。」
１３３ 「それは奈何（どう）も
１３４ お怪我（けが）は御座（ござい）いませんでしたか。」
１３５ 主（あるじ）は苦笑（にがわらひ）せり。
１３６ 御座（ござ）いませんが、
１３７ 御座（ござ）いませんが、
１３８ 何卒（どうぞ）御寛縦（ごゆるり）。」
１３９ へえ、又行（またいら）つしやいますか。」
１４０ 破顔（はがん）せる主（あるじ）の目（め）は
１４１壹の六 笑（ゑみ）を湛（たヾ）へて居（ゐ）たり。
１４２［明３０．１．９］「御坐（ござ）いましたらう、
１４３ 然（さ）うで御坐（ござ）いませうとも。」
１４４ 「何故（なぜ）も無（な）いもので御坐（ござ）います。
１４５ 御坐（ござ）いませんか。」
１４６ 蒼皇（あたふた）入來（いりきた）りたる
１４７ 此方（こちら）に、お在（いで）あそばしたので
１４８ 彼（かれ）は前（さき）の程（ほど）より
１４９ 指圖（さしづ）して
１５０ 居（ゐ）たりしなりけり。
１５１ 好（よ）く迯（に）げて入（い）らつしやいました。」
１５２ 入（い）らつしやいました。」
１５３ 環（くわん）の失（う）せたるを知（し）るより、
１５４ 起（た）たむとせり。
１５５ 起（た）たむとせり。
１５６ 可（い）いと謂（い）ふのに。」
１５７ 彼（かれ）は廣間（ひろま）の方（かた）へ出（い）でゝ行（ゆ）きぬ。
１５８ 「が
１５９ 奈何（どう）したのさ。」
１６０ 「が
１６１ 大（たい）した事（こと）は御坐（ござ）いませんです。」
１６２ 地所（ぢしよ）や家作（かさく）などで暮（くら）して
１６３ 居（を）るやうで御坐（ござ）います。
１６４ 小躰（こてい）に遣（や）つて居（を）るので御坐（ござ）います。」
１６５ 「はあ、知（し）れたものだね。」
１６６ 「私（わたくし）は精（くはし）い事（こと）は
１６７ 一（ひと）つ聞（き）いて見（み）ませう。」
１６８ 知（し）りたらむを、
１６９ 知（し）りたらむを、
１７０ 頻（しきり）に觴（さかづき）を侑（すヽ）めぬ。
１７１ 今宵（こよひ）此（こヽ）に來（きた）れるは、
１７２ 娘（むすめ）の多（おほ）く集（あつま）れるを機（き）として、
１７３ 嫁選（よめえらび）
１７４ せむとて
１７５ なりけり。
１７６ 歸朝（きてう）するや否（いな）や
１７７ 今日（けふ）が日迄（ひまで）も
１７８ 齷 （あくさく）して巳（や）まざるなり。

顔を赧（あか）めて、 １０
面皮（めんぴ）を缺（かゝ）されたり。 １１
蹂躪（じうりん）されし富山は、 ２３ ３
這（この）文明的（ぶんめいてき）ならざる ４
逃歸（にげかへ）れるなりけり。 ５
月を捉（とら）へんとする状（かたち）して ７
遥曳（ぶら � �）と ８
垂（さが）れり。 ８
主（あるじ）は見るより ８
おゝ、 ９
忽（ゆるかせ）にすべからざらんやうに １０
身を起（おこ）せり。 １１
為様（しやう）が無い、 ２４ １
馬鹿（ばか）にしてゐる ３
頭（あたな）を ３
二つばかり撲（ぶた）れた。」 ３
二つばかり撲（ぶた）れた。」 ３
「それは如何（どう）も ９
お怪我（けが）はございませんでしたか。」 ９
主（あるじ）も苦笑（にがわらひ）せり。 ２５ １
ございませんが ５
ございませんが ５
何卒御寛（どうぞごゆる）り。」 ５
「へえ、又被入（いらつしや）いますか。」 ７
破顔（はがん）せる主（あるじ）の目は、 ９
笑（ゑみ）を湛（たゞ）へたり。 ２６ １
「ございましたらう、 ２
然（さ）うでございませうとも。」 ２
「何故（なぜ）も無いものでございます。 ４
ございませんか。」 ４
倉皇（あたふた）入來（いりきた）れる ２７ ２
此方（こちら）にお在（いで）あそばしたので ３
彼は先（さき）の程（ほど）より ４
指圖（さしづ）などして ４
居たるなりき。 ５
好（よ）く迯げて被入（いらつしや）いました。」 ７
被入（いらつしや）いました。」 ７
環（くわん）の失（う）せたりと知るより、 ９
起（た）たんとせり、 １０
起（た）たんとせり、 １０
可（い）いと言（い）ふのに。」 ２８ ３
彼は廣間（ひろま）の方（かた）へ出でゝ行けり。 ３
「が、 ７
如何（どう）したのさ。」 ７
「が、 ８
大（たい）した事はございませんです。」 ８
地所（ぢしよ）や家作（かさく）なとで暮（くら）して １１
居るやうでございます。 １１
小體（こてい）に遣（や）つて居（を）るのでございます。」 ２９ ２
「はあ、知（し）れたもんだね。」 ３
「私（わたくし）は悉（くはし）い事は ８
一つ聞いて見ませうで。」 ８
知るらんを、 ３０ １
知るらんを、 １
頻（しきり）に觴（さかづき）を侑（すゝ）めけり。 ２
今宵（こよひ）此（こゝ）に來りしは、 ３
娘の多く聚（あつま）れるを機（き）として、 ４
嫁選（よめえらみ） ４
せんとて ４
なり。 ４
歸朝（きてう）するや否（いな）や、 ５
今日（けふ）が日までも ７
齷 （あくさく）して已（や）まざるなり。 ７
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１７９ はや日（ひ）に黒（くろ）く、
１８０ 額（ひたひ）を鳩（あつ）めては
１８１二の一 勝負（しようぶ）を續（つヾ）けたりき。
１８２［明３０．１．１１］知（し）らざるものは、
１８３ 歸（かへ）りしならむと想（おも）へり。
１８４ 終極（をはり）まで居（ゐ）たり。
１８５ 彼若（かれもし）疾（と）く還（かへ）りたらむには、
１８６ 三分（ぶん）の一弱（じやく）に過（す）ぎざりけむを、
１８７ 我願（われねがは）くは何處（いづく）までも送（おく）らむと、
１８８ 健（したヽ）か思（おも）ひに思（おも）ひけれど、
１８９ 一人（ひとり）の男（おとこ）附添（つきそ）ひて出（い）でぬ。
１９０ 彼（かれ）の挙動（きよどう）の目指（めざ）されしは、
１９１ 此（この）一事（いちじ）の外（ほか）は
１９２ 躁（さわ）がず、
１９３ 此（この）両箇（ふたり）の同伴（つれ）なりとは
１９４ 露見（ろけん）せざりき。
１９５ 然（さ）あらむには
１９６ 焦茶（こげちや）の外套（オバーコート）を
１９７ 後（おく）れし宮（みや）の辿着（たど□つ）くを待（ま）ちて
１９８ 奴（やつ）は如何（どう）だい。可厭（いや）に
１９９ 然（さ）うねえ。だけれど
２００ 目（め）の敵（かたき）にして乱暴（らんばう）を為（す）るので
２０１ 隣合（となりあ）つて居（ゐ）たものだから
２０２ 私（わたし）まで酷（ひど）い目（め）に遭（あは）されて。」
２０３ 女（おんな）には如何（どう）だらうね。那麼（あんな）のが
２０４ 「那麼（そんな）無理（むり）な事（こと）を言（い）つて！」
２０５ 直（ひた）と彼（かれ）に寄添（よりそ）ひぬ。
２０６ 宮（みや）は歩（あゆ）み得（え）ぬまでに笑（わら）ひぬ。
２０７ 此（この）間貫一（はざまく□んいち）は、
２０８ 宮（みや）が妻（めあは）さるべき人なり。
２０９三の壹 間貫（はざまくわん）一の
２１０［明３０．１．１４］彼（かれ）の幼（いとな）かりし頃（ころ）
２１１ 哀歎（なげき）の中（うち）に
２１２ 葬（はうむ）ると與（とも）に
２１３ 望（のぞみ）をさへ
２１４ 月謝（けつしや）の支出（しヽゆつ）の
２１５ 痩所帯（やせじよたい）なりけるを、
２１６ 看護醫薬（くわんごいやく）の
２１７ 自活（じくわつ）すべからざる
２１８ 拯得（すくひえ）しか。固（もと）より
２１９ 月謝（けつしや）をさへ
２２０ 生時（せいじ）を以（も）て
２２１ 天晴人（あつぱれひと）に成（な）して、
２２２ 継（つ）がむとなり。
２２３ 継（つ）がむとなり。
２２４ 上（かみ）に立（た）たしめむ。
２２５ 警（いまし）められぬ。
２２６ 又（また）
２２７ 喞（かこ）たれぬ。
２２８ 遑（いとま）だに無（な）く
２２９ 然（さ）れば貫一（くわんいち）が
２３０ 境遇（きやうぐう）は
２３１ 厄介者（やくかいもの）として
２３２ 生（うま）れたらむよりは、
２３３ 恁（か）くて
２３４ 在（あ）りなむこと
２３５ 在（あ）りなむこと
２３６ 多（おほ）からむよ、と
２３７ 知（し）れる人（ひと）は
２３８ 噂（うはさ）しあへり。
２３９ 婿（むこ）にせむとすならむと思（おも）へる
２４０ 始（はじ）めて定（さだま）りたり。
２４１ 冠（かんむり）を戴（いたヾ）かむには、

はや日に黒み、 ９
額（ひたひ）を鳩（あつ）めては、 １０
勝負（しようぶ）を續（つゞ）けたり。 ３１ ４
知らざる者（もの）は、 ５
歸りしならんと想（おも）へり。 ５
終（をはり）まで居たり。 ６
彼若（もし）疾（と）く還（かへ）りたらんには、 ６
三分（ぶん）の一弱（じやく）に過（す）ぎざりけんを、 ７
我願（ねがは）くは何處（いづく）までも送（おく）らんと、 １０
絶（したゝ）か念（おも）ひに念（おも）ひけれど、 １０
一人（ひとり）の男附添（つきそ）ひたり。 １１
彼の挙動（きよどう）の目指（めざゝ）れしは、 ３２ ２
此（こ）の一事（いちじ）の外は ３
躁（さわ）かず、 ４
此（この）両個（ふたり）の同伴（つれ）なりとは ５
露顕（ろけん）せざりき。 ５
然（さ）あらんには ６
焦茶（こげちや）の外套（オバコート）を １０
遅（おく）れし宮の辿着（たどりつ）くを待（ま）ちて １１
奴（やつ）は如何（どう）だい、可厭（いや）に ３３ ２
「然（さ）うねえ、だけれど ４
目の敵（かたき）にして乱暴（らんばう）するので ４
隣合（となりあ）つて居たもんだから ５
私（わたし）まで酷（ひど）い目に遭（あは）されてよ。」 ６
女には如何（どう）だらうね、那麼（あんな）のが １１
「那様（そんな）無理（むり）な事を言つて！」 ３４ １１
直（ひた）と彼に寄添（よりそ）へり。 ３５ ５
宮は歩（あゆ）み得（え）ぬまでに笑（わら）ひて、 ３６ ７
此（こ）の間貫一（はざまくわんいち）は、 ３７ １
宮が妻（めあは）せらるべき人なり。 １
間貫一（はざまくわんいち）の ３８ １
彼の幼（いとけな）かりし頃 ２
哀嘆（なげき）の中に ４
葬（はうむ）ると與（とも）に、 ４
望（のぞみ）みをさへ ４
月謝（げつしや）の支出（ししゆつ）の ５
痩世帯（やせぜたい）なりけるを、 ７
看護醫薬（かんごいやく）の １０
自活（じくわつ）すべくもあらぬ １１
救得（すくひえ）しか、固（もと）より ３９ １
月謝（げつしや）をさへ ５
生時（せいじ）を以（もつ）て ７
天晴（あつぱれ）人と成して、 ８
継（つ）がんとせるなり。 ９
継（つ）がんとせるなり。 ９
上（かみ）に立たしめん。 ４０ １
警（いまし）められ、 ２
亦（また） ２
喞（かこ）たれしなり。 ３
遑（いとま）だに無くて ３
然（さ）れは貫一が ５
境遇（きやうぐう）は、 ５
厄介者（やつかいもの）として ５
生（うま）れたらんよりは、 ７
恁（かく）て ７
在（あ）りなんこそ ７
在（あ）りなんこそ ７
多からんよ、と ８
知る人は ８
噂（うはさ）し合（あ）へり。 ８
婿（むこ）にせむとすならんと想（おも）へる １１
始めて定（さだま）りぬ。 ４１ ３
冠（かんむり）を戴（いたゞ）かんには、 ５
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２４２ 私（ひそか）に打喜（うちよろこ）びぬ。
２４３ 屈辱（くつじよく）を忍（しの）ばむは、
２４４ 何（なに）か有（あ）らむと、
２４５ 過（す）ぎざらむ、
２４６ 過（す）ぎざらむ、
２４７ 其（その）色好（いろよ）きを
２４８ 其（その）色好（いろよ）きを
２４９ 謂（い）ふ可（べ）くむば、
２５０ 夫（をつと）に有（も）たむは、
２５１三の二 微賤（びせん）より出（い）でたる例（ためし）
２５２［明３０．１．１５］明治音楽院（めい□おんがくゐん）に
２５３ プホフエツサーなる獨逸人（ドイツじん）は
２５４ 艶書（えんしよ）を
２５５ 彼（かれ）を娶（めと）らむとて、
２５６ 胸（むね）は破（やぶ）れむとするばかり
２５７ 巳（おのれ）の
２５８ 男子部（だんしぶ）の
２５９ 彼（かれ）を見（み）むとて
２６０ 彼（かの）
２６１ プロフエツサーに
２６２ 添（そ）はむか、
２６３ 院長（ゐんちやう）に従（したが）はむか、
２６４ 鴫澤（しぎさは）の
２６５ あらざらむをと、
２６６ 彼（かれ）の
２６７ 一旦（ひとたび）
２６８ 年とゝもに
２６９ 玉（たま）の輿（こし）を舁（か）かせて
２７０ 天縁（てんえん）の
２７１ 廻到（めぐりいた）らむことを
２７２ 楽（たの）しからむとは
２７３ 怠（おこた）らず貫一（くわんいち）を
２７４ 愛（あい）する外（ほか）に
２７５ 其（その）胸（むね）の中（うち）には
２７６四の一 入來（いりきた）りけるが、
２７７［明３０．１．１７］鉄瓶（てつびん）も
２７８ 人氣（ひとけ）の
２７９ 一間（ひとま）の寒気（さむさ）は、
２８０ 直（たヾ）ちに咬（か）まむとする如（ごと）く
２８１ 梢（こずえ）に月（つき）のうつろひたるが如（ごと）く、
２８２ 背後（うしろ）の壁（かべ）に
２８３ 匂（にほひ）滴（こぼ）るゝやうなり。
２８４ 寒気（さむさ）の
２８５ 甚（はなはだ）しきを
２８６ （しとね）の上（う□）に
２８７ 這（こ□）は
２８８ 貫一（くわんいち）の常（つね）に敷（し）くをば
２８９ 今夜（こんや）彼（かれ）の敷（し）きたるなり。
２９０ 停（とま）りぬ。
２９１ 起（た）たむとしたり。
２９２ 歸（かへ）りし事（こと）あらざれば、
２９３ はや十一時（じ）に垂（なりな）むとす。
２９４ 持（も）ちて（い）出でぬ。
２９５ 出合（いであ）ひたり。
２９６ 帽（ばう）は落（お）ちなむばかりに
２９７ ハンカチーフに
２９８ 舌（した）の乾（かは）くに
２９９ 這麼所（こんなところ）へ
３００ 手（て）を牽（ひ）かむとせしに、
３０１ 彼（かれ）は 踉（よろめ）きつゝ
３０２ 其身一（そのみひと）つさへ
３０３ やう � �彼（かれ）を扶（たす）けて
３０４ 「君に勸（すヽ）む

私（ひそか）に喜（よろこ）びたり。 ６
屈辱（くつじよく）を忍（しの）ばんは、 ７
何か有らんと、 ９
過（す）ぎざらん。 １１
過（す）ぎざらん。 １１
其（そ）の色好（いろよき）を ４２ １
其の色好を ２
謂（い）ふ可（べ）くんば、 ３
夫（をつと）に有（も）たんは、 ５
微賤（びせん）より出でし例（ためし） ６
明治音楽院（めいちおんがくゐん）に ４３ ３
プロフエツサアなる獨逸人（どいつじん）は ３
艶書（ゑんしよ）を ４
彼を娶（めと）らんとて、 ７
胸（むね）は破（やぶ）れんとするばかり ９
已（おのれ）の １１
男子部（だんじぶ）の ４４ ３
彼を見んとて ３
彼（か）の ５
プロフエツサアに ５
添（そ）はんか、 ５
院長（ゐんちやう）に従（したが）はんか、 ５
鴫澤（しぎざは）の ６
あらざらんをと、 ７
（なし） ７
一旦（いつたん） ７
年と共に ７
玉（たま）の輿（こし）を舁（かゝ）せて ９
天縁（てんえん）の、 １０
廻到（めぐりいた）らんことを １０
楽（たの）しからんとは ４５ ２
怠（おこだ）らす貫一を ４
愛（あい）する外には ５
其の胸の中に ５
入來（いりき）にけるが、 ４６ ５
お鐵瓶（てつ）も ８
人氣（ひとげ）の １０
一間（ひとま）の寒（さむさ）は、 １０
直（たゞ）ちに咬（か）まんとするが如く １１
梢（こずゑ）に月のうつろへるが如く、 ４７ ５
背後（うし□）の壁（かべ）に ６
香滴（にほひこぼ）るゝやうなり。 ６
寒（さむさ）の ４８ １
太甚（はなはだ）しきを １
（しとね）の上に ２
箇（こ）は ３
貫一の敷くをば ３
今夜彼の敷くなり。 ４
停（とゝま）りぬ。 ６
起（た）たんとする時、 ６
歸りし事あらされば、 ８
早や十一時（じ）に垂（なんな）んとす。 ９
持ちて出でぬ。 １１
出合（いであ）へり。 ４９ １
帽（ばう）は落（お）ちなんばかりに ２
ハンカチイフに ３
舌（した）の乾（かわ）くに ５
這麼所（こんなところ）に １１
手を牽（ひ）かんとせしに、 ５０ ７
彼は踉（よろめ）きつゝ ８
其の身一つさへ ８
やう � �扶（たす）けて ９
「君に勸（すゝ）む、 ５１ １
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３０５ 須（すべか□）く
３０６四の二 宮（みや）さん、
３０７［明３０．１．１８］苦（くる）しいほど
３０８ 大（おほ）いに事情（わけ）が有（あ）るのだ。
３０９ 可（い）い事情（わけ）が有（あ）るのだ。
３１０ 何故（なぜ）那麼（そんな）に
３１１ 飲（の）むだの。
３１２ 誰（だれ）に飲（の）まされたの。
３１３ 附（つ）いて居（ゐ）ながら、
３１４ 多謝（メニーサンクス）！
３１５ 握緊（にぎりし）めたり。
３１６ 笑（ゑむ）を
３１７ 餘念無（よねんな）く
３１８ 美人（びじん）と一所（いつしよ）に居（ゐ）て
３１９ 一箇人（いつこじん）の
３２０ 恥辱（ちじよく）ばかりでは無（な）い、
３２１ 朋友（□ういう）ばかりでは無（な）い、
３２２ 是非（ぜひ）彼（あの）美人（びじん）を
３２３ 心（こヽろ）を一（いつ）にして
３２４ 呷 （々ぐい � �）
３２５ 此頃（このごろ）小父（をぢ）さんや
３２６ 那麼（そんな）事（こと）は
３２７ 小父（をぢ）さんや
３２８ 「然（さ）うか知（し）らん？」
３２９ 彼（かれ）の火（ひ）の如（ごと）き （ほヽ）に、
３３０ 額（ひたひ）に
３３１ あれ又（また）
３３２ あらざらむやうに其（その）力（ちから）を
３３３ 富（とみ）も貴（たうと）きも名（な）も、
３３４ 其（その）膝（ひざ）に覚（おぼ）ゆる
３３５ 微温（びおん）の
３３６ 前後（ぜんご）を知（し）らざるなりけり。
３３７ 此（この）夜（よ）の如（ごと）く
３３８ 此（この）明（あきら）かなる
３３９ 感（かん）じたるなり。
３４０五の壹 徃來（わうらい）したりけれど、
３４１［明３０．１．２３］疎（うと）くなれるに及（およ）びて、
３４２ 此（この）珍（めづら）しき
３４３ 客來（きやくらい）のありけるを知（し）らず、
３４４ 敢（あへ）て告（つ）げずして、
３４５ 告（つ）げむとは
３４６ 談合（だんがふ）しては、
３４７ 見出（みいだ）さむは
３４８ 云（い）ふまでにはあらねど、
３４９ 打傾（うちかたふ）きたるが、
３５０ 擴（ひろ）げて、
３５１ 多（おほ）く眠（ねふ）らずなりてよりは、
３５２ 仔細（しさい）を知れるなるべく、
３５３ 怪（あやし）まむともせで、
３５４ 早（は）やく歸來（かへりき）にけるが、
３５５ 咳（しはぶ）くして聲（こゑ）、
３５６ 我（わが）歸（かへ）れるを知らざるよと
３５７ 思凝（おもひこら）すなるべし。
３５８ 驚（おどろ）きつゝも
３５９ 彼（かれ）の為（せ）むやうを
３６０ 見（み）むと
３６１ 火燵（こたつ）に入（い）りけるが、
３６２ 貫一（くわんいち）は柱（はしら）に身（み）を倚（よ）

せて、斜（なヽめ）に内（うち）を窺（うかヾ）ひつゝ
３６３ 煩（わづら）ふならむ。
３６４ 明（あか）さゞるならむ。
３６５ 覚（おぼえ）ざると與（とも）に、
３６６ 自（おのづか）ら俯（うつむ）きぬ。

須（すべから）く １
宮（みい）さん、 ５
苦しいぼど ８
大いに譯（わけ）が有るのだ。 ９
可（い）い譯（わけ）が有るのだ。 １０
何故（なぜ）那様（そんな）に １１
飲んだの。 １１
誰に飲されたの。 ５２ １
附い居ながら、 ２
多謝（メニイサンクス）！ ５
握緊（にぎりし）めつ。 ８
笑（ゑみ）を ５３ ４
餘念（よねん）なく ４
美人（ひじん）と一所（いつしよ）に居て ５
一個人（いつこじん）の ９
恥辱（ちじよく）ばかりではない、 １０
朋友ばかりではない、 １１
是非（ぜひ）彼（あ）の美人（びじん）を ５４ １
心を一（□つ）にして ２
呷 （々ぐひ � �） ５
此頃（このごろ）翁（をぢ）さんや ５５ ２
「那様（そんな）事は ４
翁（をぢ）さんや ５
「然（さ）うか知らん□」 ８
彼が火の如き （ほゝ）に、 １０
額（ひたひ）に、 １１
あれ、又 ５６ １
あらざらんやうに、其の力を ４
富（とみ）も貴（たうと）きも、 ４
其の膝（ひざ）に覚（おぼ）ゆる ５
微温（びをん）の ５
前後（ぜんご）をも知らざるなりけり。 ７
此（こ）の夜（よ）の如く ８
此の明（あきらか）なる １０
感（かん）ずるなり。 １１
往來（ゆきゝ）したりけれども、 ５７ ２
疎（うと）くなりけるに及（およ）びて、 ５
此の珍（めづら）しき １０
客來（きやくらい）のありしを知らず、 １１
敢（あへ）て告（つ）けずして、 １１
告（つ）げんとは ５８ ２
談合（たんがふ）しては、 ３
見出（いだ）さんは ６
謂（い）ふまでにはあらねど、 １０
打傾（うちかたむ）きたるが、 ５９ ３
披（ひろ）げて、 ５
多（おほ）く眠（ねむ）らずなりてよりは、 ７
仔細（しさい）を知れるにや、 ８
怪（あやし）まんともせで、 ９
早く歸來（かへりき）にけるが、 １１
咳（しはぶ）く聲して、 ６０ １
我が歸りしを知らざるよと ２
何をか思凝（おもひこら）すなるべし。 ６
異（あやし）みつゝも ８
彼の為（せ）んやうを ８
見んと ８
火燵（こたつ）に入りけるが。 ９
柱（はしら）に身を倚（よ）せて、斜（なゝめ）に内を窺 １１
（うか）ひつゝ貫一は
煩（わづら）ふならん。 ６１ ２
明（あか）さゞるならん。 ３
覚（おぼ）えざると與（とも）に、 ４
自（おのづ）ら俯（うつむ）きぬ。 ６
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３６７ 打俯（うちふ）して居（ゐ）たり。
３６８ 蒔繪（まき□）の櫛（くし）の
３６９五の二 振仰（ふりあふ）ぐ時（とき）、
３７０［明３０．１．２４］思頽（おもひくづほ）るゝ
３７１ 蔽（おほ）はむとしたるが如（ごと）し。
３７２ 御歸（おかへ）んなすつたの。」
３７３ 連（しきり）に
３７４ 這麼（そんな）に
３７５ 裁片疊（きれたヽう）の
３７６ 「何（なん）とも無（な）いのよ。
３７７ 言ふのだ。
３７８ 其（それ）に違（ちがひ）無（な）いぢやないか。」
３７９ 何（なん）とも有（あ）りもしないものを……………。」
３８０ 「何（なん）とも無（な）いものが、
３８１ 見（み）て居（ゐ）たのだよ。
３８２ 微（わづか）に
３８３ 頭（かしら）を掉（ふ）りぬ。
３８４ 如何（いか）に答（こた）へむとさへ惑（まど）へるに
３８５ 詰（なじ）らむと待（ま）つよと思（おも）へば、
３８６ 身（み）は絞（しぼ）らるゝやうに
３８７ 瞬（またヽき）もせで
３８８ 好（い）い事（こと）は無（な）く、
３８９ 考（かむが）へれば
３９０ 私（わたし）は自分（じぶん）でも
３９１ 聴居（きゝゐ）たりし貫一（くわんいち）は
３９２ 打萎（うちしお）れて
３９３ 気に為（し）ては
３９４五の三 這様（そんな）事（こと）を
３９５［明３０．１．２７］這様（そんな）
３９６ 了簡（れう□ん）を
３９７ 滿（つま）らんものでは無（な）いよ。
３９８ 引向（ひきむ）けむとすれば、
３９９ 連（しきり）に揺（ゆす）らるゝを、
４００ 一件（ひとつ）の大（おほ）きな
４０１ 愉快（ゆくわい）で � �耐（たま）らんの。
４０２ 其楽（そのたのしむ）を
４０３ 打顫（うちふる）ひぬ。此（この）心（こゝろ）の
４０４ 外套（オヷーコート）の
４０５ 袋（ふくろ）の口（くち）は弛（ゆる）みて紅白（こうはく）の
４０６六の壹 憂（うき）に堪（た）へざらむやうなる
４０７［明３０．１．２８］懼（おそ）れたり。
４０８ 生（せい）を求（もと）むれども得（え）ざるやうに、
４０９ 悩乱（なうらん）して其（そ）の
４１０ 両親（りやうしん）に訴（うつた）へしにやあらむ、
４１１ 母（はヽ）と娘（むすめ）は
４１２ 一箇（ひとつ）の
４１３ 旅鞄（たびカバン）を
４１４ 一軒屋（ひとつや）の立（た）てるが如（ごと）く
４１５ 碁経（きけい）を披（ひら）きて居（ゐ）たり。
４１６ 眉目温厚（びもくおんかう）にして、
４１７ 蕩治（たうぢ）が
４１８ 良（い）いと
４１９ 云（い）つて
４２０ 有（あ）る可（べ）からざる事（こと）のやうに
４２１ 「さあ、
４２２ 私（わし）も這様（そんな）
４２３ 塩梅（あんばい）で。」
４２４ 何為（な□に）
４２５ 飽（あ）きて了（しま）つて、
４２６ 内養生（うちやうじやう）の方（はう）が楽（らく）だ、
４２７ 着更（きか）へむとて
４２８ 筆（ふで）の蹟（あと）などあらむかと思（おも）ひて、
４２９ 必（かなら）ず便（たより）あらむと

打俯（うちふ）して居たり、 ８
蒔繪（まきゑ）の櫛（くし）の ８
振仰（ふりあふ）く時、 １０
思頽（おもひくづを）るゝ １１
蔽（おほ）はんとしたるが如し。 １１
御歸（おかへ）んなすつて。」 ６２ １
頻（しきり）に ４
那様（そんな）に ５
裁片疊（きれたゝふ）の ６
「何ともないのよ。 ９
言ふんだ。 ６３ １
それに違（ちがひ）無いぢやないか。」 ２
何ともありもしないものを…………。」 ３
「何ともないものが、 ４
見て居たんだよ。 ６
僅（わづか）に １０
頭を掉れば、 ６４ １
如何に答へんとさへ惑（まど）へるに、 ６
詰（なじ）らんと待つよと思へば、 ７
身は搾（しぼ）らるゝやうに ７
瞬（またゝ）もせで ６５ ４
好（い）い事は無し、 ８
考れば ８
自分（じぶん）でも １０
聴居（きゝゐ）し貫一は ６６ １
打萎（うちしを）れて ４
氣に為（し）しては ５
那様（そんな）事を １０
那様（そんな） ６７ ３
了簡（れうけん）を ３
滿（つま）らんものではないよ。 １１
引向（ひきむ）けんとすれば、 ６８ ８
連（しきり）に揺（ゆすら）るゝを、 ６９ １
一件（ひとつ）大きな ８
愉快（ゆくわい）で愉快で耐（たま）らんの。 ８
其楽（そのたのしみ）を １０
打顫（うちふる）ひしが、此の心の ７０ ５
外套（オバコート）の １１
袋（ふくろ）の口は弛（ゆる）みて、紅白（こうはく）の ７１ １
憂（うき）に堪（た）へざらんやうなる ７２ ６
恐（おそ）れたり。 ７３ ２
生（せい）を求むれども得ざらんやうに、 ５
悩乱（なうらん）して幾（ほとほ）と其の ５
両親（りやうしん）に訴（うつた）へしにやあらん、 ７
母（はゝ）と娘（むすめ）とは ７
一個（ひとつ）の ９
旅鞄（たびかばん）を ９
孤屋（ひとつや）の立てるが如く １０
碁経（きけい）を披（ひら）き居たり。 １１
眉目温厚（びもくをんかう）にして ７４ ３
湯治（たうぢ）が ７
良（よい）と ７
言（い）うて ７
有る可かざる事のやうに １１
「はあ、 ７５ ２
私（わし）も那様（そんな） ２
塩梅（あんばい）で。」 ６
何為（なあに） ６
飽（あ）きて了（しま）うて、 ６
内（うち）養生の方（はう）が楽（らく）だ。 ７
着更（きか）へんとて ９
筆（ふで）の蹟（あと）などあらんかと思（おも）ひて、 １０
必（かなら）ず便（たより）あらんと ７６ １
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４３０ 机（つくえ）に向（むか）ひぬ。
４３１ 行（い）つたのぢや無（な）し、
４３２ 彼人（あのひと）は平氣（へいき）なのか知（し）らん。」
４３３六の二 貫一（くわんいち）は猶（なほ）も思続（おもひつヾ）けつ。
４３４［明３０．１．３１］「女（をんな）と云（い）ふ者（もの）は
４３５ 一体（いつたい）
４３６ 豈（まさか）に彼人（あのひと）が
４３７ 這様（そんな）事（こと）は無（な）い。
４３８ 疑（うたが）はざるを得（え）ない！
４３９ 溺（おぼ）れてゐる！
４４０ 情（じやう）が篤（あつ）くなければならんのだ。
４４１ 實（じつ）に憎（にく）いよ。
４４２ 親（おや）の目（め）を忍（しの）むで
４４３ 此（この）鴫澤（しぎさは）の世話（せわ）に
４４４ 氣（き）を揉（もま）して。
４４５ 時 （々とき � �）
４４６ 侮（あなと）つてゐるのでは
４４７ 家付（いへつき）の娘（むすめ）だ、因（そこ）で自（おのづか）ら主（しゆう）と
４４８ 能（よ）く云（い）はれる事（こと）だ、
４４９ 恁云（かうい）ふ譯（わけ）に…………。
４５０ 那様（そんな）根性（こんじやう）が
４５１ 愛情（あいじやう）の俘（とりこ）にはなつても、
４５２ 此縁（このえん）を切（き）つたなら、
４５３ 死（し）なん迄（まで）も發狂（はつきやう）するかも知（し）れん。
４５４ 管（かま）はない！
４５５ 其点（そのてん）は
４５６ だから冷淡（れいたん）であるから
４５７ 之（これ）が研究（けんきう）すべき問題（もんだい）だ。」
４５８ 意（こヽろ）に満（み）たぬ事（こと）ある毎（ごと）に此問題（このもんだい）を
４５９ 研究（けんきう）せざる事（こと）無（な）けれども、
４６０ 曾（かつ）て
４６１ 解釋（かいしやく）し得（え）たる事（こと）はあらざるなり。
４６２ 解釋（かいしやく）せむとすらむ。
４６３六の三 一枚（まい）の端書（はがき）をもて
４６４［明３０．２．２］齊（ひとし）く片 （々きれ � �）に
４６５ 而（しか）も言解（いひと）くものゝ
４６６ 燃（や）くやうなり。
４６７ 一人（ひとり）の侘（わび）しければ
４６８ 留（とヾ）めて物語（ものかたら）はむとてなるべし。
４６９ 「頂戴（ち□うだい）します。」
４７０ 人（ひと）に移（うつ）さむは、
４７１ 甚（はなは）だ謂無（いはれな）き事（こと）なりと
４７２ 心（こヽろ）を傷（いた）めむより、
４７３ 努（つと）めて寛（くつろ）がむとしたれども、
４７４ 細 （々こま � �）と優（やさ）しき事（こと）など
４７５ 我（われ）は嬉（うれ）しからむ。
４７６ 顔（かほ）を見（み）るに替（か）へて其楽（そのたのしみ）は
４７７ 二夜三夜（ふたよみよ）は遠（とおざ）かりて
４７８ せめて其文（そのふみ）を形見（かたみ）に思續（おもひつヾ）けむも
４７９ 如何（いか）に我（われ）の本意無（ほいな）く思（おも）はむかは
４８０ 我（われ）を慰（なぐさ）めむとは為（せ）ざる。
４８１ 其一筆（そのひとふで）を如何（いか）に我（われ）の嬉（うれ）しく思（おも）はむかをも
４８２ 然（さ）は為（せ）ざるにやあらむ。
４８３ 恁（か）くまでに
４８４ 我（われ）に復（かへ）れり。
４８５ 隆三（りうざう）の顔（かほ）は燈火（ともしび）に
４８６ 顕（あらは）せるやうに
４８７ 貫一（くわんいち）は覚（おぼ）えたり。
４８８ 先（まづ）打出（うちいだ）さむ語（ことば）を
４８９ 又猶予（またゝめら）ひぬ、其髯（そのひげ）は
４９０ 虻（あぶ）に苦（くるし）む
４９１六の四 勉強（べんきやう）してくれんでは困（こま）る、なう。
４９２［明３０．２．３］忘（わす）れむと為（す）る平生（へいぜい）を

机（つくゑ）に向へり。 ４
行つたのぢやなし、 ７
彼人（あのひと）は平氣（へいき）なのか知らん。 ７７ １
（なし） ２
女と云ふ者は ２
一體（いつたい） ２
豈（まさに）に彼人（あのひと）が ４
那様（そんな）事は無い。 ４
疑はざるを得ない！」 ７８ １
溺（おぼ）れてゐる！」 ４
情が篤（あつ）くなければならんだ。 ６
實（じつ）に憎（にく）い。 ８
親の目を忍（しの）んで １０
此（こ）の鴫澤（しぎさは）の世話（せわ）に ７９ １
氣（き）を揉（もま）して、 ４
時 （々とき � �） １１
侮（あなど）つてゐるのでは ８０ １
家附（いへつき）の娘（むすめ）だ。因（そこ）で自（おのづか）ら主（しう）と ２
能（よ）く言（いは）れる事だ、 ３
恁云（かうい）ふ譯（わけ）に、………… ５
那様（そんな）根性（こんじやう）か ８
愛情（あいじやう）の俘（とりこ）とはなつても、 １０
此縁（このえん）を切つたなら １１
死（し）なんまでも發狂（はつきやう）するかも知れん。８１ １
管（かま）はん！ ２
其點（そのてん）は ５
だから、冷淡であるから ６
之（これ）が、研究（けんきう）すべき問題（もんだい）だ。」 ９
意（こゝろ）に満（み）たぬ事ある毎（ごと）に、必ず此（こ）の問題（もんだい）を １０
研究（けんきう）せざるなけれども、 １０
未（いま）だ曾（かつ）て １１
解釋（かいしやく）し得ざるなりけり。 １１
解釋（かいしやく）せんとすらん。 ８２ １
一枚の端書（は□き）をもて ８３ ２
齊（ひと）しく片 （々きれ � �）に ５
而（しか）も言解（いひと）く者の １０
燎（や）くやうなり。 １１
一人の佗（わび）しければ ８４ １
留（とゞ）めて物語（ものかたら）はんとてなるべし。 ２
「頂戴（ちやうだい）します。」 ９
人に移さんは、 １０
甚だ謂（いはれ）無き事なり、と １０
心を傷（いた）めんより、 １１
努（つと）めて寛（くつろ）がんとしたれども、 ８５ ２
細 （々こま � �）ゝ と優（やさ）しき事など ４
我は嬉（うれ）しからん。 ５
顔を見るに易（か）へて、其の楽は ６
二夜三夜（ふたよみよ）は遠（とほざ）かりて、 ７
せめて其の文（ふみ）を形見（かたみ）に思續（おもひつゞ）けんも ８
如何に本意無（ほいな）く我の思ふらんかは ９
我を慰めんとは為（せ）ざる。 ９
其の一筆を如何に我の嬉しく思ふらんかをも １１
然（さ）は為（せ）ざるにやあらん。 ８６ ２
恁（かく）までに ２
吾（われ）に復（かへ）れり。 ４
隆三の顔は、燈火（ともしび）に ７
顕（あらは）せるやうに、 ８
貫一は覚（おぼ）ゆるなりき。 ８
先（まづ）打出（うちいだ）さん語（ことば）を １１
又遅（ためら）ひぬ、其（そ）の髯（ひげ）は ８７ ２
虻（あぶ）に苦（くる）しむ ３
勉強してくれんでは困るなう。 ８
忘れんと為（す）る平生（へいぜい）を ８８ ６
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４９３ 御禮（おれい）の申（まを）しやうも御座（ござ）いません。
４９４ 何（なに）に成（な）つて居（を）りますか。
４９５ 大人（おとな）びたる巳（おのれ）を見（み）て、
４９６ 其（その）着（き）たる衣（きぬ）を見（み）て、
４９７ 其（その）座（すわ）れる （しとね）を見（み）て、
４９８ 風呂敷（ふろしき）に提（ひさ）げて、其影（そのかげ）の如（ごと）く
４９９ 「お前（まへ）が
５００ 然（さ）う思（おも）つてくれゝば
５０１ 何（なん）でも致（いた）します。」
５０２ 潔（いさぎよ）く答（こた）ふるに憚（はゞか）らざりけれども、
５０３ せめて乱（みだ）さむと
５０４ いつそ彼（あれ）は遣（や）つて了（しま）つての、
５０５ 身（み）を固（かた）めるとしたら如何（どう）だ。」
５０６ 汝（なむぢ）の命（いのち）を
５０７六の五 貫一（くわんいち）の言（ことば）を出（いだ）さヾれば、
５０８［明３０．２．４］主（あるじ）は寡（すくな）からず惑（まど）ひたり。
５０９ 縁（えん）を切（き）つ了（しま）ふと云（い）ふのではない、可（よ）いかい。
５１０ お前（まへ）に譲（ゆづ）るのだ。
５１１ 承知（しようち）してくれなければ困（こま）る、
５１２ 誤解（ごくわい）されては困（こま）る。
５１３ 然（さ）うだろう。
５１４ 頼（たのみ）が有（あ）ると言（い）つたのは
５１５ 益（ます � �）お前（まへ）の
５１６ 世話（せわ）をせうから、
５１７ 其處（そこ）に免（めん）じて、此頼（このたのみ）は
５１８ 常（つね）に變（かは）りたり。
５１９ お前（まへ）の意（い）は如何（どう）だ、
５２０ 這様（そんな）貪着（どんぢやく）は無（な）しに、
５２１ 何（なん）でも恁（か）でも
５２２ 貫一（くわん）が心（むね）には、
５２３ 罵（のヽし）るべき事（こと）、
５２４ 敢（あへ）て言（い）はじと覚悟（かくご）しつ。
５２５ 如此（かのごと）く逼（せま）れども、
５２６ 割（さ）かむとすらむ。
５２７ 割（さ）かむとすらむ。
５２８ 我思（わがおも）ふまゝには
５２９ 我（われ）を棄（す）てざらむには、
５３０ 頼（たの）まるゝも宮（みや）が心（こゝろ）なりと、
５３１ 慍（いかり）を和（やはら）げむと勉（つと）めたり。
５３２ 善（よ）し善（よ）し、
５３３ 遇（あは）ずむば。
５３４六の六 未（ま）だ聢（しか）とは
５３５［明３０．２．５］自（みづか）ら笑（わら）ひぬ、
５３６ 我（わ）が宮（みや）の如（ごと）く
５３７ 誰（たれ）かは戀（こ）ひざらむ。
５３８ 獨（ひと）り怪（あや）しとも怪（あや）しきは
５３９ 軽（かる）々 しく破（やぶ）るべきにあらず、
５４０ 嫁（か）せしめむとするなり。
５４１ 狂（きやう）せるにはあらずや。
５４２ 真意（しんい）に出（い）でたるを疑（うたが）はむより
５４３ 辱（はづかし）められたらむやうに怒（いかり）を為（な）せしかど、
５４４ 看（み）むと思（おも）へば、
５４５ 心（こゝろ）稍（やゝ）落居（おちゐ）たり。
５４６ 約束（やくそく）を變換（へんが□）するのも、
５４７ 約束（やくそく）を變換（へんが□）するのも、
５４８ 思（おも）ふより外（ほか）は
５４９ 疎（おろそか）には為（せ）まい、
５５０ 随分（ずゐぶん）事（こと）を分（わ）けた話（はなし）で
５５１ 欲（よく）では無（な）いが、
５５２ お前（まへ）が此（これ）から
５５３ 年効（としがひ）も無（な）く事（こと）を好（この）むで、
５５４ 最少（もうすこ）しの所（ところ）を
５５５ 思（おも）ひのまゝに説畢（ときをは）せたる面色（おもヽち）して、

御禮（おれい）の申しやうもございません。 ８
何（なに）に成（な）つて居りますか、 ８９ ２
大人（おとな）びたる己（おのれ）を見て、 ５
其の着（き）たる衣（きぬ）を見て、 ５
其の坐（すわ）れる （しとね）を見て、 ６
風呂敷（ふろしき）に提（さ）げて、其の影（かげ）の如く ９
お前（まへ）が １１
然（さ）う思うてくれゝば １１
何なりと致します。」 ９０ ２
潔（いさぎよ）く答（こた）ふるに憚（はゝか）らざりけれど、 ４
せめて乱（みだ）さんと ８
いつそ彼（あれ）は遣（や）つて了（しま）うての、 １１
身を固（かた）めるとしたら如何（どう）かな。」 ９１ ２
汝（なんぢ）の命（いのち）を ３
貫一の言（ことば）を出（いた）さゞれば、 １１
主（あるじ）は寡（すくな）からず惑（まど）へり。 １１
縁（ゑん）を切つて了（しま）ふと云ふのではない、可（い）いかい。 ９２ ２
お前（まへ）に譲（ゆづ）るのだ、 ３
承知してくれんければ困る、 ８
誤解（ごかい）されては困る。 ９
然（さ）うだろう、 ９３ １
頼（たのみ）が有（あ）ると言（い）うたのは ３
益（ます � �） ４
世話（せわ）をせうからなう、 ４
其處（そこ）に免（めん）じて、お前（まへ）も此頼（このたのみ）は ５
常に變（かは）れり。 ７
お前の意（い）は如何（どう）だ。 １１
那様（そんな）貪着（とんぢやく）は無しに、 ９４ １
何でも彼（か）でも １
貫一が胸（むね）には、 ６
罵（のゝし）るべき、 ７
敢（あへ）て言（い）はじと覚悟（かくご）せるなり。 １０
如此（かくのごと）く逼（せま）れども、 １１
割（さ）かんとすらん。 ９５ ２
割（さ）かんとすらん。 ２
我（わ）が思（おも）ふまゝに ２
我を棄（す）てざらんには、 ４
頼まるゝも宮が心也（なり）と、 ５
慍（いかり）を和（やはら）げんと勉（つと）めたり。 ６
善し � �、 ８
遇（あ）はずんば。 ９
未（ま）だ確（しか）とは １１
自（みづか）ら笑ひぬ。 ９６ ５
吾（わ）が宮（みや）の如く ６
誰（たれ）かは戀（こ）ひざらん。 ７
獨り怪（あや）しとも怪きは ７
軽 （々かろ � �）しく破（やぶ）るべきにあらず、 ８
嫁（か）せしめんとするなり。 ９
心狂（くる）へるにはあらずや。 １０
真意（しんい）に出（い）でしを疑（うたが）はんより １１
辱（はづかし）められたらんやうにも怒（いかり）を作（な）せしかど、９７ ２
看（み）んと思へは、 ３
心（こゝろ）稍（やゝ）落居（おちゐ）ぬ。 ４
約束（やくそく）を變易（へんがへ）するのも、 ９８ ５
約束（やくそく）を變易（へんがへ）するのも、 ５
思より外（ほか）は ６
疎（おろそか）には為（せ）まい。 １０
随分（ずゐぶん）事（こと）を分（わ）けた話で。 ９９ ２
慾（よく）ではないが、 ３
お前が是（これ）から ７
年効（としがひ）も無（な）く事（こと）を好（この）んで、 １００ １
最少（も□すこ）しの所を ７
思ひのまゝに説完（ときおほ）せたる面色（おもゝち）して、 １０
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５５６六の七 千言萬言（げんまんげん）の舌（した）を
５５７［明３０．２．６］弄（らう）して倦（う）まざるは、
５５８ 利（り）の一字（いちじ）を掩（おほ）はむが為（ため）のみ。
５５９ 仍（なほ）盗（ぬす）まむとする乎（か）。
５６０ 自（みづか）ら （けが）すべきや。
５６１ 妻（つま）を賣（うり）て
５６２ 人（ひと）は穢（けが）れたれども、
５６３ 奈何（いか）にせむ。
５６４ 此（この）穢（けが）れたる世（よ）を喜（よろこ）ばむ乎（か）。
５６５ 世界無双（せかいぶさう）の大金剛石（だいこんがうせき）をもて
５６６ 購（あがな）はむとすとも、
５６７ 穢（けが）れたるを忘（わす）れむ。
５６８ 抂（ま）げて然（さ）あらぬ躰（てい）に
５６９ 漸（やう）やく得心（とくしん）がいつたのだ。」
５７０ 思（おも）ひながら、
５７１ 仍（なほ）貫一（くわんいち）の胸（むね）は
５７２ 承知（しようち）してくれ。
５７３ なう、なう、貫一（くわんいち）。」
５７４ それではお前（まへ）も
５７５七の壹 地（ち）は平（たひらか）に
５７６［明３０．２．９］芝（しば）の生（お）ふる外（ほか）は一物（ぶつ）も無（な）き
５７７ 麗（うらゝか）に霽（は）れたる
５７８ 懶（も□う）げに懸（かヽ）れる雲（くも）は
５７９ 思出（おもひいだ）しては務（つと）めて
５８０ 如何（どう）せうねえ。」
５８１ お前（まへ）が適（い）きたいといふから
５８２ 然云（さうい）ふ都合（つがふ）にしておくれな。
５８３ 美（うつく）しき目（め）は濕（うるほ）ひたり。
５８４ 其涙（そのなみだ）を拭（ぬぐ）へる
５８５ ハンカチーフは
５８６ 再（ふたヽ）び逢（あは）ざらむとする
５８７ 自分（じぶん）から適（ゆ）きたいと
５８８ 然（さ）う何時（いつ）まで
５８９ 今（いま）になつて断（ことわ）るといつたつて…………。」
５９０ 「善（い）いわ。
５９１ 私（わたし）は適（ゆ）くことは適（ゆ）くのだけれど、
５９２ 情無（なさけな）くなつて…………。」
５９３ 喜（よろこ）ぶことを得（え）ざるなり。
５９４ 慰（なぐさ）めむと試（こヽろ）みつ。
５９５ 「御父（おとつ）さんから
５９６ 御互（おたがひ）の仕合（しあはせ）と
５９７ 逢（あ）はずに行（ゆ）くなんて、
５９８ 矢張（やつは）
５９９ 半（なかば）は聴（き）き、
６００七の貳 誰（たれ）をや見出（みいだ）しけむ、
６０１［明３０．２．１０］五六歩（いつあしむあし）進行（すヽみゆ）きしを、
６０２ 「其處（そこ）に御在（おいで）でしたか。」
６０３ はい、唯今（たヾいま）し方（がた）
６０４ 宮（みや）は其方（そなた）を見向（みむき）もやらで、
６０５ 其（そ）の誰（たれ）なるやを説（と）かずもあらなむ、
６０６ 獅子頭（しヽがしら）に刻（きざ）みて、
６０７ 倨（をご）り高（たかぶ）ることを忘（わす）れざりき。
６０８ 其張（そのは）りたる腮（あぎと）とへの字（じ）に
６０９ 彼（かれ）が尊大（そんだい）の風（ふう）に賎（すくな）からざる光彩（くわうさい）を
６１０ 賣込（うりこ）む會社（くわいしや）、是（これ）は
６１１ 明（あす）の朝（あさ）
６１２ 宮（みや）は物言（ものい）はむ
６１３ 氣色（けしき）も無（な）くて
６１４ 何（なん）の難（わけ）は無（な）い事（こと）です、
６１５ それで無（な）くては
６１６ 實（じつ）は保養（ほやう）にはならん。
６１７ どうせ毎日（まいにち）用（よう）は無（な）いのだから、
６１８ 遊（あそ）ぶです。船（ふね）は

千言（げん）萬語（ご）の舌（した）を １０１ ２
弄（らう）して倦（う）まざるは ２
利（り）の一字（いちじ）を掩（おほ）はんが為のみ。 ３
仍（なほ）盗（ぬす）まんとする乎。 ４
自（みづか）ら穢（けが）すべきや。 ７
妻（つま）を賣（う）りて ７
人（ひと）は穢（けが）れたれども ９
奈何（いか）にせん。 １０２ ３
此（この）穢（けが）れたる世を喜（よろこ）ばん乎（か）。 ４
世界無雙（せかいぶさう）の大金剛石（だいこんがうき）をもて ８
購（あがな）はんとすとも、 ９
穢（けが）れたるを忘れん。 １１
抂（ま）げて然（さ）あらぬ體（てい）に １０３ ２
漸（やうや）く得心（とくしん）がいつたのだ。」 １１
思ひながらも、 １０４ １
貫一の胸は １
承知してくれ、 ８
なう。なう、貫一。」 ８
「それではお前も １１
地は坦（たひらか）に １０６ ６
芝生（しばふ）の ７
麗（うゝか）に霽（は）れたる ９
懶（ものう）げに懸（かゝ）れる雲は ９
思出（おもひだ）しては努（つと）めて １０７ ５
如何（どう）しませうねえ。」 ７
お前が適（い）きたいといふから、 １１
然云（さうい）ふ都合（つがふ）にして下さいな。 １０８ ９
美しき目は濕（うるほ）へり。 １１
其の涙（なみだ）を拭（ぬぐ）へる １０９ １
ハンカチイフは １
再（ふたゝ）び逢（あ）はざらんとする １
自分（じぶん）から適（い）きたいと ３
然（さ）う何時迄（いつまで）も ４
今になつて断（ことわ）ると云つたつて…………。」 ８
「可（い）いわ。 １０
私（わたし）は適（い）くことは １０
情無（なさげな）くなつて…………。」 １１
喜ぶを得ざるなり。 １１０ ３
慰（なぐさ）めんと試（こゝろ）みつ。 ４
「お父（とつ）さんから ６
お互（たがひ）の仕合（しあはせ）と ８
遇（あ）はずに行（ゆ）くなんて、 １１
矢張（やつぱり） １１１ １
半（なとば）は聴（き）き、 ６
誰（たれ）をや見出（みいだ）しけん、 １１２ １
五六歩（いつあしむあし）進行（すゝみゆ）きしが、 ２
「其處（そこ）に御出（おいで）でしたか。」 ４
「はい、唯今（だゝいま）し方（がた） ７
宮は其方（そなた）を見向きもやらで、 １０
其の誰なるやを説（と）かずもあらなん、 １１３ １
獅子頭（しゝがしら）に彫（きざ）みて、 ２
倨（をご）り高（たかぶ）るを忘れざりき。 ８
其（そ）の張（は）りたる腮（あぎと）と、への字に ８
彼が尊大（そんたい）の風（ふう）に尠（すくな）からざる光彩（くわうさい）を １０
賣込（うりこ）む會社（くわいしや）。是（これ）は １１４ ７
翌（あす）の朝（あさ） １０
宮は物言はん １１５ ３
氣色（けしき）もなくて ３
何（なん）の難（わけ）は無い事です。 ８
それでなくては １０
實（じつ）は保養（ほやう）には成（な）らん。 １０
どうぜ毎日（まいにち）用（よう）は無いのだから、 １１６ ６
遊ぶてす。船（ふね）は ７
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６１９ はゝあ、
６２０七の三 遊（あそ）びに御出下（おいでくだ）さい、ねえ。
６２１［明３０．２．１１］這麼（こんな）若（わか）い、野梅（のうめ）、
６２２ 御目（おめ）に
６２３ 懸（か）けたいのでありますね。
６２４ 何（なに）が所好（すき）ですか、えゝ。
６２５ 宮（みや）と語（かた）らむことを
６２６ 望（のぞ）めるなり。
６２７ 御發足（おたち）にはなれませんか。
６２８ と云（い）ふ次第（しだい）では無（な）いのでせう、
６２９ そんなら一所（いつしよ）に御立（おた）ちなすつたら
６３０ 「はい、難有（ありがた）うございますが、
６３１ 歸（かへ）ることに致（いた）して御座（ござ）いますものですから、
６３２ 如何（どう）もな。
６３３ 獅子頭（しヽかしら）を撫廻（なでまは）しつゝ、
６３４ 少時（しばらく）思案（しあん）する躰（てい）なりしが、
６３５ ハンカチーフを取出（とりいだ）して、
６３６ 其鋭（そのするど）き匂（にほひ）に
６３７ 景色（けしき）が好（い）いさう。
６３８ 二時間（にじかん）はかり
６３９ 散歩（さんぽ）は極（きは）めて薬（くすり）。
６４０ 起（た）たむとす。
６４１ 起（た）たむとす。
６４２ 「はい、難有（ありがた）うございます。
６４３ 宮（みや）の踟 （ためら）ふを見（み）て、
６４４ 如何（いか）にとも為（せ）む術（すべ）を
６４５ 知（し）らざるやうに
６４６ 巳（おのれ）の仂（はした）なきやうに
６４７ 慙（は）ぢたる
６４８ なり。
６４９ 其仇無（そのあどな）さの身（み）に
６５０ 此仇無（このあどな）き、可憐（いとし）らしき、
６５１ 如何（いか□）ばかり楽（たのし）からむよと、
６５２ 御許（おゆるし）が出（で）たから、可（い）いではありませんか。
６５３ 「お前（まい）お出（いで）かい。
６５４ 後（おく）れじと笑（わら）へん。
６５５七の四「私（わたし）かい。
６５６［明３０．２．１２］之（これ）を防（ふせ）がむと、
６５７ 御母（おつか）さんには却（かへ）つて御迷惑（ごめいわく）です。
６５８ 一寸（ちよつと）其處（そこ）までゝ可（い）いから
６５９ 七八間（けん）彼方（あなた）なる木陰（こかげ）に
６６０ 様子（やうす）を窺（うかヾ）へるなり。
６６１ 高等中学（かうとうちゆうがく）の制服（せいふく）の上（うへ）に
６６２ 其驟（そのにはか）なると近（ちか）きとに
６６３ 三人（ふたり）は始（はじ）めて
６６４ 学生（がくせい）は帽（ばう）を取（と）りて、
６６５ 殆（ほとむ）ど人心地（ひとこヽち）を失（うしな）ひぬ。
６６６ あはれ生（い）きてあらむより忽（たちま）ち消（き）えて
６６７ 此土（このつち）と成了（なりをは）らむことの、
６６８ 唇（くちびる）を喰裂（くひさ）かむとすばかりに
６６９ 其殺（そのころ）せし人（ひと）の
６７０ 會（あ）へるが如（ごと）きものならむ。
６７１ 彼（かれ）の目（め）に触（ふ）れざらむやうにと
６７２ 木陰（こかげ）に身（み）を側（そば）めて、
６７３ ハンカチーフに口元（くちもと）を掩（おほ）ひて、
６７４ 又（また）唯継（たヾつぐ）の氣色（けし□）とも
６７５ 彼等（かれら）の心 （々こヽろ � �）に
６７６ 後（のち）にぞ犇（ひし）と言（い）はむ、
６７７ やう � �鎮（しづ）めて、
６７８ ハンカチーフを咬緊（くゐし）めたり。
６７９ 「あゝ、大（おほ）きに良（よ）いので、
６８０七の五 母親（はヽおや）の絶躰絶命（ぜつたいぜつめい）は、
６８１［明３０．２．１５］沈（しづ）みも果（は）てず、

はゝあ。 ７
遊びにお出下さい、ねえ。 １１
這麼（こんな）若（わか）い野梅（のうめ）、 １１７ ３
お目に ５
懸（か）けたいでありますね。 ５
何（なに）が所好（すき）ですか、えゝ、 ７
宮と語らんことを ８
望めるなり、 ８
御發足（おたち）にはなりませんか。 １０
と云（い）ふ次第（しだい）ではないのでせう、 １１８ １
そんなら一所にお立ちなすつたら １
「はい、有難（ありがた）うございますが、 ３
歸ることに致（いた）してございますものですから、 ５
如何（どう）もな。」 ７
獅子頭（し□がしら）を撫廻（なでまは）しつゝ、 ８
少時（しばらく）思案（しあん）する體（てい）なりしが、 ９
ハンカチイフを取出（とりいだ）して、 １０
其の鋭（するど）き匂（にほひ）に １１９ １
景色（けしき）が好（よ）いさう。 ４
二時間ばかり ５
散歩（さんぽ）は極（きは）めて薬（くすり）、 ７
立たんとす。 ９
立たんとす。 ９
「はい、有難（ありがた）うございます。 １０
宮の遅（ためら）ふを見て、 １１
如何（いか）にとも為（せ）ん術（すべ）を １２０ ４
知らざらんやうに ４
己（おのれ）の仂（はした）なきやうに ５
慙（は）づる ６
なりけり。 ６
其（そ）の仇無（あどな）さの身に ７
此（こ）の仇無（あどな）き （いと）しらしき、 ８
如何（いか）ばかり楽からんよと、 １０
御許（おゆるし）が出たから可（い）いではありませんか、 １２１ １
「お前お出（いで）かい、 ４
後（おく）れじと笑へり。 ７
「私（わたし）かい、 １２２ ４
之（これ）を防（ふせ）がんと、 ６
御母（おつか）さんには、却（かへ）つて御迷惑（ごめいわく）です。 ７
一寸（ちまつと）其處（そこ）までゝ可（い）いから １２３ １
七八間（けん）彼方（あなた）なる木蔭（こかげ）に ６
様子（やうす）を窺（うかゞ）ふなるを、 ７
高等中学（かうとうちうがく）の制服（せいふく）の上に ８
其（そ）の驟（にはか）なると近きとに １０
三人（みたり）は始めて １０
学生（がくせい）は帽（ばう）を取りて。 １２４ １
殆（ほとん）ど人心地（ひとこゝち）を失（うしな）ひぬ。 ３
あはれ生（い）きてあらんより忽（たちま）ち消えて ５
此土（このつち）と成了（なりをは）らんことの、 ６
唇（くちびる）を啖裂（くひさ）かんとすばかりに ７
其の殺（ころ）せし人の ８
會（あ）へるが如きものならん。 ９
彼の目に触（ふ）れざらんやうにと １２５ １
木蔭（こかげ）に身を側（そば）めて、 ２
ハンカチイフに口元（くちもと）を掩（おほ）ひて、 ３
又唯継（たゞつぐ）の氣色（けしき）をも ５
彼等（かれら）の心 （々こゝろ � �）に ６
後にぞ犇（ひし）と言（い）はん、 １１
やう � �鎮（しつ）めて、 １２６ １
ハンカチイフを咬緊（かみし）めたり。 ４
「あゝ、大（おほ）きに良（よ）のいで、 ５
母親（はゝおや）の絶體絶命（ぜつたいぜつめい）は、 １０
沈（しづ）みも果（は）てす、 １１
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６８２ 其（そ）の免（のが）るまじきを知（し）りて、
６８３ 「はゝあ。それでは
６８４ 「はい、話（はなし）の模様（もやう）に
６８５ 歸（かへ）つてお待（ま）ち申（まを）して居（ゐ）ますから、
６８６ 彼（かれ）は行（ゆ）かむとして、
６８７ 宮（みや）の傍近（そばちか）く寄來（よりき）て、
６８８ 貫一（くわんいち）は瞬（またヽき）も為（せ）で
６８９ 舌怠（したヽる）きまでに語（ことば）を和（やはら）げて、
６９０ 必（かなら）ず然（さ）あるべきを想（おも）ひて
６９１ 如何（いか）なることを言出（いひい）でむも
６９２ 幾許（いかばかり）の幸（さいはひ）なりけむ、
６９３ 半點（はんてん）の疑（うたがひ）をも容（い）れず、
６９４ 可憐（いとし）き宮（みや）に心（こヽろ）を遺（のこ）して
６９５ 其後（そのご）影（かげ）を
６９６ 血（ち）の色（いろ）を失（うしな）へる面上（おもて）に、
６９７ 多（おほ）からむとすれども
６９８ 此躰（このてい）を見（み）て
６９９ 「あゝ、そんなら可（よ）いけれど。
７００ 未（ま）だ御午餐前（おひるまへ）なのでせう。」
７０１ 外套（オヷアコート）の肩（かた）を拂（はら）はれて、
７０２八の壹 打霞（うちかす）みたる空（そら）ながら、
７０３［明３０．２．１６］月（つき）の色（いろ）は匂滴（にほひこぼ）るゝやうにて、
７０４ 微白（ほのしろ）き海（うみ）は縹渺（へうべう）として垠（かぎり）を知（し）らず、
７０５ 人（ひと）を醉（よ）はしめむとす。
７０６ 打連（うちつれ）て此濱邊（このはまべ）を
７０７ 貫一（くわんいち）と宮（みや）なりけり。
７０８ 今更（いまさら）誤（あやま）ることは無（な）いよ、
７０９ 一躰（いつたい）今度（こんど）の事（こと）は
７１０ 翁（をぢ）さんを恨（うら）むでゐる。
７１１ 遠（と□）く烟（けふ）り、
７１２ 二人（ふたり）の姿（すがた）は
７１３ 昨夜（ゆふべ）は夜一夜寐（よつぴてね）はしない。
７１４ 種 （々いろいろ）言（い）はれる為（ため）に
７１５八の二「おゝ、其（それ）ばかりは？」
７１６［明３０．２．１７］尻目（しりめ）に挂（か）けて、
７１７ 知（し）つてゐるのかい。
７１８ 宮（みい）さん、是（これ）が
７１９ …………貫一（くわんいち）は…………貫一（くわんいち）は、
７２０ 此地（このち）へ來（く）るに就（つ）いて
７２１ 正躰（しやうたい）も無（な）く泣頽（なきくづ）れつゝ、
７２２ 寄（よ）らむとするを
７２３ 「操（みさを）を破（やぶ）れば
７２４ 歴（れき）とした夫（をつと）を持（も）ちながら、其夫（そのをつと）を
７２５ 命（いのち）までも己（おのれ）の欲（ほつ）する儘（まヽ）ならむことを
７２６ 設（よ）し信（しん）ぜざりけむも、
７２７ 心陰（こヽろひそか）に望（のぞ）みたりしならむ。
７２８ 此熱膓（このねつちやう）を冷（さま）さむとも思（おも）へり。
７２９ 頭脳（づなう）の裂（さ）けむとするを覚（おぼ）えて、
７３０ 胸（むね）の響（ひヾき）を傳（つた）へぬ。
７３１ 宮（みや）は彼（かれ）の背後（うしろ）より
７３２ 顫（おのヽ）く聲（こえ）を励（はげま）せば、
７３３ 更（さら）に顫（おのヽ）きぬ。
７３４ いと懇（ねむごろ）に拭（ぬぐ）ひたり。
７３５八の三「吁（あヽ）、宮（みい）さん、恁（かう）して
７３６［明３０．２．１８］介抱（かいはう）をしてくれるのも今夜限（こんやぎ）り、
７３７ 必（かなら）ず月（つき）は曇（くも）らして見（み）せるから。
７３８ お前（まへ）を恨（うら）むで
７３９ お前（まへ）を恨（うら）むで
７４０ 言（い）ひたい事（こと）は澤山（たくさん）あるのだけれど、
７４１ 餘（あんま）り言難（いひにく）い事（こと）ばかりだから、
７４２ 「だから私（わたし）は
７４３ もう少（すこ）し辛抱（しんばう）して其（それ）を――
７４４ 狼狽（うろた）へて行（くだ）らむことを言（い）ふな。

其（そ）の免（まぬが）るまじきを知りて、 １２７ ３
「はゝあ、それでは ９
はい、話（はなし）の模様（もやう）に １１
歸つてお待（まち）申して居ますから、 １２８ ３
彼（かれ）は行（ゆ）かんとして、 ６
宮の傍（そば）近く寄來（よりき）て。 ６
貫一は瞬（まばたき）も為（ぜ）で ８
舌怠（したたる）きまでに語（ことば）を和（やはら）げて。 １０
必（ななら）ず然（さ）あるべきを想（おも）ひて １２９ ３
如何（いか）なることを言出（いひい）でんも ５
幾許（いかばかり）の幸（さいはひ）なりけん、 ６
半點（はんてん）の疑（うたが）ひをも容（い）れず、 ７
（いと）しき宮に心を遺（のこ）して ７
其後影（そのうしろかげ）を ９
血の色を失へる面上（おもて）に １３０ ２
多からんと□すれども ２
此體（このてい）を見て ６
「あゝ、そんなら可（い）いけれど。 １３１ ２
未（ま）だ御午餐前（おひるまほ）なのでせう。」 ６
外套（オヷーコート）の肩（かた）を拂（はら）はれて、 ８
打霞（うちかすみ）みたる空（そら）ながら、 １３２ ２
月の色は匂滴（にほひこぼ）るゝやうにて ２
微白（ほのじろ）き海（うみ）は縹渺（へうべう）として限（かぎり）を知（し）らず、 ３
人を酔（よ）はしめんとす。 ５
打連（うちつ）れて此濱邊（このはまべ）を ５
貫一と宮となりけり。 ６
今更（いまさら）誤（あやま）ることは無いよ。 １０
一體（いつたい）今度（こんど）の事は １０
翁（をぢ）さんを恨（うら）んでゐる。 １３４ ４
遠（とほ）く烟（けむ）り、 １３５ ２
二人（ふたり）の姿（すかた）は ４
昨夜（ゆふべ）は夜一夜寐（よつぴてね）はしない、 １３６ ３
種 （々いろ � �）言はれる為に ４
「おゝ、其（それ）ばつかりは？」 １３７ ６
尻目（しりめ）に挂（か）けて。 ９
知つてゐるのかい、 １０
宮（みい）さん。是（これ）が １０
……………貫一は……………貫一は １３８ １
此地（こゝ）へ來るに就（つ）いて ３
正體（しやうたい）も無く泣頽（なきくづ）れつゝ、 １１
寄（よ）らんとするを １１
「操（みさほ）を破（やぶ）れば １３９ ２
歴（れき）とした夫（をつと）を持ちながら、其夫（そのをつと）を ５
命（いのち）までも己（おのれ）の欲（ほつ）する儘（まゝ）ならんことを １４０ ４
設（よ）し信ぜざりけんも、 ５
心陰（こゝろひそか）に望（のぞ）みたりしならん。 ６
此熱膓（このねつちやう）を冷（さま）さんとも思へり。 １４１ １
頭脳（づなう）の裂（さ）けんとするを覚えて、 ２
胸の響（ひゞき）を傳（つた）ふ。 ７
宮は彼の背後（うしる）より ７
戦（をのゝ）く聲を励（はげま）せば、 ７
更（さら）に戦（をのゝ）きぬ。 ８
いと懇（ねんごろ）に拭（ぬぐ）ひたり。 １１
「吁（あゝ）、宮（みい）さん恁（かう）して １４２ １
介抱（かいはう）をしてくれるのも今夜限（こんやぎり）、 ２
必（かなら）ず月は曇（くも）らして見せるから、 ９
お前（まへ）を恨（うら）んで、 １０
お前（まへ）を恨（うら）んで、 １０
言（い）ひたい事が澤山（たくさん）あるのだけれど、１４３ ５
餘（あんま）り言難（いひにく）い事ばかりたから、 ５
「だから、私（わたし）は １４４ １
最少（もすこ）し辛抱（しんばう）して其（それ）を―― １
狼狽（うろた）へて行（くだ）らんことを言ふな。 ４
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７４５ 身（み）を賣（う）らなければならんのぢや無（な）し、
７４６ 何（なに）を苦（くるし）むで嫁（よめ）に歸（ゆ）くのだ。
７４７ 而（さう）して壻（むこ）まで極（きま）つてゐるのぢやないか。
７４８ 其壻（そのむこ）は四五年（ねん）の後（のち）には
７４９ 其壻（そのむこ）を生涯（しやうがい）忘（わす）れないほどに
７５０ 壻（むこ）が不足（ふそく）なのか、
７５１ 「それぢや壻（むこ）が不足（ふそく）なのだね。」
７５２ それは餘（あんま）りだわ。
７５３ 「壻（むこ）に不足（ふそく）は無い？
７５４ 富山（とみやま）は財（かね）があるからか。
７５５ して見（み）れば此結婚（このけつこん）は
７５６ 僕（ぼく）の考（かむがへ）で
７５７ 幾許（いくら）もある、
７５８ 打壊（ぶちこは）して了（しま）ふことは出來（でき）る。
７５９ 思悩（おもひなや）める宮（みや）の顔（かほ）を
７６０八の四 口（くち）を開（ひら）かざらむかと打案（うちあん）じつゝも、
７６１［明３０．２．２０］彼（かれ）は乱（みだ）るゝ胸（むね）を寛（ゆる）うせむが為（ため）に、
７６２ 仍（なほ）得堪（えた）へずやありけむ、
７６３ 又（また）言（い）はむとして顧（かへりみ）れば、
７６４ 風（かぜ）に吹（ふ）かれて、
７６５ 立迷（たちまよ）へるに、
７６６ 宮（みや）と互（たがひ）に知（し）らで行合（ゆきあ）ひたり。
７６７ お前（まへ）は些（ちと）も泣（な）くことは無（な）いぢやないか。
７６８ 空涙（そらなみだ）！」
７６９ お前（まへ）それで自分（じぶん）に愛想（あいそ）は盡（つ）きないかい。
７７０ 見（み）るが可（い）い、無念（むねん）と謂（い）はうか、
７７１ それを怺（こら）へて、お前（まへ）を
７７２ 一躰（いつたい）貫一（くわんいち）は
７７３ 厄介者（やくかいもの）の居候（ゐさふらふ）でも、
７７４ お前（まへ）の男妾（をとこめかけ）になつた覚（おぼえ）は無（な）いよ。
７７５ 富山（とみやま）如（ごと）き百人寄（にんよ）つても
７７６ 愛（あい）することは出來（でき）まい。
７７７ 此愛情（このあいじやう）で争（あらそ）つて見（み）せる。
７７８ 此愛情（このあいじやう）の力（ちから）、
７７９ 巳（おのれ）の身（み）に換（か）へて
７８０ 無理（むり）も無（な）いのだろう、からして僕（ぼく）は其（それ）は咎（とが）めまい。
７８１ 善（よ）く考（かむが）へて御覧（ごらん）な、その財（かね）が――
７８２ あるのかと云（い）ふことを。」
７８３ あるのかと云（い）ふことを。」
７８４八の五 一度（いちど）に一俵（いつぺう）食（く）へるものぢやない。
７８５［明３０．２．２１］十粒（つぶ）か二十粒（つぶ）の米（こめ）に
７８６ お前（まへ）に餒（ひもじ）い思（おも）ひを為（さ）せるやうな
７８７ 其（その）十粒（つぶ）か二十粒（つぶ）の工面（くめん）が
７８８ 栄曜（ええう）も出來（でき）やうし、
７８９ 栄曜（ええう）が何（なん）だ！
７９０ 馬車（ばしや）へ乗（の）つて
７９１ 人出入（ひとでいり）も劇（はげ）しゝ、
７９２ 何（なに）を楽（たのし）に生（い）きてゐるのだ。
７９３ 十粒（つぶ）か二十粒（つぶ）に過（す）ぎんのぢやないか。
７９４ 設（よし）むば那（あ）の財産（ざいさん）が
７９５ お前（まへ）の自由（じいう）になるとした所（ところ）で、
７９６ 其夫（そのをつと）が寶（たから）と為（す）るに足（た）りんものであつたら、
７９７ 好（す）きな真似（まね）が出來（でき）る、
７９８ 那（あの）富山（とみやま）の財産（ざいさん）が
７９９ 猶且（やつはり）可哀（かあい）さうでならないから、
８００ 究竟（つまり）自他（じた）の後悔（こうくわい）だよ、
８０１ 此塲（このば）のお前（まへ）の分別一（ふんべつひと）つでお前（まへ）の
８０２ 最（もう）一度（いちど）分別（ふんべつ）を為直（しなほ）してくれないか。
８０３ 二人（ふたり）は幸福（かうふく）ではないか。
８０４ 富山（とみやま）の財産（ざいさん）などを可羨（うらやま）しいとは
８０５ 彼（かれ）は危（あやう）きを拯（すく）はむとする如（ごと）く
８０６八の六 それ聞（き）かして下（くだ）さいな。」
８０７［明３０．２．２３］「それぢや断然（いよ � �）お前（まへ）は嫁（ゆ）く氣（き）だね！

身を賣（う）らなければならんのぢやなし、 ５
何を苦（くるし）んで嫁（よめ）に歸（ゆ）くのだ。 ５
而（さう）して婿（むこ）まで極（きま）つてゐるのぢやないか。 ７
其婿（そのむこ）も四五年の後には ７
其婿（そのむこ）を生涯（しやうがい）忘れないほどに ９
婿（むこ）が不足（ふそく）なのか、 １４５ ４
「それぢや婿（むこ）が不足（ふそく）なのだね。」 １０
それは餘（あんま）りだわ、 １１
「婿（むこ）に不足（ふそく）は無い？」 １４６ ２
富山（とみやま）は財（かね）があるからか、 ２
して見ると此結婚（このけつこん）は ３
僕の考（かんがへ）で ６
幾許（いくら）もある。 ６
打壊（ぶちこは）して了（しま）ふことは出來る、 ８
思悩（おもひやな）める宮が顔を １１
口を開（ひら）かざらんかと打按（うちあん）じつゝも、 １４７ ４
彼は乱（みだ）るゝ胸を寛（ゆる）うせんが為に、 ５
仍（なほ）得堪（えた）へずやありけん、 ６
又言（い）はんとして顧（かへりみ）れば、 ７
風に吹れて、 ９
立ち迷（まよ）へるに、 １０
宮と互（ながひ）に知らで行合（ゆきあ）ひたり。 １４８ ５
お前は些（ちつと）も泣くことは無いぢやないか。 ６
空涙（そらなみだ）！。」 ７
お前はそれで自分に愛想（あいそ）は盡（つ）きないかい。 １４９ ２
見るが可（い）い。無念（むねん）と謂（い）はうか、 ５
それを怺（こら）へてお前を ７
一體（たい）貫一は １１
厄介者（やつかいもの）の居候（ゐさふらふ）でも、 １５０ １
お前の男妾（をとこめかけ）になつた覚は無いよ、 ２
富山（とみやま）如きが百人寄（よ）つても １５１ ４
愛（あい）するーとは出來まい、 ５
此（こ）の愛情（あいじやう）で争（あらそ）つて見せる。 ６
此の愛情の力、 ７
己（おのれ）の身に換（か）へて ９
無理も無いのだろう、からして 僕 は 其（それ）は咎（とが）めない。 １５２ ６
善（よ）く考へて御覧な、其の財（かね）が―― ６
あるのかと謂（い）ふことを。 ８
あるのかと謂（い）ふことを。 ８
一度（ど）に一俵（いつぺう）食（く）へるものぢやない、 １０
十粒（とつぶ）か二十粒（つぶ）の米に １１
お前に餒（ひもじ）い思（おもひ）を為（さ）せるやうな、 １５３ １
其の十粒か二十粒の工面（くめん）が ２
栄曜（えゝう）も出來やうし、 ７
栄曜（えゝう）が何だ！ １１
馬車（ばしや）に乗つて １１
人出入（ひどでいり）も、劇（はげ）しゝ、 １５４ ３
何を楽（たのしみ）に生（い）きてゐるのだ。 ６
十粒（とつぶ）か二十粒（つぶ）に過（す）ぎんのぢやないか。 ８
設（よし）んば那（あ）の財産（ざいさん）が ９
お前の自由（じいう）になるとした所で。 １０
其夫（そのをつと）が寶（たから）と為（す）るに足らんものであつたら、１５５ ４
好（す）きな真似（まね）も出來る、 １５６ ３
那（あ）の富山（とみやま）の財産（ざいさん）が ５
猶且（やつぱり）可哀（かあい）さうでならんから、 １０
究竟（つまり）自他（じた）の後悔（こうくわい）だよ。１５７ ５
此塲（このば）のお前の分別（ふんべつ）一つで、お前の ５
もう一度（いちど）分別（ふんべつ）を為直（しなお）してくれないか。 ７
二人は幸福ではないか、 １０
富山（とみやま）の財産（ざいさん）などを可羨（うらやまし）いとは １１
彼は危（あやふ）きを拯（すく）はんとする如く １５８ ３
それを聞かして下さいな。」 ８
「それじや断然（いよ � �）お前は嫁（ゆ）く氣だね！ １０

北澤・許：『金色夜叉』本文の国語学的研究

― 19 ―



８０８ 学問（がくもん）も何（なに）ももう廃（やめ）だ、
８０９ 生（い）きながら悪魔（あくま）となつて、
８１０ 其顔挙（そのかほあ）げて、
８１１ 一目（め）會（あ）つて
８１２ 子細（しさい）あつて貫一（くわんいち）は
８１３ 一月十七日の晩（ばん）氣（き）が違（ちが）つて、
８１４ 立（た）たむと為（す）れば
８１５ 貫一（くわんいち）の脚（あし）に縋（すが）りつき、
８１６ 聲（こえ）を涙（なみだ）と争（あらそ）ひて、
８１７ 貴方（あなた）是（これ）から何（ど）………何處（どこ）へ
８１８ 宮（みや）の衣（きぬ）の披（はだ）けて
８１９ 夥（おびたヾ）しく血（ち）に染（そ）みて顫（ふる）へるなり。
８２０ 寄（よ）らむとするを宮（みや）は支（さヽ）へて、
８２１ 「えゝ這麼（こんな）事（こと）は
８２２ 「私（わたし）は放（はな）さない！」
８２３ 幾度（いくたび）か仆（たふ）れむとしつゝも
８２４ 後（あと）を追（お）ひて、
８２５ 遂（つひ）に倒（たふ）れたる宮（みや）は
８２６ 貫一（くわんいち）の影（かげ）の一散（いつさん）に
８２７ 宮（みや）は身悶（みもだい）して
８２８ 旋（やが）て其黒（そのくろ）き影（かげ）の
８２９ 此方（こなた）を目戍（まも）れるならむと、
８３０ 宮（みや）は聲（こゑ）の限（かぎり）に呼（よ）べば、
８３１ 男（おとこ）の聲（こゑ）は遥（はるか）に來（きた）りぬ。
８３２ 目（め）を （みは）りて眺（ながむ）れども、

学問（がくもん）も何ももう廃（やめ）だ。 １５９ ８
生きながら悪魔（あくま）になつて、 ９
其顔を挙（あ）げて、 １１
一目（ひとめ）會（あ）つて １６０ ２
仔細（しさい）あつて貫一は ３
一月十七日の晩（ばん）に氣が違（ちが）つて、 ７
立（た）たんと為（す）れば ９
貫一の脚（あし）に縋付（すがりつ）き、 １０
聲と涙とを争（あらそ）ひて、 １０
貴方（あなた）これから何（ど）………何處（どこ）へ １６１ １
宮が衣（きぬ）の披（はだ）けて ３
夥（おびたゞ）しく血に染（そ）みて顫（ふる）ふなりき。 ４
寄（よ）らんとするを宮は支（さゝ）へて、 ６
「えゝ、這麼（こんな）事は ７
「私（わたし）は放（はな）さない。」 １６２ ２
幾度か仆（たふ）れんとしつゝも ８
後（あと）を慕（した）ひて、 ８
遂（つひ）に倒（たふ）れし宮は １１
貫一が影（かげ）の一散（いつさん）に １６３ １
宮は身悶（みもだへ）して ２
旋（やが）て其の黒き影の ２
此方（こなた）を目戍（まも）れるならんと、 ３
宮は聲の限（かぎり）に呼べは、 ４
男の聲も遥（はるか）に來りぬ。 ４
目を （みは）りて眺（なが）むれども、 ７
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讀賣新聞初出本文

１ （一） 新橋停車塲（しんばしステーシヨン）の
２［明３０．９．５］烟（けむり）を
３ 噴（ふ）かせつゝ、
４ 横（よこた）はりたるが、
５ 燃（も）えむとすばかりに
６ 右徃（うわう）
７ 左徃（さわう）に
８ 老（ら□）
９ 歐羅巴人（イワロープじん）は
１０ 麥酒樽（ビールだる）を
１１ 麥酒樽（ビールだる）を
１２ 腹突出（はらつきだ）して、
１３ 後（おく）れじと
１４ 所体頽（しよたいくづ）して
１５ 崇高（かさだか）なる
１６ 風呂敷包（ふろしきづヽみ）を
１７ 何處（いづこ）の扉（とびら）も
１８ 安心（あんしん）の地（ち）を得（え）し間（ま）も無（な）く、
１９ 徃（ゆ）きつ復（もど）りつせし揚句（あげく）
２０ 若（わか）き紳士（しんし）は
２１ 他（た）は皆（み）な横濱迄（よこはままで）とも
２２ 見（み）ゆる服装（いでたち）にて、
２３ 着（き）たるもあれば
２４ フロツクコートを着（き）て、
２５ 網棚（あみだな）の上（うへ）に
２６ 停車塲（ステーシヨン）の
２７ 方（かた）をば
２８ 晩霽（ばんせい）の空（そら）を打仰（うちあふ）ぎて、
２９ 好（い）い天氣（てんき）に成（な）つたなあ。
３０ 此（こ）の分（ぶん）なら
３１ 大丈夫（だいぢやうぶ）だ。」
３２ ねえ甘糟（あまかす）。」
３３ 答（こた）ふるに先（さきだ）ちて
３４ 丁（ちやう）と洞察（どうさつ）して居（を）るのだ。」
３５ 「これは憚様（はヾかりさま）です。」
３６ 「何（なん）だい、
３７ 何（なん）だい！
３８ 此（この）二人（ふたり）に
３９ 僕（ぼく）は四人（よにん）の為（ため）に賣（う）られたのだ。
４０ 是非（ぜひ）濱迄（はまヽで）見送（みおく）ると云（い）うで、
４１ 氣（き）の毒（どく）なと思（おも）つて
４２ 其方（そのはう）は
４３ 勉強（べんきやう）した
４４ 君達（きみたち）の事（こと）だから、
４５ 肩書（かたがき）を辱（はづか）しめん限（かぎり）は
４６ 注意（ちゆうい）はしたまへよ、本當（ほんと）に。」
４７ 此（この）老實（らうじつ）の言（げん）を作（な）すは、
４８ 今（いま）は四年（よとせ）の
４９ 間貫（はざまくわん）一が
５０ 深慮（しんりよ）と篤義（とくぎ）との
５１ 故（ゆゑ）を以つて、他（た）の
５２ 意見（いけん）の言納（いひをさめ）だ。
５３ 急駛（きふし）せる車（くるま）の逆風（むかふかぜ）に
５４（壹）の二「いや、
５５［明３０．９．６］然（さ）う言（い）はれると
５６ 慄然（ぞつ）とするよ。
５７ 實（じつ）は先之（さつき）
５８ 停車塲（ステーシヨン）で

讀賣新聞初出本文・春陽堂初版本文 対校表 （中編）

春陽堂初版本文 頁 行

新橋停車塲（しんばしステエシヨン）の １ ４
烟（けふり）を ５
噴（ふか）せつゝ、 ５
横（よこたは）りたるが、 ６
燃（も）えんとすばかりに ７
右往（うわう） ７
左往（さわう）に ７
老（らう） ８
歐羅巴（エウロツパ）人は ８
麥酒樽（ビイルたる）を ９
麥酒樽（ビイルたる）を ９
腹突出（はらつきいだ）して、 ９
遅（おく）れじと １２
所體頽（しよたいくづ）して １２
嵩高（かさたか）なる １３
風呂敷包（ふろしきつゝみ）を １３
何處（どこ）の扉（とびら）も ２ １
安堵（あんど）せる間（ま）も無く、 ２
徃（ゆ）きつ復（もど）りつせし揚句（あげく）、 ３
若（わか）き紳士等（しんしら）は ７
他（た）は皆横濱迄（よこはままで）とも ８
見ゆる扮装（いでたち）にて、 ９
着たるもあれば、 ９
フロツクコオトを着（き）て、 １１
網棚（あみたな）の上に １２
停車塲（ステエシヨン）の １３
方（かた）をば、 １３
晩霽（ばんせい）の空（そら）を仰（あふ）ぎて、 ３ １
好（い）い天氣（てんき）に成（な）つた、なあ。 ２
此分（このぶん）なら ２
大丈夫（だいぢやうぶ）じや。」 ２
ねえ、甘糟（あまかす）。」 ３
答（こた）ふるに先（さきだ）ちて、 ７
丁（ちやん）と洞察（どうさつ）して居（を）るのだ。」 １０
「これは憚様（はゞかりさま）てす。」 １２
「何じやい、 ４ ６
何じやい！ ６
此の二人（ふたり）に ６
僕は四人の為に賣（う）られたんじや。 ７
是非（ぜひ）濱（はま）迄見送ると言（い）うで、 ８
氣（き）の毒（どく）なと思うて ８
其の方（はう）は １０
勉強（べんきやう）しをつた １０
君達の事ぢやから、 １０
肩書（かたがき）を辱（はづかし）めん限（かぎり）は １１
注意（ちゆうい）はしたまへよ、本當（ほんたう）に。」 １２
此の老實（らうじつ）の言（げん）を作（な）すは、 １３
今は四年（よいせ）の １３
間貫一（はざまくわんいち）が １３
深慮（しんりよ）と誠實（せいじつ）との ５ ３
故（ゆゑ）を以つて、彼は他（た）の ４
意見（いけん）の言納（いひをさめ）じや。 ５
急駛（きふし）せる車の逆風（むかひかぜ）に ８
「いや １１
然（さ）う言（いは）れると １１
慄然（ぞつ）とするよ、 １１
實（じつ）は嚮（さつき） １１
停車塲（ステエシヨン）で １１
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５９ 「美人（びじん）クリイム」
６０ 高利貸（かうりかし）を戯稱（ぎしよう）せるなり）
６１ 蜥蜴（とかげ）くらふかと
６２ 思（おも）ふね。
６３ 今日（けふ）は艶粧（めか）して居（を）つたが、
６４ 那奴（あいつ）に絞（しば）られちや
６５ 「見（み）たかつたね、其（それ）は。
６６ 大島紬（おほしまつむぎ）の猶（なほ）續（つヾ）けむとするを
６７ 其奴（そいつ）が
６８ 好（い）い女（をんな）ださうだね。金（きん）の
６９ 褌（ふんどし）を緊（し）めて掛（か）かるが可（い）いぜ。」
７０ 尻押（しりおし）が有（あ）るのだらう。
７１ 卒然問（そつぜんとひ）を
７２ 發（はつ）せり。
７３ 此奴（こいつ）が
７４ 君（きみ）
７５ 我 （々われ � �）の一世紀前（いつせいきまへ）に
７６ いや、無法（むはふ）な強慾（がうよく）で、
７７ 相触（あひふ）れたので、
７８ 得意（とくい）の 浪（まぜかへし）に
７９ 已（や）むを得（え）ざらむやうに
８０ 破顔（はがん）せるなり。
８１ 「美人（びじん）クリイム」
８２ 是（これ）も其手（そのて）に罹（かヽ）つたので、
８３ 貧乏士族（びんぼふしぞく）の娘（むすめ）で、
８４ 何（なに）とも言（い）はずに後（あと）から
８５ 困（こま）るから半月（はんつき）ばかり
８６ 仲働（なかばたらき）に娘（むすめ）を
８７ よしむば
８８ 奴（やつ）の胸中（きようちゆう）が
８９ 断（ことわ）りかねる人情（にんじやう）だらう。
９０ 娘（むすめ）が十九の年（とし）、
９１ 老猾（おやぢ）は六十ばかりの
９２ そこで内（うち）へ引張（ひつぱ）つて來（き）て
９３ 居（を）つたのだ。
９４ 其内（そのうち）に不知娘（いつかむすめ）は
９５ 妾同様（めかけどうやう）になつて了（しま）つたのは
９６ 如何（どう）だい！
９７ 思（おも）ふ所（ところ）あるが如（ごと）く打頷（うちうなづ）きて、
９８ 那様（そんな）ものだよ。」
９９ 其面（そのおもて）を振仰（ふりあふ）ぎつゝ、
１００ 「何故（なぜ）かい。」
１０１ 速力（そくりよく）を加（くは）へたり。
１０２ 風「さあ順（じゆん）に
１０３ 吭（のど）が渇（かわ）いた。
１０４ 是（これ）からが
１０５ 好（い）い莨（たばこ）を吃（す）つて
１０６ 「そら、御出（おいで）だ。
１０７ 「一寸（ちよツと）点（つ）けてくれ。」
１０８ 「一寸（ちよツと）点（つ）けてくれ。」
１０９（壹）の三 ハヾナの紫（むらさき）を吹（ふ）きて、
１１０［明３０．９．７］徐（しづか）に語（ことば）を継（つ）ぐ。
１１１ 壓（あつ）して、娘（むすめ）の
１１２ 様子（やうす）が知（し）れたもので、
１１３ 騒（さわぎ）になつた。
１１４ するとね、禿（はげ）の
１１５ するとね、禿（はげ）の
１１６ それで逢（あ）つて見（み）ると、
１１７ 娘（むすめ）も
１１８ 阿父（おとつ）さん
１１９ 不服（ふふく）だ。けれども天魔（てんま）に
１２０ 魅入（みい）られたもの
１２１ 唯一人（たつたひとり）の娘（むすめ）を

「美人（びじ）クリイム」 １１
高利貸（かうりかし）を戯稱（きしよう）せるなり） １２
蜥蜴（とかげ）啖（くら）ふかと １３
思ふね、 １３
今日（けふ）は冶（めか）して居つたが、 ６ １
那奴（あいつ）に搾（しぼ）られちや ２
「見たかつたね、それは。 ４
大島紬（つむぎ）の猶（なほ）續（つゞ）けんとするを ５
其奴（そいつ）か ６
好（い）い女ださうだね、黄金（きん）の ７
褌（ふんどし）を緊（し）めて掛るが可（い）いぜ。」 １１
尻押（しりおし）か有るのだらう。 １２
卒然（そつぜん）として此の問（とひ）を ７ １
發（はつ）せるなり。 １
此奴（こいつ）が、 ３
君、 ３
我 （々われ � �）の一世紀前（いつせいきぜん）に ３
いや無法（むはふ）な強慾（がうよく）で、 ４
相触（あひふ）れたので ６
得意（とくい）の 浪（まぜかへし）に、 ７
已（や）むを得ざらんやうに ８
破顔（はがん）しつ。 ８
「美人（びじ）クリイム」 １１
是も其の手に罹（かゝ）つたので、 １１
貧乏士族（びんぼふしぞく）の娘で １２
何とも言はずに、後（あと）から ８ １
困（こま）るから、半月ばかり ３
仲働（なかばたらき）に ３
縦（よし）んば ４
奴（やつ）の胸中（きようちう）が ４
辞（ことわ）りかぬる人情（にんじやう）だらう。 ４
娘が十九の年（とし） ５
老猾（おやぢ）は六十約（ばかり）の ５
因（そこ）で内へ引張つて來て ６
居つたのだが、 ８
其内にいつか娘は ８
妾同様（めかけどうやう）になつたのは ９
奈何（どう）だい！」 ９
思ふ所ありげに打頷（うちうなづ）きて、 １０
那様（そんな）ものじやて。」 １１
其の面（おもて）を振仰（ふりあふ）ぎつゝ、 １２
「何為（なぜ）かい。」 ９ ２
速力（そくりよく）を加（くは）へぬ。 ３
風「さあ、御順（ごじゆん）に ５
喉（のど）が渇（かわ）いた。 ６
これからが ６
好い莨（ただこ）を吃（す）つて ９
「そら、お出だ。 １２
「些（ちよつ）と點（つ）けてくれ。」 １０ １
「些（ちよつ）と點（つ）けてくれ。」 １
ハヷナの紫（むらさき）を吹（ふ）きて、 ２
徐（おもむろ）に語（ことば）を継（つ）ぐ、 ２
壓（あつ）してからに、娘の ４
様子が知れた者で、 ７
騒（さわぎ）になつたね。 ８
すると禿（はげ）の ８
すると禿（はげ）の ８
それで逢（あ）つて見ると １０
娘も、 １０
阿父（おとつ）さん、 １０
不服（ふふく）だ。けれども、天魔（てんま）に １２
魅入（みい）られたものと １２
唯（たゞ）一人（ひとり）の娘を １２
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１２２ 十歳許（とをばかり）も
１２３ 老爺（おやぢ）の
１２４ 見（み）て居（ゐ）る内（うち）に、不知（いつか）
１２５ 此（この）商賣（しやうばい）が
１２６ 此身代（このしんだい）我物（わがもの）と
１２７ 金銭（かね）の方（はう）が大事（だいじ）といふ
１２８ 不敵（ふてき）な了簡（れうけん）が
１２９ 呑込（のみこ）むで、
１３０ 中氣（ちゆうき）が出（で）て、未（いま）だに
１３１ 其前年（そのぜんねん）かに
１３２ 其上（そのうえ）で
１３３ 徃生（わうじやう）したと云（い）ふ位（くらゐ）の
１３４ 云（い）つても
１３５ 如何（どう）
１３６ いふのだか
１３７ 餘（あま）り氣（き）が知（し）れんぢやないかな――
１３８ 其通（そのとほり）の病人（びやうにん）だから、
１３９ 益（ます � �）盛（さかん）に
１４０ 「美人（びじん）クリイム」
１４１ 細（ほそ）い聲（こゑ）をして、物和（ものやはらか）に、
１４２ 書替（かきかへ）だの、振出（ふりだ）し手形（てがた）に
１４３ 巧妙（こうめう）な具合（ぐあひ）と來（き）たら、
１４４ 美人（びじん）が妙（めう）。
１４５ 「では
１４６ 今（いま）は其（その）
１４７ 禿顱（はげあたま）は
１４８ 中風（ちゆうぶ）で
１４９ 寐（ね）たつきり
１５０ なのだね。
１５１ 何（なに）か虫（むし）があるだらう。
１５２ 神妙（しんめう）にして居（を）るものか。
１５３ 然（しか）し壮（さかん）な女（おんな）だな。」
１５４ 後（うしろ）に靠（もた）れつゝ
１５５ 一判（いつぱん）取交（とりま）ぜ
１５６ 六百四十何圓（なにえん）の
１５７ 乗客（じようかく）は、
１５８ 幸（さいはひ）に
１５９ 無聊（ぶりやう）を
１６０ 謝（しや）すらむやうに
１６１ 懇（ねむごろ）に
１６２ 下車（げしや）せり。」
１６３（壹）の四 其目（そのめ）を
１６４［明３０．９．８］皺嗄聲（しわがれごゑ）は
１６５ 皺嗄聲（しわがれごゑ）は
１６６ 「おゝ。
１６７ 誰（だれ）やらだつたねえ、
１６８ 我意（わがい）を得（え）つと
１６９ 謂（い）はむやうに
１７０ 思（おもひ）に沈（しづ）みて居（ゐ）たり。
１７１ 其比（そのころ）一級（いつきふ）先（さきだ）ちて
１７２ 相識（あひし）らざるなりけり。
１７３ 如何（どう）も妄（うそ）ぢやらう。
１７４ 今居（いまを）ると…………。」
１７５ 太息（ためいき）を泄（もら）しぬ。
１７６ 今逢（あ）つても
１７７ ピンと
１７８ 魚尾（めじり）の
１７９ 杖（ほヽづゑ）を支（つ）いて、
１８０ 肖（に）て居（を）つたさ。」
１８１ 仰（あふ）ぎて笑（わら）ひぬ。
１８２ 毎（いつ）でも妙（めう）な事（こと）を言（い）ふ
１８３ 人（ひと）だよ。
１８４ 奇想天外（きさうてんぐわい）だ。

十歳約（とをばかり）も １３
老漢（おやぢ）の １３
見て居る内に、いつか １１ ４
此の商賣（しやうばい）が ４
此の身代（しんだい）我物（わがもの）と ５
金銭（かね）の方（はう）が大事（だいじ）、といふ ６
不敵（ふてき）な了簡（りようけん）が ６
呑込（のみこ）んで、 ９
中氣（ちゆうき）が出て未（いま）だに １２
其の前年（ぜんねん）かに １３
其の上で １２ ２
往生（わうじやう）したと云ふくらゐの ２
云つても、 ３
何（どう） ３
云（い）ふのだか ３
餘り氣か知れんぢやないかな―― ３
其の通（とほり）の病人だから、 ５
益（ますま）す盛（さかん）に ５
「美人（びじ）クリイム」 ６
細い聲をして物柔（ものやはらか）に、 ８
書替（かきかへ）だの、手形（てがた）に １０
巧妙（かうめう）な具合（ぐあひ）と來たら、 １１
美人（びじん）が妙（めう）！ １３
「では、 １３ ４
今は其の ４
禿顱（はげ）は ４
中風（ちゆうふう）で ４
寐（ね）たきり ４
なのだね、 ４
何か虫（むし）かあるだらう。 ５
神妙（しんめう）にして居るものか、 ６
然（しか）し、壮（さかん）な女だな。」 ７
後様（うしろさま）に靠（もた）れつゝ ９
一判（いつぱん）、取交（とりま）ぜ １２
六百四十何（なん）圓の １２
乗客（じようきやく）は、 １４ ４
幸（さいは）に ４
無聊（ぶれう）を ４
謝（しや）すらんやうに、 ５
懇（ねんごろ）に ５
此（こゝ）に下車（げしや）せり。 ５
其の目を ６
皺嗄（ひわかれ）聲は ９
皺嗄（ひわかれ）聲は ９
「おゝ、 １０
誰やらぢやつたね、 １０
我（わ）が意（い）を得つと １５ ２
謂はんやうに ２
思に沈（しつ）み居（ゐ）たり。 ２
其頃（そのころ）一級（いつきふ）先（さきだ）ちて ３
相識（あひし）らざるなりき。 ４
奈何（どう）も妄（うそ）ぢやらう。 ５
今居らうなら…………。」 ７
太息（ためいき）を泄（もら）せり。 ７
今逢（あ）うても ８
峭然（ぴん）と ９
外眥（めじり）の ９
杖（ほゝづゑ）を （つ）いて、 １２

肖（に）て居たさ。」 １３
仰（あふ）ぎて笑へり。 １６ ２
毎（いつ）も妙（めう）な事を言ふ ３
人じやね。 ３
奇想天外（きさうてんくわい）だ。 ４
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１８５ 蒲「成程（なるほど）君（きみ）は
１８６ 始終（しじゆう）
１８７ 憶出（おもひだ）すだらうな。」
１８８ 死（し）んだ弟（おとヽ）よりは
１８９ 荒尾（あらを）に差（さ）したり。
１９０ 一番（ひとつ）間（はざま）の
１９１ 溢（あふ）るゝ
１９２ 「蒲田（かまだ）は如才（じよさい）ないね、
１９３ 拾物（ひろひもの）を為（す）るのだ。
１９４ あゝ
１９５ 言（い）はれて見（み）ると、
１９６ 誰（だれ）でも一寸（ちよつと）
１９７ 誰（だれ）でも一寸（ちよつと）
１９８ 甘「流石（さすが）は
１９９ 立（た）つて、泣（な）きに行（ゆ）く……………。」
２００ 停車塲（ステーシヨン）で
２０１ 其健康（そのけんくわう）を
２０２ 拍子（へうし）を抜（ぬか）して
２０３ 一寸（ちよつと）顔（かほ）が見（み）えたのじや。
２０４ 一寸（ちよつと）顔（かほ）が見（み）えたのじや。
２０５ 意外（いぐわい）ぢやつたから
２０６ 長椅子（ソーフワア）を
２０７ 歩塲（プラトフオーム）へ入（はい）る
２０８ 迄（まで）
２０９ 見（み）えなかつたのぢやが、
２１０ 如何（どう）も氣（き）になるから
２１１ 振返（ふりかへ）つて見（み）ると、柵（さく）の傍（そば）の
２１２ 違無（ちがひな）いぢやないか。」
２１３ 横濱（よこはま）！横濱（よこはま）！横濱（よこはま）！と
２１４ 叫（さけ）ぶ聲（こゑ）は
２１５ 窓（まど）の外（そと）を
２１６ おもちや（����）箱（ばこ）を覆（かへ）したる如（ごと）く、
２１７ 此響（このひヾき）と混雑（こんざつ）との
２１８（二）の壹 生死（しやうし）を詳（つまびら）かに
２１９［明３０．９．９］生死（しやうし）を詳（つまびら）かに
２２０ 親友（しんいう）の前（まへ）に
２２１ 影（かげ）を晦（くら）まし、
２２２ 其消息（そのせうそく）をさへ
２２３ 参事官（さんじくわん）
２２４ 参事官（さんじくわん）たりし事（こと）も、
２２５ 車（きしや）にて赴任（ふにん）する事（こと）をも
２２６ 姿（すがた）をも見（み）むと思（おも）ひて、
２２７ 舊友（きういう）と相見（あひみ）て
２２８ 別（べつ）を取（と）らざりしか。
２２９ 此疑問（このぎもん）は
２３０ 車（きしや）の行（ゆ）くを
２３１ 其許（そこもと）に會（つど）ひし
２３２ 何（なに）とも
２３３ 久（ひさ）しう立盡（たちつく）せるものは
２３４ やがて重（おも）き物（もの）など
２３５ 引（ひ）くらむやうに
２３６ 踵（きびす）を旋（めぐ）らせし時（とき）には、
２３７ 柵際（さくぎは）に會（つど）ひし衆（ひと）は
２３８ 殆（ほとむ）ど散果（ちりは）てゝ、
２３９ さしぐまるゝ涙（なみだ）を
２４０ 後（おく）れたるを驚（おどろ）きけむ、
２４１ 蓬莱橋口（ほうらいばしぐち）より
２４２ 出（い）でむと、
２４３ 聲（こゑ）を懸（か）けられぬ。
２４４ 慌（あわ）てゝ見向（みむ）く
２４５ 「一寸（ちよつと）。」
２４６ 「一寸（ちよつと）。」
２４７ 金（きん）の腕環（うでわ）の

蒲「成程（なるほど）、君は ６
始終（しゞゆう） ６
憶（おも）ひ出（だ）すだらうな。」 ６
死（し）んだ弟（おとゝ）よりも ８
荒尾に差（さ）しつ。 １０
一番（いちばん）間（はざま）の １１
實（げ）に溢（あふ）るゝ １２
「蒲田（かまだ）は如才（じよさい）ないね。 １７ ５
拾（ひろ）ひ物を為（す）るのだ。 ５
那（あゝ） ６
言（いは）れて見ると ６
誰でも些（ちよつ）と ６
誰でも些（ちよつ）と ６
甘「遉（さすが）は ７
立つて泣（な）きに行く……………。」 ９
停車塲（ステエシヨン）で １２
其の健康（けんくわう）を １８ １
拍子（ひやうし）を抜（ぬか）して １
些（ちよつ）と顔が見えたのじや。 ４
些（ちよつ）と顔が見えたのじや。 ４
意外（いぐわい）ぢやつたから、 ５
長椅子（ソオフワア）を ５
歩塲（プラトフオーム）へ入（い）る ９
まで ９
見えなかつたのじやが、 ９
奈何（どう）も氣になるから １０
振返（ふりかへ）つて見ると、傍（そば）の １０
違（ちかひ）無いぢやないか。」 １２
横濱！横濱！と １３
叫（さけ）ぶ聲の １３
窓の外面（そとも）を １３
玩具（おもちや）箱を覆（かへ）したる如く、 １９ １
此の響（ひゞき）と混雑（こんざつ）との ２
生死（しやうし）を詳悉（つまびらか）に ２０ ３
生死（しやうし）を詳悉（つまびらか）に ３
親友（しんゆう）の前に ３
影（かげ）を晦（くらま）し、 ４
其の消息（せうそく）をさへ ４
其（そ）の参事官（さんじくわん） ５
参事官（さんじくわん）たる事も、 ５
列車（れいしや）にて赴任（ふにん）する事をも ６
姿（すがた）をも見んと思ひて、 ８
舊友（きうゆう）と相見（あひみ）て １０
別（べつ）を為（な）さゞりしか。 １０
此の疑問（ぎもん）は １１
列車の行くを １２
其許（そこもと）に聚（つど）ひし １３
或（あるひ）は何とも ２１ １
久しう立盡（たちつく）せるは ３
旋（やが）て重（おも）き物など ４
引くらんやうに ４
踵（きびす）を旋（めぐら）せし時には、 ４
柵際（さくぎは）に聚（つど）ひし衆（ひと）は ５
殆（ほとん）ど散果（ちりは）てゝ、 ５
差含（さしぐま）るゝ涙（なみだ）を ７
後（おく）れたるを驚きけん、 ７
蓬 橋口（ほうらいばしくち）より ８
出でんと、 ８
聲を懸（か）けぬ。 ９
慌（あわ）てゝ彼の見向く １１
「些（ちよつ）と。」 １２
「些（ちよつ）と。」 １２
黄金（きん）の腕環（うでわ）の １２
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２４８ 絹（きぬ）ハンカチーフに
２４９ 婦人（ふじん）の笑（ゑみ）をもて
２５０ 急（きふ）に御話（おはなし）を
２５１ 一寸（ちよつと）此方（こちら）へ。」
２５２ 長椅子（ソーフワア）に
２５３ 掛（か）くれば、
２５４ 已（や）む無（な）く
２５５ 其傍（そのそば）に
２５６ 件（けん）なのでございますがね、」
２５７ 金側時計（きんがはどけい）を
２５８ 金側時計（きんがはどけい）を
２５９ 取出（とりだ）し、
２６０ 在（ゐら）つしやいませう。
２６１ 在（ゐら）つしやいませう。
２６２ 此（これ）ぢや
２６３ 此（これ）ぢや
２６４ お話（はなし）も出來（でき）ませんから、
２６５ 「何方（どちら）でもお宜（よろ）しい所（とこ）へ。
２６６ 「何方（どちら）でもお宜（よろ）しい所（とこ）へ。
２６７ 解（わか）りませんから
２６８ 貴方（あなた）のお宜（よろ）しい所（とこ）へ。」
２６９ 宜（よろ）しいのでございます。」
２７０ その宜（よろ）しき方（かた）を
２７１ 「然（さヽ）やう。」
２７２ 其足尖（そのつまさき）を
２７３ 驚（おどろ）きて
２７４ 見（み）れば、
２７５ 満枝（みつえ）が色香（いろか）に
２７６ 麁相（そさう）をしたる
２７７ なりき。
２７８ 老紳士（らうしんし）は
２７９ 此目覚（このめざま）しき
２８０（二）の貳 停車塲（ステーシヨン）を出（い）でゝ、
２８１［明３０．９．１０］新橋（しんばし）へ
２８２ 向（むか）ひぬ。
２８３ 在（ゐら）しつては
２８４ 在（ゐら）しつては
２８５ 好（い）い加 （かげん）に
２８６ 極（き）めやうぢや
２８７ ございませんか。」
２８８ 吾意（わがい）に従（したが）はしめむと
２８９ 無遇（ぶあしらひ）をも甘（あま）むじて、
２９０ やりますよ。」
２９１ 宜（よろ）しうございます。」
２９２ 「何故（なぜ）ですか。」
２９３ 其（その）
２９４ 言（い）はむとせる
２９５ 「まあ、何故（なぜ）でも
２９６ 宜（よろ）しうございますから、
２９７ 鶏肉（とり）に致（いた）しませうか。」
２９８ 磨硝子（す□ガラス）の
２９９ 解（わけ）ありげに二人（ふたり）は
３００ いと奥（おく）まりて
３０１ 一間（ま）に案内（あない）されしも
３０２ 然（さ）にあらざるにもあらざらむ氣色（けしき）にて、
３０３ 可慎（つヽまし）げに黙（もく）して
３０４ 此人（このひと）と共（とも）にとは
３０５ 満枝（みつえ）が好（よ）きに計（はから）ひて、
３０６ 二人（ふたり）が中（なか）に置（お）かれたる
３０７ 仔細（しさい）らしう一 （ちゆう）の百和香（くわかう）を
３０８ 「はい、是（これ）が勝手（かつて）で。」
３０９ 「まあ那様事（そんなこと）を有仰（おつしや）らずに、
３１０ よう何卒（どうぞ）。」

絹（きぬ）ハンカチイフに １３
婦人の笑（ゑみ）もて ２２ ４
急（きふ）にお話を ６
些（ちよつ）と此方（こちら）へ。」 ７
長椅子（ソオフワア）に ８
掛（かく）れば、 ８
止（や）む無く ９
其の側（そば）に ９
件なのでございますがね。」 １０
金側時計（きんかはとけい）を １１
金側時計（きんかはとけい）を １１
取出（とりいだ）し、 １１
被在（ゐらつしや）いませう。 １３
被在（ゐらつしや）いませう。 １３
此（こゝ）では １３
此（こゝ）では １３
お話も出來ませんですから、 １３
「何方でも、 ２３ ５
「何方でも、 ５
解（わか）りませんですから ５
貴方（あなた）のお宜（よろし）い所へ。」 ５
宜（よろし）いのでございます。」 ７
其（そ）の宜（よろし）き方（かた）を ９
「然（さ）やう。」 １１
其の足尖（つまさき）を １３
驚き １３
見れば １３
満枝（みつえ）の色香（いろか）に ２４ １
麁相（そさう）をせる ２
なりけり。 ２
彼は ２
此の目覚（めざま）しき ２
停車塲（ステエシヨン）を出でゝ、 ４
新橋に ４
向へり。 ４
被在（ゐらし）つては ７
被在（ゐらし）つては ７
好（よ）い加減（かげん）に ８
極（き）めやうでは ８
御坐（ござ）いませんか。」 ８
吾意（わがい）に従（したが）はしめんと １０
無遇（ぶあしらひ）をも甘（あま）んじて、 １１
遣（や）りますよ。」 １３
宜（よろし）うございます」 ２５ １
「何為（なぜ）ですか。」 ４
其の ６
言はんとせる ６
「まあ、何為（なぜ）でも １０
宜（よろし）うございますから、 １０
鶏肉（とり）に致しませうか」 １１
光澤消硝子（つやけしガラス）の ２６ １
解（わけ）あるらしう二人（ふたり）は ２
いと奥（おく）まりて、 ３
案内（あんない）されしも ４
然（さ）にあらざるにもあらざらん氣色（けしき）にて、 ６
可慎（つゝしま）げに黙（もく）して ６
此の人と共（とも）にとは ７
満枝か好（よ）きに計（はから）ひて、 ８
二人（ふたり）が中に置（おか）れたる ９
子細（しさい）らしう一 （ちゆう）の百和香（ひやくくわかう）を ９
「はい、これが勝手で。」 １２
「まあ、那様（そんな）事を有仰（おつしや）らずに、 １３
よう、どうぞ。」 １３

北澤・許：『金色夜叉』本文の国語学的研究

― 25 ―



３１１ 此通（このとほり）なのですから。」
３１２ 恁（か）くても
３１３ 手（て）を鳴（なら）さむとするを、
３１４ 召上（めしあが）りまし。」
３１５ 御守殿持（ごしゆでんもち）と與（とも）に
３１６ 其（その）
３１７ 心（こヽろ）は
３１８ 金（かね）！と、貫（くわん）一は
３１９ 「や、私（わたくし）は
３２０ 其吸口（そのすひくち）を
３２１ 譯（わけ）ぢやありません。私（わたくし）は
３２２ 善（よ）く遊（あそ）はせよ。」
３２３ 「先日（せんじつ）鰐淵（わにぶち）さんへ
３２４ 上（あが）つた節（せつ）
３２５ 在（ゐら）しつたではございませんか。」
３２６ 在（ゐら）しつたではございませんか。」
３２７ 「瓢箪（へうたん）のやうな恰好（かくかう）の
３２８ 一寸（ちよつと）紙（かみ）の
３２９ 一寸（ちよつと）紙（かみ）の
３３０ 卷（ま）いてございました…………。」
３３１ 頓（とみ）に塞（ふた）がざりき。
３３２ 頓（とみ）に塞（ふた）がざりき。
３３３ 此罸（このばつ）として
３３４ 貫（くわん）一は直（たヾ）ちに
３３５（二）の三 とかくする間（ま）に
３３６［明３０．９．１１］麥酒（ビール）に致（いた）しませうか。」
３３７ おのれ辞（じ）せむとならば、
３３８ 他（た）に
３３９ 酌（しやく）せむとこそあるべきに、
３４０ 甚（はなはだ）しい哉（かな）
３４１ 會釋（ゑしやく）せるや。
３４２ 可笑（をか）しと思（おも）ひぬ。
３４３ 不調法（ぶてうほふ）なのでございますよ、
３４４ 巳（や）む無（な）く
３４５ 其一盞（そのひとつ）を
３４６ 酒（さけ）になりたれども、
３４７ いひし用談（ようだん）に
３４８ 一盞（ひとつ）召上（めしあが）れ。
３４９ 「いや、那様（そんな）に。」
３５０ 戴（いたヾ）きませう。恐入（おそれい）りますが
３５１ 其件（そのけん）の外（ほか）に
３５２ 私（わたくし）少 （々せう � �）醉（よ）ひますから。
３５３ 匂（にほひ）など溢（こぼ）れぬべく、
３５４ 丸帯（まるおび）、華麗（はなやか）に紅（べに）の
３５５ 掻上（かきあぐ）る左（ひだり）の
３５６ 爽（さはやか）に晃（きらめ）きわたりぬ。
３５７ 面影（おもかげ）は少（すくな）からず
３５８ 相結（あひむす）びて、常（つね）に
３５９ 色（いろ）は自（おのづ）から
３６０ 折（を）るべからざる堅忍（けんにん）の氣（き）は、
３６１ 表（おもて）に動（う□）けども、
３６２ 其眼（そのまなこ）に輝（かヾや）かずなりぬ。
３６３ 同業者（どうげ□しや）は誰（だれ）も
３６４ 焉（いづく）んぞ知（し）らむ、
３６５ 何（なん）ぞ狂人（きやうじん）たらざりしかを
３６６（二）の四 笑（ゑむ）を漾（たゞ）ふる眸（まなじり）は
３６７［明３０．９．１２］私（わたくし）は醉（よ）ひますよ。」
３６８ 其（その）
３６９ 半（なかば）を傾（かたむ）けつ。
３７０ 半（なかば）を傾（かたむ）けつ。
３７１ 彼は手以（ても）て掩（おほ）ひつゝ、
３７２ 「あゝ醉（よ）ひましたこと。」
３７３ 「間（はざま）さん……………。」

此の通（とほり）なのですから。」 ２７ １
恁（かく）ても ３
手を鳴（なら）さんとするを、 ４
召上（めしあが）りましな。」 ５
御主殿持（ごしゆでんもち）と與（とも）に ６
其の ９
心も ９
金！ と貫一は ９
「いや、私は １０
其の吸口（すひくち）を ２８ １
譯（わけ）ぢやありません、私は ３
善（よ）く遊（あそ）ばせよ。」 ６
「先日鰐淵（はにぶち）さんへ ８
上（あが）つた節（せつ）、 ８
被在（ゐらし）つたではございませんか。」 ８
被在（ゐらし）つたではございませんか。」 ８
「瓢箪（へうたん）のやうな恰好（かつかう）の １１
些（ちよつ）と紙の １１
些（ちよつ）と紙の １１
卷（ま）いてございました。」 １１
頓（とみ）に塞（ふさ）かざりき。 １３
頓（とみ）に塞（ふさ）かざりき。 １３
此の罸（ばつ）として ２９ １
貫一は直（たゞち）に １
左右（とかく）する間（ま）に ３
麥酒（ビイル）に致しませうか。」 ９
おのれ辞（じ）せんとならば、 １１
必（かなら）ず他（た）に １１
酌（しやく）せんとこそあるべきに、 １２
甚（はなはだ）しい哉（かな）、 １２
會釋（えしやく）せるや、 １３
可笑（をか）しと思へり。 １３
不調法（ぶてうほふ）なのでございますよ。 ３０ １
止（や）む無く ３
其の一盞（ひとつ）を ３
酒になりけれども、 ３
言ひし用談（ようだん）に ４
一盞（ひとつ）召上（めしあが）れ、 ６
「いや那様（そんな）に。」 ９
戴（いたゞ）きませう、恐入（おそれい）りますが １０
「其の件の外に １２
私少（せう）々 醉ひますから、 ３１ １
匂（にほひ）など零（こぼ）れぬべく、 ６
全帯（まるおび）、華麗（はなやか）に紅（べに）の ８
掻上（かきあ）ぐる左の ９
爽（さはやか）に晃（きらめ）き遍（わた）りぬ。 １０
面影（おもかげ）は尠（すくな）からず ３２ ２
相結（あひむす）びて常（つね）に ４
色は、自（おのづ）から ４
折るべからさる堅忍（けんにん）の氣は、 ５
表（おもて）に動（うご）けども、 ６
其の眼（まなこ）に輝（かゞや）かずなりぬ。 ６
同業者（どうげふしや）は誰も ９
焉（いづく）んぞ知らん、 １０
いかで狂人（きやうじん）たらざりしかを １０
笑（ゑみ）を漾（たゞ）ふる眸（まなじり）は ３３ ２
私醉（よ）ひますよ。」 ６
其の ７
半（なかば）を傾（かたむ）けしが、 ７
半（なかば）を傾（かたむ）けしが、 ７
彼は手もて掩（おほ）ひつゝ、 ８
「あゝ、醉（よ）ひましたこと。」 ９
「間（はざま）さん、………………。」 １１
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３７４ お話申（はなしまを）したいことが
３７５ あるのでございますが、
３７６ 貴方（あなた）聴（き）いて下（くだ）さいますか。」
３７７ 「其（それ）をお聞（き）き申（まを）す為（ため）に
３７８ 満枝（みつえ）は嘲（あさ）むが如（ごと）く微笑（ほヽゑ）みて、
３７９ 然（しか）し御酒（ごしゆ）の
３８０ 其（そ）の御意（おつもり）で、宜（よろ）しうございますか。」
３８１ 事難（ことむづか）しくなりぬべし。
３８２ 克（かな）はむまでも
３８３ 累（るゐ）を免（まぬが）れむと、
３８４ 累（るゐ）を免（まぬが）れむと、
３８５ 手（て）を拱（こまぬ）きつゝ
３８６ 關（かヽは）らざらむやうに
３８７ 持成（もてな）せるを、
３８８ 「是（これ）
３８９ 一盞（ひとつ）で後（あと）は决（けつ）して
３９０ お強（し）ひ申（まを）しませんから、
３９１ 其猪口（そのちよく）を受（う）けつ。
３９２ あはや出（い）でむとせし
３９３ 苦笑（くせう）して巳（や）みぬ。
３９４ 鰐淵（わにぶち）さんの方（はう）には
３９５ 未（ま）だお長（なが）く在（ゐら）つしやる
３９６ 未（ま）だお長（なが）く在（ゐら）つしやる
３９７ 獨立（どくりつ）あそばすので
３９８ ございませう。」
３９９ 「而（さう）してまづ何日頃（いつごろ）
４００ 物思（ものおも）はしげに俯（うつむ）きて、
４０１ 舊（もと）の如（ごと）く
４０２ 煙管（きせる）を捨（すて）ゝ
４０３ 彼方（あちら）に在（ゐら）つしやるよりは、
４０４ 彼方（あちら）に在（ゐら）つしやるよりは、
４０５ 宜（よろ）しいでは
４０６ ございませんか。
４０７ 然（さ）うと云（い）ふ
４０８ 御考（おかむがへ）で
４０９ 在（ゐら）つしやるならば、
４１０ 在（ゐら）つしやるならば、
４１１ をこがましいので
４１２ ございますが、
４１３ 申（まを）してあげたいのでございますが、
４１４（二）の五「それは
４１５［明３０．９．１４］「それは
４１６ 如何（どう）
４１７ いふ
４１８ 理（わけ）ですか。」
４１９ 實（げ）に貫（くわん）一は
４２０ 「理（わけ）ですか？」
４２１ 然（さ）う
４２２ いふ
４２３ 理（わけ）なのでございます。」
４２４ 莨（たばこ）を拈（ひね）りて居（ゐ）たり。
４２５ 引寄（ひきよ）せむとするを、
４２６ 私（わたくし）が致（いた）します。」
４２７ 我（わが）
４２８ 傍（そば）に取寄（とりよ）せしが、
４２９ 茶椀（ちやわん）をば其上（そのうへ）に
４３０ 「未（ま）だお早（はや）うございますよ。
４３１ 「おひもじい所（ところ）を御飯（ごはん）を
４３２ 「知（し）れた事（こつ）てすわ。」
４３３ 「然（さ）うでございませう。
４３４ ひもじいのに
４３５ 御飯（ごはん）を食（た）べないのより
４３６ 遥（はるか）に

お話し申したいことが １３
あるので御坐いますが、 １３
貴方（あなた）お聴（き）き下さいますか。」 ３４ １
「それをお聞き申す為に ２
満枝は嘲（あさけら）むが如く微笑（ほゝゑ）みて。 ３
然（しか）し、御酒（ごしゆ）の ５
其のお意（つもり）で、宜（よろし）うございますか。」 ６
事難（むづか）しうなりぬべし。 １０
克（かな）はぬまでも １０
累（るゐ）を免（まぬか）れんと、 １０
累（るゐ）を免（まぬか）れんと、 １０
手を拱（こまね）きつゝ １１
關（かゝは）らざらんやうに １１
持成（もてな）すを、 １１
「これ １３
お一盞（ひとつ）で後（あと）は决（け□）して １３
お強（し）ひ申しませんですから、 １３
其の猪口（ちよく）を受けつ。 ３５ ２
あはや出でんとせし ４
苦笑（くせう）して止（や）みぬ。 ５
鰐淵（わにぶち）さんの方（はう）に ８
未（ま）だお長く被在（ゐらつしや）る ９
未（ま）だお長く被在（ゐらつしや）る ９
獨立（とくりつ）あそばすので ９
御坐いませう。」 ９
「而（さう）して、まづ何頃（いつごろ） １２
物思（ものおも）はしげに差俯（さしうつむ）き、 ３６ ２
又舊（もと）の如く ４
煙管を捨てゝ ５
彼方（あちら）に被在（ゐらつしや）るよりは、 ７
彼方（あちら）に被在（ゐらつしや）るよりは、 ７
宜（よろし）いでは ７
御坐いませんか。 ７
然（さう）と云ふ ８
御考（おかんがへ）で ８
被在（ゐらつしや）るならば、 ８
被在（ゐらつしや）るならば、 ８
烏滸（をこ）がましいので ９
御坐いますが、 ９
申して上げたいのでございますが、 １１
「其（それ）れは ３７ ２
「其（それ）れは ２
何（どう） ２
云（い）ふ ２
譯（わけ）ですか。」 ２
實（じつ）に貫一は ３
「譯ですか？」 ４
然（さう） ６
云（い）ふ ６
譯（わけ）なのでございます。」 ６
莨（たばこ）を拈（ひね）り居たり。 １０
引寄せんとするを、 １２
私致（いた）します。」 １３
我が ３８ ２
側（そば）に取寄せしが、 ２
茶椀を其（それ）に ２
「未（ま）だお早うございますよ、 ４
「お餒（ひもじ）い所を御飯（ごはん）を ７
「知れた事ですわ」 ８
「然（さう）でございませう。 ９
餒（ひもじ）いのに １０
御飯（ごはん）を食（た）べないのよりは １０
夐（はるか）に １０

北澤・許：『金色夜叉』本文の国語学的研究

― 27 ―



４３７ おひもじければ御飯（ごはん）を
４３８ おつけ申（まをし）ますから、
４３９ 「返事（へんじ）と言（いは）れたつて、
４４０ 「何故（なぜ）お了解（わかり）に
４４１ 詰（なじ）るが如（ごと）く見返（みかへ）して、
４４２ 親（した）しい御交際（ごかうさい）の間（あひだ）でも
４４３ 其理（そのわけ）はと云（い）へば、
４４４ 金（きん）を
４４５ 出（だ）していたヾく…………。」
４４６ 「あれ、其事（そのこと）では
４４７ 猶（なほ）解（げ）せざる躰（てい）を
４４８ 為（つく）りて、
４４９ 言（ことば）もあらざりければ、
４５０ 「然（さ）ういふやうなお方（かた）が
４５１ お在（あん）なさらなければ…………、貴方（あなた）に
４５２ 貫（くわん）一は今（いま）は
４５３ 「あゝ、お解（わか）りに
４５４ 「あゝ、お解（わか）りに
４５５ なりまして？！」
４５６ 心（こヽろ）に言（い）へらむやうの氣色（けしき）にて、
４５７ 其盃（そのさかづき）を衝（つ）と
４５８ 貫（くわん）一に差（さ）したり。
４５９ 受（う）くると齊（ひと）しく
４６０ 盈 （々なみ � �）注（つ）がれて、
４６１ 下（した）にも置（お）かれず一口（ひとくち）付（つ）くるを
４６２ 「その
４６３ 御盃（おさかづき）は
４６４ 一々底意（そこい）ありて忽諸（ゆ□がせ）に
４６５ 「其事（そのこと）なら、
４６６（二）の六 厳（おごそ）かに沈黙（ちんもく）したり。
４６７［明３０．９．１５］可恥（はづか）しい事（こと）を
４６８ 一旦（たん）
４６９ どうぞ十分（ぶん）に私（わたくし）が
４７０ 私（わたくし）も座興（ざきよう）で
４７１ ですから其（そ）の御深切（ごしんせつ）に對（たい）して
４７２ 自分（じぶん）の考（かむがへ）をお話（はな）し
４７３ けれど私（わたくし）は
４７４ 考（かむがへ）が違（ちが）つて居（を）ります。
４７５ 第（だい）一に、私（わたくし）は一生（しやう）妻（さい）といふ
４７６ 元（もと）我（われ）は書生（しよせい）でありました、
４７７ 此商賣（このしやうばい）を始（はじ）めたのは、
４７８ 食詰（くひつ）めた譯（わけ）でも
４７９ 好（い）い商賣（しやうばい）は有（あ）りますよ。
４８０ 好（い）い商賣（しやうばい）は有（あ）りますよ。
４８１ 何（なに）を苦（くるし）むで
４８２ 大事（だいじ）な人（ひと）の名誉（めいよ）を
４８３ 高利貸（かうりかし）なんど
４８４ 擇（えら）むものですか。」
４８５ 益（ます � �）醉（よひ）を冷（さま）されぬ。
４８６ 當時（たうじ）敵（さき）を殺（ころ）して
４８７ 無念極（むねんきは）まる失望（しつばう）をした
４８８ 其失望（そのしつばう）と云（い）ふのは、
４８９ 其人達（そのひとたち）も
４９０ 頼（たの）まれなければ
４９１ 私（わたくし）は見事（みごと）に
４９２ 火影（ひかげ）を避（さけ）むとしたる
４９３ 火影（ひかげ）を避（さけ）むとしたる
４９４ 一匹（ぴき）の男子（をとこ）たる
４９５ 者（もの）が
４９６ 者（もの）が
４９７ 金銭（かね）の為（ため）に見替（みか）へられたかと
４９８ 其無念（そのむねん）といふものは、
４９９ 一生（いつしやう）忘（わす）れることは出來（でき）んのですよ。

お餒（ひも）じければ御飯（ごはん）を １１
お附（つ）け申しますから、 １１
「返事と言はれたつて、 １３
「何為（なぜ）お了解（わかり）に ３９ ２
詰（なじ）るが如く見返（みかへ）しつ。 ３
親（したし）い御交際（ごかうさい）の間（あひだ）でも ４
其の譯（わけ）はと云へば、 ５
金（かね）を １０
出して戴（いたゞ）く…………。」 １０
「あれ、其の事では １１
猶（なほ）解（かい）せざる躰（てい）を ４０ ２
作（な）して、 ２
言（ことば）もあらざるに、 ５
「然云（さうい）ふやうなお方（かた）が ７
お在（あん）なさらなければ、…………私貴方（あなた）に ７
貫一も今は ９
「あゝ、お了解（わかり）に １１
「あゝ、お了解（わかり）に １１
なりまして？！。」 １１
心に言へらんやうの氣色（けしき）にて、 １２
其の盃（さかづき）を衝（つ）と １３
貫一に差（さ）せり。 １３
受（うく）ると齊（ひと）しく ４１ ３
盈 （々なみ � �）注（つが）れて、 ３
下にも置（おか）れず一口（ひとくち）附くるを ４
「其の ５
お盃（さかづき）は ５
一 （々いち � �）底意（そこい）ありて忽諸（ゆるかせ）に ６
「其の事なら、 ９
厳（おごそ）かに沈黙（ちんもく）しつ。 １０
可耻（はづか）しい事を、 １３
一旦（いつたん） １３
どうぞ十分（じふぶん）に私が ４２ ４
私座興（ざきよう）で ５
ですから、其の御深切（ごしんせつ）に對（たい）して、 ８
自分（じぶん）の考量（かんがへ）をお話し ９
けれど、私は ９
考量（かんがへ）が違（ちが）つて居ります。 １０
第一（だいゝち）私は一生（いつしやう）妻（さい）といふ １１
元（もと）私は書生（しよせい）でありました、 １２
此の商賣（しやうばい）を始めたのは、 １３
食窮（くひつ）めた譯（わけ）でも ４３ １
好（い）い商賣は有りますさ、 ３
好（い）い商賣は有りますさ、 ３
何を苦（くるし）んで ３
大事（だいぢ）な人の名誉（めいよ）を ４
高利貸（かうりかし）などを ５
擇（ゑら）むものですか。」 ５
益（ますま）す醉（ゑひ）を冷（さま）されぬ。 ６
當時（たうじ）敵手（さき）を殺（ころ）して ８
無念極（むねんきはま）る失望（しつばう）をした ９
其の失望と云ふのは、 １０
其（そ）の人達（ひとたち）も １１
頼（たのま）れなければ １１
而（さう）して私は見事（みごと）に １３
火影（ひかげ）を避（さ）けんとしたる ４４ １
火影（ひかげ）を避（さ）けんとしたる １
一匹（いつぴき）の男子（だんし）たる ４
者か、 ４
者か、 ４
金銭（かね）の為（ため）に見易（みか）へられたかと ５
其の無念（むねん）といふものは、 ５
一生（いつしやう）忘（わす）れられんでず。 ６
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５００ 何故（なぜ）
５０１ 一思（ひとおも）ひに死（し）んで了（しま）はんか、
５０２ 其無念（そのむねん）が
５０３ 那麼（そんな）
５０４ 復讐（しかへし）などは
５０５ 屹度（きつと）霽（はら）さなければ
５０６ 其恨（そのうらみ）を忘（わす）れることの
５０７ それで高利貸（かうりがし）の
５０８ 殆（ほとむ）ど
５０９ 人（ひと）を殺（ころ）すほどの
５１０ 辱（はづかし）められもした。
５１１ 其金銭（そのかね）が有（あ）つたら
５１２ 人（ひと）などを信（しん）じるよりは金銭（かね）を
５１３ 夐（はるか）頼（たのみ）になりますよ。
５１４ 恁云（かうい）ふ考（かむがへ）で
５１５ 此（この）
５１６ 商賣（しやうばい）へ入（はい）つた
５１７ 仰（あふ）いで
５１８ 仰（あふ）いで
５１９ 高笑（たかわらひ）しながらも、
５２０ 其面（そのおもて）は
５２１（二）の七 然（さ）るべき所見（かむがへ）を
５２２［明３０．９．１６］然（さ）れども彼（かれ）は
５２３ 此面白（このおもしろ）き世（よ）に
５２４ 暁（さと）らざるならむ。
５２５ 夫（そ）を教（をし）へむ。と
５２６ 望（のぞみ）を失（うしな）はざるなりけり。
５２７ 頼（たのみ）にならないと
５２８ 「疑（うたが）ふ、疑（うたが）はむと云（い）ふのは
５２９ 二（に）の次（つぎ）で、
５３０ 私（わたくし）は其失望以來（そのしつばういらい）
５３１ 此世（このよ）の中（なか）が
５３２ 嫌（きら）ひで、
５３３ 誠（まこと）も � �

５３４ 命（いのち）を懸（か）けて
５３５ 貴方（あなた）を思（おも）ふものがございましても？」
５３６ 今（いま）は取付（とりつ）く島（しま）も無（な）くて、
５３７ 「是（これ）は恐入（おそれい）ります。」
５３８ 醉（ゑひ）は在（あ）りながら、
５３９ 醉（ゑ）へる躰（てい）は無（な）くて、
５４０ 三盃目（さんばいめ）を代（か）へつ。
５４１ 「間（はざま）さん、」と呼（よば）れし時（とき）、
５４２ 遽（にはか）に應（こた）ふる
５４３ 口（くち）へ出（だ）します迄（まで）には、
５４４ 無（な）い時（とき）にはと
５４５ 胸（むね）に疊（たヽ）むで
５４６ 断（ことわ）りを受（う）けては、
５４７ 断（ことわ）りを受（う）けては、
５４８ ハンカチーフを
５４９ 取（と）りて
５５０ 此座（このざ）が起（た）たれません。
５５１ 話（はなし）は？」
５５２ 「如何（どう）
５５３ いふお話（はなし）ですか。」
５５４ 如何（どう）でも宜（よろ）しうございます。
５５５ 私如何（わたくしどう）しても
５５６ 宜（よろ）しうございますから、
５５７ 屹度（きつと）
５５８ 覚（おぼ）えて在（ゐら）つしやいましよ。」
５５９ 覚（おぼ）えて在（ゐら）つしやいましよ。」
５６０ 優（やさ）しいお言（ことば）を
５６１ 聞（き）かして下（くだ）さいましな。
５６２ 是（これ）なら宜（よろ）しいでせう。」

何為（なぜ） ８
一思（ひとおもひ）に死（し）んで了（しま）はんか、 ８
其の無念（むねん）が ９
那様（そんな） １０
復讐（ふくしう）などは １０
屹（きつ）と霽（はら）さなければ １２
其の恨を忘れることの １３
それで、高利貸（かうりかし）の ４５ １
殆（ほとん）ど ２
人を殺す程（ほど）の ２
辱（はづかし）められもした、 ５
其の金銭か有つたら ６
人などを信（しん）じるよりは、金銭を ９
夐（はる）か頼（たのみ）になりますよ、 １０
恁云（かうい）ふ考（かんがへ）で １１
此の １１
商賣に入（はい）つた １１
仰（あほ）ぎて ４６ １
仰（あほ）ぎて １
高笑（たかわらひ）しつゝも、 １
其の面（おもて）は １
然（さ）るべき所見（かんがへ）を ３
然（さ）れども、彼は ４
此の面白き世に ５
暁（さと）らざるならん。 ６
夫（そ）を教（をし）へん、と ７
望（のぞみ）を失（うしな）はざるなりき。 ７
依様（やはり）頼（たのみ）にならないと ８
「疑ふ、疑はんと云ふのは １０
一の次（つぎ）で、 １０
私は其の失望以來（しつばういらい） １０
此の世の中が １０
嫌（きらひ）で、 １０
誠（まこと）も � �――― １２
命懸（いのちか）けて １２
貴方（あなた）を思ふ者（もの）がございましても？」 １２
今は取附く島（しま）も無くて、 ４７ ５
「これは恐入（おそれい）ります。」 ８
醉（ゑひ）は有りながら、 ９
醉（ゑ）へる體（てい）も無くて、 １０
三盃目を易（か）へつ。 １２
「間（はざま）さん、」と、呼（よば）れし時、 １３
遽（にはか）に應（こと）ふる １３
口に出します迄には、 ４８ ２
無い時には、と ３
胸（むね）に疊（たゝ）んで ３
謝絶（ことわり）を受（う）けては、 ５
謝絶（ことわり）を受（う）けては、 ５
ハンカチイフを ７
取りて、 ７
此座（このざ）が起（たゝ）れません。 ８
お話は？」 １３
「何（どう） ４９ ２
云（い）ふお話ですか。」 ２
奈何（どう）でも宜（よろし）うございます。 ３
私奈何（どう）しても ３
宜（よろし）うございますから、 ４
屹（きつ）と ６
覚（おぼ）えて被在（ゐらつしや）いましよ。」 ６
覚（おぼ）えて被在（ゐらつしや）いましよ。」 ６
優（やさ）しい言（ことば）を ８
お聞（きか）せ下さいましな。 ８
是なら宜（よろし）いでせう。」 １２
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５６３ 其太股（そのふともヽ）を
５６４ したゝか撮（つめ）れば、
５６５ 覆（くつかへ）らむとするを支（さヽ）へつゝ
５６６ 身（み）を飛退（とびの）き、
５６７ 手（て）を鳴（なら）して
５６８ 婢（をんな）を呼（よ）びけり。
５６９（三）の壹 赤坂氷川（あかさかひかは）の邊（へん）に
５７０［明３０．９．１７］御前（ごぜん）と言（いへ）ば
５７１ 俥（くるま）に積（つ）みて
５７２ 呼（よ）ばるゝにぞありける。
５７３ 仔細（しさい）を
５７４ 貴族院（きぞくゐん）の椅子（いす）を占（し）めて
５７５ 正（まさ）に出（いづ）るに
５７６ 邸内（ていない）には
５７７ 昔（むかし）を摸（うつ）せる
５７８ 三層（そう）の煉瓦造（れんぐわつくり）の
５７９ 此殿（このとの）の數寄（すき）にて
５８０ 閑日月（かんじつげつ）を、書（しよ）に耽（ふけ）り、
５８１ 專（もは）ら寫眞（しやしん）に遊（あそ）びて、
５８２ 自（おのづ）からなる
５８３ 五萬石（ごく）の品格（ひんかく）は、
５８４ 面白（おもしろ）う眉秀（まゆひい）でゝ、
５８５ 眼爽（まなこさはやか）に、
５８６ わたらせらるゝとは、
５８７ 誇（ほこ）る所（ところ）たり。
５８８ 空（むな）しからざること
５８９ 蝶（てふ）を捉（とら）へむとする
５９０ 逸早（いちはや）き雅（みやび）に慰（なぐさ）み、
５９１ 彼地（かのち）に
５９２ 留学（りうがく）の日（ひ）
５９３ 陸軍中佐（りくぐんちゆうさ）なる人（ひと）と娘（むすめ）と
５９４ 月下（げつか）の小舟（こぶね）に
５９５ 此水（このみず）の
５９６ 終（つひ）に涸（か）るゝ日（ひ）は
５９７ あらむとも、
５９８ 我戀（わがこひ）の
５９９ 母君（はゝぎみ）に請（こ）ふことありしに、
６００ いといたう
６０１ 家（いへ）の大事（だいじ）なり。
６０２ かしこくも
６０３ 我（わが）田鶴見（たづみ）の
６０４ 家（いへ）を
６０５ 殿（との）も所為無（せむな）くて、
６０６ 憂（う）きは死（し）なゝむと味氣（あぢき）なく
６０７ 物思（ものおも）ふ積（つもり）にやありけむ、
６０８ 益深（ます � �ふか）く、
６０９ 世襲（せいしふ）の貴（たうと）きも
６１０ 何（なに）にかはせむと、
６１１ 筐（かたみ）こそ仇（あだ）ならず
６１２ 壁（かべ）に掛（か）けて、無妻（むさい）の妻（さい）と劬

（おは）り冊（かしづ□）ける半身像（はんしんざう）は、
６１３ 苦（ねむごろ）に手寫（しゆしや）して、
６１４（三）の二 此失望（このしつばう）の極放肆遊惰（きよくはうしいうだ）の
６１５［明３０．９．１８］其人（そのひと）迂（う）ならず、
６１６ 田鶴見家（たづみけ）も、
６１７ 容易（ようい）に支出（しヽゆつ）する
６１８ 引受（ひきう）くる輩（ともがら）の
６１９ 此（こヽ）に便（たよ）らむと
６２０ 賢（かしこ）き畔柳（くろやなぎ）は
６２１ 其藩士（そのはんし）なる
６２２ 絶（た）えてあらざるなり。
６２３ 鰐淵（わにぶち）が名（な）の
６２４ 此資本主（このしほんぬし）の

其の太股（ふともゝ）を ５０ ２
絶（したゝ）か撮（つめ）れば、 ２
覆（くつかへ）らんとするを支（さゝ）へつゝ ３
身を開（ひら）きて、 ４
手を打鳴（うちなら）して ４
婢（をんな）を呼（よ）ぶなりけり。 ５
赤坂氷川（あかさかひかは）の邊（ほとり）に ５１ ２
御前（ごぜん）と言へば ２
車に積（つ）みて ３
呼（よば）るゝにぞありける。 ４
子細（しさい）を ４
貴族院（きぞくゐん）の椅子（いす）を占（し）めて、 ６
正（まさ）に出づるに ９
邸内（ていない）には、 １１
昔（むかし）を摸（も）せる １１
三層（さんそう）の煉瓦造（れんぐわづくり）の １２
此の殿（との）の數寄（すき）にて、 １２
閑日月（かんじつげつ）をば、書（しよ）に耽（ふけ）り、 ５２ ２
專（もつは）ら寫眞に遊びて、 ３
自（おのづか）らなる ５
七萬石の品格（ひんかく）は、 ５
面（おもて）白う眉秀（まゆひい）でゝ、 ５
眼爽（はなこさはやか）に、 ６
わたらせらるゝとは ８
誇（ほこ）る所なり。 ８
空（むな）しからざること、 ９
蝶を捉（とら）へんとする ９
逸早（いちはや）き風流（みやび）に慰（なぐさ）み、 １１
彼の地に １２
留学（りうがく）の日、 １２
陸軍中佐なる人の娘と １３
月下（げつか）の小舟（をぶね）に １３
此の水の ５３ １
終（つひ）に涸（か）るゝ日は １
あらんとも、 ２
我が戀（こひ）の ２
母君（はゝきみ）に請（こ）ふことありしに、 ２
いと太（いた）う ２
家の大事（だいじ）ぞや。 ４
畏（かしこ）くも ５
我（わ）が田鶴見（たづみ）の ５
家をば ５
殿（との）も所為（せん）無くて、 ７
憂（う）きは死（し）なゝんと味氣（あぢき）なく ９
物思ふ積（つもり）にやありけん、 １０
益（ますま）す深く、 １３
世襲（せいしふ）の貴（たうた）きも ５４ １
何にかはせんと、 １
形見（かたみ）こそ仇（あだ）ならず ２
壁（かべ）に掛（か）けたる半身像（はんしんぞう）は、 ２

苦（ねんごろ）に手寫（しゆしや）して、 ３
此の失望（しつばう）の極放肆遊惰（きよくはふしいうだ）の ４
其の人迂（う）ならず、 ７
田鶴見家（たつみけ）も、 ８
容易（ようい）に支出（しする）する １１
引受（ひきう）くる輩（はい）の １２
此（こゝ）に便（たよ）らんと １２
慧（さかし）き畔柳（くろやなぎ）は １３
其の藩士（はんし）なる ５５ １
絶（た）えてあらざるなりき。 ４
鰐淵か名の ５
此の資本金（しほんぬし）の ６
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６２５ 才覚（さいかく）あるものなりければ、
６２６ 賣買（ばい � �）を周旋（しゆうせん）し、
６２７ 茶（ちや）の
６２８ 濁（にご）さずといふこと
６２９ 首尾好（しゆびよ）く
６３０ 終（つひ）には
６３１ 警部（けいぶ）まで
６３２ 此種（このしゆ）の悪手段（あくしゆだん）に
６３３ 或（あるひ）は欺（あざむ）き、
６３４ 數萬（すまん）に上（のぼ）るとぞ
６３５ 聞（きこ）えたる。
６３６ 六臂（ろくひ）の働（はたらき）は、
６３７ 其家（そのいへ）に
６３８（三）の三 八疊（でふ）の一間（ひとま）を
６３９［明３０．９．１９］與（あた）へられて
６４０ 彼（かれ）を出（いだ）すことを
６４１ 傍若干（かたはらいくばく）の
６４２ 我（わが）
６４３ 少額（こがね）をも
６４４ 張（は）らむよりは、
６４５ 疑（うたが）へり。
６４６ 貫（くわん）一はおのれの
６４７ 暖簾（のふれん）を分（わ）けて
６４８ 後見（うしろみ）は
６４９ して
６５０ くれむと、
６５１ お峯（みね）は四十三なり。
６５２ 憂（うれひ）を見（み）ること
６５３ 知（し）らざるに引替（ひきか）へて、
６５４ 心（こヽろ）は有（も）てるなりけり。
６５５ 其執念（そのしふねん）の
６５６ 駆（か）るまゝに
６５７ 以（もつ）て聊（いさヽ）か
６５８ 枯膓（こちやう）を癒（いや）さむが為（ため）に、
６５９ 温（あたヽ）かき憐愍（れんみん）とを
６６０ 被（かうむ）らむは、
６６１ 乳（ち）を得（え）むーとよりも
６６２ 乳（ち）を得（え）むーとよりも
６６３ 喜（よろこび）なる哉（かな）。
６６４ 彼（かれ）は此喜（このよろこび）を
６６５ 今（いま）は呵責（かしやく）をも
６６６ 此信用（このしんよう）の
６６７ 此憐愍（このれんみん）も
６６８ 目前（もくぜん）なるを
６６９（三）の四 毒（どく）は毒（どく）を以（も）つて
６７０［明３０．９．２０］生殺（なまごろし）の関係（くわんけい）にて、
６７１ 之（これ）に懸（かヽ）りては
６７２ 血反吐（ちへど）を噴（はか）さるゝもの
６７３ 口惜（くちを）しければ、
６７４ 再（ふたヽ）び那奴（しやつ）の翅（はがい）を
６７５ 展（の）べしめざらむに
６７６ 其家（そのいへ）に
６７７ 翻弄（ほんろう）せられけるを
６７８ 内硬強（しんねりづよ）く
６７９ 内硬強（しんねりづよ）く
６８０ 仕込杖（しこみづゑ）を
６８１ 白刃（しらは）を危（あやう）く
６８２ 動（うご）かざりける折（をり）から、
６８３ 乱拳（らんけん）に圍（かこ）まれて
６８４ 之（これ）が為（ため）に彼（かれ）の
６８５ 恁（かヽ）る事（こと）
６８６ ありける翌日（よくじつ）は
６８７ 其體（そのたい）の弱（よわ）く、

才覚（さいかく）ある者なりければ、 ８
賣買（ばい � �）を周旋（しうせん）し、 ９
茶を １１
濁（にご）さずといふーと １１
首尾好（しゆびよ）く、 １２
竟（つひ）には １２
警部（けいぶ）にまで １２
此の種（しゆ）の悪手段（あくしゆだん）に ５６ １
或（ある）は欺（あざむ）き、 ２
殆（ほとん）と數萬に上（のぼ）るとぞ ５
聞えし。 ６
六臂（ろつぴ）の働（はたらき）は、 ９
其の家に １２
八疊（はちでふ）の一間（ひとま）を １３
與（あた）へられて、 １３
彼を出（いだ）すーとを ５７ ２
傍若干（かたはらそくばく）の ４
我（わ）が ４
小額（こがね）をも ４
張らんよりは、 ５
疑（うたが）ひしなり。 ５８ １
貫一は已（おのれ）の １
暖簾（のれん）を分（わ）けて ５
後見（かうけん）は ６
為（し）て ６
くれんと、 ６
お峯（みね）は四十六なり。 ７
憂（うれひ）を見ること、 ８
知らざるに引易（ひきか）へて、 ９
心は有（も）てるなり。 １０
其の執念（しふねん）の ５９ １
駆（か）るまゝに、 ２
以つて聊（いさゝ）か ２
枯腸（こちやう）を癒（いや）さんが為に、 ３
温（あたゝか）き憐愍（れんみん）とを ５
被（かうむ）らんは、 ５
乳（ち）を得（え）んとよりも ６
乳（ち）を得（え）んとよりも ６
喜（よろこび）なる哉（かな）、 ６
彼は此の喜を ６
呵責（かしやく）をも ７
此の信用の ８
此の憐愍も ８
目前（もくぜん）なるべきを ９
毒（どく）は毒（どく）を以（も）て １１
生殺（なまごろし）の関係（かんけい）にて、 １２
之に係（かゝ）りては、 ６０ ２
血反吐（ちへど）を噴（はか）されし者 ３
口惜（くちをし）ければ、 ５
再ひ那奴（しやつ）の翅（はがい）を、 ６
展（の）べしめざらんに ６
其の家に ７
飜弄（ほんらう）せられけるを、 ８
柔 （しんねり）強（つよ）く １０
柔 （しんねり）強（つよ）く １０
仕込杖（しこみつゑ）を １１
白刃（はくじん）を危（あやう）く １２
動（うご）かざりしを、 １３
乱拳（らんけん）に圍（かこま）れて １３
之か為に彼の ６１ １
恁（かゝ）ること ４
ありし翌日（よくじつ）は ４
其の體（たい）の弱く、 ７
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６８８ 其情（そのじやう）の
６８９ 此業（このげふ）に
６９０ 此悪（このあく）を作（な）すに
６９１ 爾来（じらい）終天（しゆうてん）の
６９２ 其苦悶（そのくもん）の
６９３ 其失望（そのしつばう）と恨（うらみ）とを
６９４ 忘（わす）れむが為（ため）には、
６９５ 苦悶（くもん）をば
６９６ 辞（じ）せざるなりけり。
６９７（三）の五 残刻（ざんこく）を悔（く）ゐ、
６９８［明３０．９．２１］雲（くも）のたヾずまひも匂（にほ）はしう、
６９９ 雲（くも）のたヾずまひも匂（にほ）はしう、
７００ （や）せたる
７０１ 貫一（くわんいち）は横（よこた）はれり。
７０２ 杖（ほヽづゑ）を倒（たふ）して、
７０３ 括嚢（くヽりまくら）に重（おも）き頭（かしら）を
７０４ 折（をり）しも誰（たれ）ならむ、
７０５ 目（め）を塞（ふた）ぎて居（ゐ）たり。
７０６ 襖（ふすま）を
７０７ 「氣分（きぶん）は如何（どう）です。」
７０８ 是（これ）は
７０９ いろ � �御馳走様（ごちそうさま）でございます。」
７１０ 「はあ、畔柳様（くろやなぎさん）ですか。」
７１１ 「それが、
７１２ 如何（どう）だか
７１３ お峯（みね）は苦笑（くせう）しつ。
７１４ 其面（そのおもて）の
７１５ 櫛（くし）の歯透（はとお）りて
７１６ 赤（あか）き方（かた）なれど
７１７ 常（つね）に染（そ）めたるが、
７１８ かゝるをや
７１９ 茶縞（しやじま）の
７２０ フランネルの
７２１ 「何故（なぜ）ですか。」
７２２ 言（い）はむか、
７２３ 言（い）はざらむかを
７２４ 豫（ためら）へる
７２５ 栗（くり）を取（と）りて剥（む）いて居（ゐ）たり。
７２６ 「あの、赤樫（あかがし）の
７２７ 有（あ）るぢやありませんか。
７２８ 首（くび）を傾（かたふ）けたり。
７２９ 思合（おもひあは）するなるべし。
７３０ 「然（さ）うでせう。」
７３１ 那麼事（そんなこと）は無（な）からうと
７３２ 然（さ）う
７３３ いふ噂（うはさ）が
７３４ 「あれ、那麼（そんな）剥（む）きやうをしちや
７３５（三）の六 其（そ）の言（い）はむとする所（ところ）を
７３６［明３０．９．２３］言（い）はむとには、
７３７ 手（て）を束（つか）ねて在（あ）らむより、
７３８ 其頂（そのいたヾき）より
７３９ 「一寸（ちよいと）
７４０ 「一寸（ちよいと）
７４１ 「然（さ）う
７４２ いふ事（こと）が
７４３ 「だつて私（わたし）の
７４４ 皆（みんな）其話（そのはなし）を
７４５ 成程（なるほど）
７４６ あゝ
７４７ いふ風（ふう）ですから、
７４８ 其（それ）は
７４９ 然（さ）うかも
７５０ 氣心（きごヽろ）も知合（しりあ）つて、

其の情（じやう）の ７
此の業（げふ）に ８
此の悪（あく）を作（な）すに １１
爾来（じらい）終天（しうてん）の １２
其の苦悶（くもん）の １３
其の失望と恨とを ６２ １
忘れんが為には、 １
苦悶（くもん）を ２
辞（じ）せざるなり。 ２
残刻（ざんこく）を悔（く）い、 ３
雲の布置（たゞずまひ）匂（にほ）はしう、 ６
雲の布置（たゞずまひ）匂（にほ）はしう、 ６
（やせ）せたる ８
貫一は横（よこたは）れり。 ８
杖（ほゝつゑ）を倒（たふ）して、 １０

枕嚢（くゝりまくら）に重き頭（かしら）を １０
折しも誰ならん、 １２
目を塞（ふた）ぎ居たり。 １３
紙門（ふすま）を １３
「氣分（きぶん）は奈何（どう）です。」 ６３ ６
これは ７
色ゝ御馳走様（ごちそうさま）でございます。」 ７
「はあ、畔柳（くろやなぎ）さんですか。」 ６４ １
「それが ２
奈何（どう）だか ２
お峯（みね）は苦笑（にがわらひ）しつ。 ３
其の面（おもて）の ３
櫛（くし）の歯通（はとほ）りて、 ４
赤き方（かた）なれど、 ５
常（つね）に涅（くろ）めたるが、 ７
恁（かゝ）るをや ７
茶柳條（じま）の ８
フラネルの ８
「何為（なぜ）ですか。」 １１
言はんか、 １３
言はざらんかを １３
遅（ためら）へる １３
栗（くり）を取りて剥（む）き居たり。 ６５ １
「あの赤樫（あかがし）の ３
有るぢやありませんか、 ４
首（くび）を傾（かたむ）けたり。 ７
思合すなるべし。 ７
「然（さう）でせう。」 ８
那様（そんな）事は無からうと １０
然（さう） １２
云（い）ふ噂が １２
「あれ、那様（そんな）剥（む）きやうをしちや ６６ ２
其の言はんとする所を ５
言はんとには、 ５
手を束（つか）ねて在（あ）らんより、 ６
其の頂（いたゞき）より ７
「些（ちよい）と ８
「些（ちよい）と ８
「然（さう） １１
云（い）ふ事が １１
「だつて、私（わたし）の １２
皆（みんな）其の話を ６７ ２
成程（なるほど）、 ４
那（あゝ） ４
云（い）ふ風（ふう）ですから、 ４
それは ４
然（さう）かも ４
氣心も知り合つて ５
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７５１ 家内（うち）の族（ひと）も
７５２ 如何（どう）したら
７５３ 可（よ）からうと思（おも）つてね。」
７５４ 「おや、是（これ）は
７５５ 此虫（このむし）は
７５６ 如何（どう）でせう。」
７５７ 「や、非常（ひじやう）ですな。」
７５８ 「然（さ）うです。」
７５９ 心進（こヽろすヽ）まざらむやうに
７６０ 愈（いよ � �）等閑（なほざり）なりき。
７６１ 「是（これ）は
７６２ 本當（ほんと）に
７６３ 此處（こヽ）きりの話（はなし）ですからね。」
７６４ 此處（こヽ）きりの話（はなし）ですからね。」
７６５ 食（くら）はむとせし栗（くり）を
７６６ 持直（もちなほ）して、
７６７ 秘密（ひみつ）を語（かた）らむとする
７６８ 其（それ）に違無（ちがひな）いの！」
７６９ 馬鹿（ばか）な事（こと）が
７７０ 貴方（あなた）。」
７７１ 女房（にようばう）の私（わたし）が…………
７７２ 塾（じ）と思入（おもひい）りて、
７７３ 其一（そのひと）つを終（を）ふるまで
７７４ さて徐（おもむ）ろに、
７７５ 私（わたし）も何（なに）も言（い）ひはしませんけれど、
７７６ 赤樫（あかヾし）さんといふものが
７７７ 其上（そのうへ）に那（あ）の女（をんな）だ！
７７８ 居（ゐ）た日（ひ）には末始終（すゑしヾゆう）
７７９ 利根（りこう）で居（ゐ）ながら
７８０ 如何（どう）したと
７８１ 云（い）ふのでせう。」
７８２（三）の七 粧（しや）れてゐますわね。
７８３［明３０．９．２４］粧（しや）れてゐますわね。
７８４ 仕立下（したておろ）しずくめで、
７８５ その綺麗事（き□ひごと）と
７８６ 謂（い）つたら。
７８７ 知（し）れきつて
７８８ 居（ゐ）るの。」
７８９ 「それが事實（じヾつ）なら
７９０ 貫一（くわんいち）の氣乗（きのり）せざるを
７９１ 彌（いよい）よ好（よ）くない。
７９２ 那（あ）の女（をんな）に
７９３ 思直（おもひなほ）せども貫（くわん）一が
７９４ 「而（さう）して
７９５ それは何日頃（いつごろ）からの
７９６ 「然（しか）し
７９７ 何（なに）しろ
７９８ 「それに就（つ）いて
７９９ 私（わたし）も篤（とく）くり言（い）はうと
８００ 是（これ）と云（い）ふ
８０１ 證據（しやうこ）が無（な）くちや
８０２ 口（くち）が出（だ）せませんから、
８０３ 突止（つきと）めたいのですけれど、
８０４ お頼（たのみ）があるのです。
８０５ お前（まへ）さん寝（ね）てお在（いで）でないと、
８０６ 行（ゆ）けよ命（めい）ぜられたると
８０７ 奚（なん）ぞ擇（えら）ばむ。
８０８ 差支（さしつかへ）ございません、
８０９ 如何（どう）いふ事（こと）ですか。」
８１０ 然（しか）し餘（あんま）りお氣（き）の毒（どく）ね。」
８１１ 耀（かゞや）くばかりに喜（よろこ）びぬ。
８１２ 之（これ）に酬（むく）ゐるの
８１３ 薄儀（はくぎ）に過（す）ぎたるが、

家内（うち）の人も ６
奈何（どう）したら ７
可（よ）からうかと思つてね。」 ７
「おや、これは １０
此の虫は １０
奈何（どう）でせう。」 １０
「非常（ひじやう）ですな。」 １１
「然（さう）です。」 １３
心進（すゝ）まざらんやうに ６８ １
愈（いよい）よ等閑（なほざり）なりき。 ２
「これは ３
本當（ほんたう）に ３
此處（こゝ）限（ぎり）の話ですからね。」 ４
此處（こゝ）限（ぎり）の話ですからね。」 ４
食（く）はんとせし栗を ６
持ち直して、 ６
秘密（ひみつ）を語（かた）らんとする ７
其（それ）に違（ちがひ）無いの□」 １１
馬鹿な事が、 １３
貴方（あなた）…………。」 １３
女房（ほようばう）の私が………… ６９ １
熟（じ）と思ひ入りて、 ３
其の一つを終（を）ふるまで １１
さて徐（おもむろ）に、 １２
私は何も言ひはしませんけれど、 ７０ １
赤樫（あかゞし）さんといふ者が ２
其の上に那（あ）の女だ！ ３
居た日には、末始終（すゑしゞゆう） ６
利巧（りかう）で居ながら ７
奈何（どう）したと ７
云ふのでせう。 ７
冶（しや）れてゐますわね、 １０
冶（しや）れてゐますわね、 １０
仕立下（したておろ）し渾成（ずくめ）で、 １１
その奇麗事（きれいごと）と １１
謂（い）つたら、 １１
知れ切つて １３
居るの」 １３
「それが事實（しゞつ）なら ７１ １
貫一の氣乗（きのり）せぬを ４
彌（いよい）よ善くない。 ５
あの女に ５
思ひ直せども貫一が ９
「而（さう）して、 １０
それは何頃（いつごろ）からの １０
「然（しか）し、 １２
何にしろ １２
「其（それ）に就（つ）いて １３
私も篤（とつく）り言はうと １３
是といふ ７２ １
證據（しようこ）が無くちや １
口が出ませんから、 １
突止（つきと）めたいのだけれど、 ２
お頼（たのみ）かあるのです。 ５
お前さんが寝（ね）てお在（いで）でないと、 ６
行けよと命（めい）ぜられたると ８
奚（なん）ぞ擇（えら）ばん、 ８
差支（さしつかへ）ございません。 １０
奈何（どう）いふ事ですか。」 １０
餘（あんま）りお氣の毒ね。」 １１
耀（かゞや）くばかりに懽（よろこ）びぬ。 １２
之に酬（むく）ゆるの ７３ ２
薄儀（はくぎ）に過（す）ぎたるを、 ３
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８１４ 今更（いまさら）に可愧（はづかは）しきを
８１５ 覚（おぼ）ゆるなりき。
８１６ 何時頃行（いつごろい）つて
８１７ 何時頃歸（いつごろかえ）つたか。
８１８ 其様子（そのやうす）だけ解（わか）れば、
８１９ 可（い）いのです。」「はあ、それだけで宜（よろ

し）いので。」「それだけ知（し）れゝば、
８２０ 帯（おび）を解（と）かむとすれば、
８２１ 今車（いまくるま）を呼（よ）びに遣（や）るから。」
８２２ お峯（みね）は恠忙（あわたゞ）しく
８２３ 階子（はしご）を下行（おりゆ）きけり。
８２４ 繰返（くりかへ）し � �
８２５ 居間（ゐま）を出（い）でむとしつゝ、
８２６ 思浮（おもひうか）べては
８２７ 不覚（そヾろ）に獨（ひと）り打笑（うちゑ）まれつ。
８２８（四）の壹 車（くるま）を飛（とば）して
８２９［明３０．９．２５］畔柳（くろやなぎ）の許（もと）に趣（おもむ）けり。
８３０ 其居宅（そのきよたく）は
８３１ 横長（よこなが）く
８３２ 百坪約（つぼばかり）を
８３３ 二階建（にかいだて）なり。
８３４ 結構（かまへ）の
８３５ 引替（ひきか）へて、
８３６ 木口（きぐち）の撰擇（えらび）の
８３７ 其舊材（そのきうざい）を
８３８ 此家（このいへ）に
８３９ 公然（おほやけ）の出入（でいり）を
８４０ 玄関側（げんくわんわき）なる格子口（かうしぐち）より
８４１ 鰐淵（わにぶち）が履物（はきもの）は
８４２ 思（おも）ひつゝ案内（あない）すれば、
８４３ 呼（よ）びたりしに
８４４ 答（こた）へざりければ、
８４５ （なし）
８４６ 病勝（やまいがち）に
８４７ 痩衰（やせおとろ）へたる
８４８ 五躰（たい）は
８４９ 惨 （々いた � �）しき姿（すがた）しながら、
８５０ 何處（いづこ）より出（い）づる音（ね）ならむと
８５１ 化物（ばけもの）と謂（おも）へる
８５２ 其人（そのひと）なり。
８５３ 恭（うや � �）しく
８５４ 禮（れい）を為（な）して、
８５５ 今日（こんにち）は急（いそ）ぎまするので、
８５６ 一寸（ちよつと）呼（よ）びに
８５７ 一寸（ちよつと）呼（よ）びに
８５８ 此間（このひま）に
８５９ 此探偵一件（このたんていいつけん）を
８６０ 處置（しよち）せむかと
８６１ 息喘（いきせ）き還來（かへりき）にける
８６２ 旋（やが）て妻（つま）の出（い）でゝ、例（れい）の
８６３ 「あの、
８６４ 唯今一寸（たヾいまちよつと）
８６５ 唯今一寸（たヾいまちよつと）
８６６ 手（て）が放（はな）せませんので、
８６７ 直（ぢき）そこですよ、
８６８ 案内（あんない）を為（さ）せます。
８６９ あの、豊（とよ）や！」
８７０ 後（うしろ）さま
８７１ 玉川砂礫（じやり）を敷（し）きたる
８７２ 三棟（みむね）並（なら）べる
８７３ 御膳籠舁入（ごぜんかごかきい）るゝは
８７４ 一間（ま）に導（みちび）かれぬ。
８７５（四）の二 執持（とりもち）に召（め）されて、

今更に可愧（はづか）しく ３
覚（おぼ）ゆるなり。 ３
何頃（いつごろ）行つて ６
何頃歸つたか、 ６
其の様子だけ解（わか）れば、 ７
可いのです。それだけ知れゝば

８
帯（おび）を解（と）かんとすれば、 １１
今俥（くるま）を呼びに遣（や）るから。」 １２
お峯は忙（せは）しく １３
階子（はしご）を下行（おりゆ）けり。 １３
繰返（くりかへ）しゝゝゝ ７４ １
居間（ゐま）を出でんとしつゝ、 ２
思ひ浮（うか）べては ５
漫（そゞろ）に獨り打笑（うちゑま）れつ。 ５
俥を飛（とば）して ７５ ２
畔柳の許（もと）に赴（おもむ）けり。 ２
其の居宅（きよたく）は ２
横長（よこなが）に ４
三百坪約（つぼばかり）を ４
二階建（にかいたて）なり。 ５
構（かまへ）の ５
引易（ひきか）へて、 ６
木口（きぐち）の撰擇（せんたく）の ６
其の舊材（きうざい）を ６
此家（このいへ）に ８
公然（こうぜん）の出入（でいり）を ８
玄関側（げんかんわき）なる格子（かうし）口より ８
鰐淵の履物（はきもの）は １０
思ひつゝ音（おと）なへば、 １２
呼（よ）びたりしに、 ７６ １
答（こた）へざりければ １
旋（やが）て １
病勝（やまいかち）に ３
痩衰（やせおとろ）へたる ３
五體（ごたい）は ３
惨 （々いた � �）しながら、 ４
何處（いつこ）より出づる音（ね）ならんと、 ５
化物（はげもの）と謂（い）へる ６
其の人なり。 ６
恭（うや � �）しき ８
禮（れい）を作（な）して、 ８
今日（こんにち）は急（いそ）ぎまするで、 ９
些（ちよつ）と呼（よ）びに １３
些（ちよつ）と呼（よ）びに １３
此間（このあひだ）に ７７ ３
此の探偵一件（たんてんいつけん）を ４
處置（しよち）せんかと ４
息促（いきせ）き還來（かへりき）にける ５
旋（やが）て妻の出でゝ例（れい）の ５
「あの ７
唯今些（ちよつ）と ７
唯今些（ちよつ）と ７
手が放（はな）せまんので、 ７
直（ぢき）其處（そこ）ですよ、 ８
案内（あんない）を為（さ）せます ８
あの豊（とよ）や！」 ９
後（うしろ）さまに １１
玉川砂礫（ざり）を敷（し）きたる １２
三棟（むね）並（なら）べる １３
御前籠舁（ごぜんかごかき）入るゝは ７８ ２
一間（ひとま）に導（みちび）かれぬ。 ５
執持（とりもち）に召（めさ）れて、 ８
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８７６（四）の三と誤植）所望（しよまう）ありければ、先（ま）づ
８７７［明３０．９．２７］三階（がい）に案内（あない）すとて、
８７８ 迂曲階子（まはりばしご）の半（なかば）を
８７９ 其客（そのきやく）の
８８０ 瑚珊（さんご）の六分玉（ぶだま）の
８８１ 類（たぐ）ふべくも無（な）く、
８８２ 繻珍（しゆちん）を高（たか）く負（お）ひたり。
８８３ 繻珍（しゆちん）を高（たか）く負（お）ひたり。
８８４ 緩（ゆる）く匂滴（にほひこぼ）して、
８８５ 先立（さきだ）ちけるが、彼（かれ）の
８８６ 見（み）えければ、弗（ふ）と其（それ）に
８８７ あなや僵（たふ）れむと為（し）たり。
８８８ 御免遊（ごめんあそ）ばしまして。」
８８９ こたびは薄氷（はくひよう）を
８９０ 其帯（そのおび）の解（と）けたるを見（み）て、
８９１ 「一寸（ちよいと）お待（ま）ちなさい。」
８９２ 「一寸（ちよいと）お待（ま）ちなさい。」
８９３ 「一寸（ちよいと）お待（ま）ちなさい。」
８９４ 進寄（すヽみよ）りて結（むす）ばむとするを、
８９５ さあ、
８９６ 凝（じつ）として。」
８９７ 手（て）を煩（わづらは）せし彼（かれ）の心（こヽろ）は
８９８ 此（この）
８９９ 慈（やさし）さを
９００ 櫻（さくら）の花（はな）の香（かをり）
９０１ あらむやうにも
９０２ 覚（おぼ）ゆるなりけり。
９０３ 彼（かれ）は女（おんな）四書（しよ）の
９０４ 身（み）の華（はな）とは為（な）すに足（た）らず、
９０５ めでたき人（ひと）にも
９０６ 遇（あ）へるかなと、
９０７ したゝかに
９０８ 窓（まど）に寄行（よりゆ）きて、
９０９ 効 （々かひ � �）しく
９１０ 一番見晴（いちばんみはらし）が宜（よろ）しいので
９１１ 「まあ、好（い）い
９１２ 氣色（けしき）ですことね！
９１３ 木犀（もくせい）が匂（にほ）ひますね、
９１４（四）の三 此秋霽（このしゆうせい）の朗（ほがらか）に
９１５［明３０．９．２８］夢（ゆめ）など見（み）るらむ
９１６ 其姿（そのすがた）を照（てら）して、
９１７ 真珠（しんじゆ）は焚（も）ゆるが如（ごと）く
９１８ 澄（す）みに澄（す）みて、玉（たま）や延（の）べたると想

（おも）はしむる添景（てんけい）を得（え）たる彼（かれ）の
９１９ 白（しろ）き花（はな）を活（い）けたる風情（ふぜい）あり。
９２０ 白（しろ）き花（はな）を活（い）けたる風情（ふぜい）あり。
９２１ 不束（ふつヽか）に眺入（ながめい）りたり。
９２２ 其目（そのめ）の爽（さはやか）にして
９２３ 滴（た）るばかり
９２４ 其眉（そのまゆ）の思（おも）へるまゝに
９２５ 其口元（そのくちもと）の莟（つぼみ）ながら
９２６ 其鼻（そのはな）の似（に）るものも無（な）く
９２７ いと好（よ）く
９２８ 瑩澤（つやヽか）に
９２９ 髪際（はつぎは）の少（すこ）しく
９３０ 自（おのづ）から愁（うれ）はしう
９３１ 可惨（いたはし）きことなり。
９３２ 心私（こヽろひそか）に驚（おどろ）きつゝ、
９３３ 其物（そのもの）を奪（うば）はむと覘（ねら）ふが如（ごと）く、
９３４ 我（われ）を失（うしな）へる
９３５ 此貴婦人（このきふじん）の傍（かたはら）には
９３６ 彼（かれ）は巳（おのれ）の
９３７ 思（おも）ひて巳（や）まざりき。

所望（しよまう）ありければ先（ま）づ ９
三階（さんがい）に案内（あんない）すとて、 １０
迂廻階子（まはりばしご）の半（なかば）を １０
其の客の １１
瑚珊（さんご）の六分玉（ぶだま）の １２
類（たぐ）ふべき無く、 ７９ １
七絲（しちん）を高く負（お）ひたり。 ２
七絲（しちん）を高く負（お）ひたり。 ２
緩（ゆる）く匂（にほひ）零（こぼ）して、 ３
先立ちけるか、彼（かれ）の ６
見えければ、ふと其（それ）に ７
あなや僵（たふ）れんと為（し）たり。 ８
御免（ごめん）あそばしまして。」 １３
這度（こたび）は薄氷（はくひよう）を ８０ ２
其の帯の解（と）けたるを見て、 ２
「些（ちよつ）とお待（ま）ちなさい。」 ４
「些（ちよつ）とお待（ま）ちなさい。」 ４
「些（ちよつ）とお待（ま）ちなさい。」 ４
進寄（すゝみよ）りて結（むす）ばんとするを、 ５
さあ ７
熟（じつ）として。」 ７
手を労（わづらは）せし彼の心は、 ９
此の １０
優（やさ）しさを １０
櫻の花の薫（かをり） １０
あらんやうにも １０
覚（おぼ）ゆるなり。 １１
彼は女四書（ぢよしゝよ）の １１
身の華（くわ）と為すに足（た）らず、 １２
愛（め）でたき人にも ８１ ２
遇（あ）へるかなと ２
絶（したゝか）に ２
窓に寄（よ）り行きて、 ３
効 （々かひ � �）しく ３
一番見晴（みはらし）が宜（よろし）いので ５
「まあ、好（よ）い ７
景色（けしき）ですことね！ ７
木犀（もくせい）か匂（にお）ひますね、 ８
此の秋霽（しうせい）の朗（ほがらか）に ９
夢（ゆめ）など見るらん １０
其の姿（すがた）を照（てら）して、 １１
真珠（しんじゆ）は焚（も）ゆる如く １１
澄（す）みに澄みたる點景（てんけい）の中（うち）に立てる彼の １２

白き花を挿（さ）したらん風情（ふぜい）あり。 １３
白き花を挿（さ）したらん風情（ふぜい）あり。 １３
不束（ふつゝか）に眺（ながめ）入りつ。 ８２ １
其の目の爽（さはやか）にして ２
滴（したゝ）るばかり ２
其の眉（まゆ）の思へるまゝに ２
其の口元の莟（つぼみ）ながら ３
其の鼻（はな）の似（に）るものも無く ４
最（い）も好（よ）く ４
瑩澤（つやゝか）に、 ６
髪際（はへぎは）の少しく ６
自分（おのづか）ら愁（うれ）はしう ８
可傷（いたはし）きとなり。 ９
心に驚きつゝ、 １０
其の物を奪（うば）はんと覘（ねら）ふが如く、 １１
吾を失へる １２
此の貴婦人（きふじん）の傍（かたはら）には １３
彼は己（おのれ）の ８３ １
思ひて止（や）まざりき。 ２
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９３８ 實（げ）に此奥方（このおくがた）なれば、
９３９ 金時計（きんどけい）を持（も）てるも、
９４０ 真珠（しんじゆ）の襟留（えりどめ）も、
９４１ 真珠（しんじゆ）の襟留（えりどめ）も、
９４２ 指環（ゆびわ）を五つ迄（まで）穿（さ）せるも、
９４３ 馬車（ばしや）に乗（の）りて行（ゆ）かむとも、
９４４ 何（なに）をか愧（は）づべき。
９４５ 此嬋娟（このあでやか）に
９４６ 生得（うまれえ）て、
９４７ 而（しか）も此（この）
９４８ 世（よ）の幸（さいはひ）とを
９４９ 恁（かく）もいみじき人（ひと）もあるもの乎（か）。
９５０ 恁（か）う生（うま）れたらむには、
９５１ 其幸（そのさいはひ）は
９５２ 其（その）
９５３ 持成（もてなし）にとて
９５４ 佛蘭西（フランセエ）より
９５５ 持歸（もちかへ）られし
９５６ 取出（とりいだ）して慌忙（あわたヾ）しく薦（すヽ）めたり。
９５７ 乳白色（にうはくしよく）の玉（ぎよく）もて
９５８（四）の四 遠（とほ）き限（かぎ）りは
９５９［明３０．９．２９］彼（かれ）は此鏡（このグラス）の
９６０ 「彼處（あすこ）に遠（とほ）く些（ほん）の
９６１ 顕然（はつきり）見（み）えて、
９６２ 宿（とま）つて居（ゐ）るのが、手（て）に取（と）るやう。」
９６３ 此位（このくらゐ）の
９６４ 眼鏡（めがね）は
９６５ 多度（たんと）無（な）いのでございますさうで、
９６６ 人形（にんぎやう）が能（よう）く見（み）えるのでございます。
９６７ 然（さ）やう思（おも）ふのでございますが、
９６８ 然（さ）ぞ宜（よろ）しうございませう。
９６９ 混雜（ごぢや � �）になつて
９７０ 全然（すつかり）瞞（だま）されましたのでございます。
９７１ 其眼鏡（そのめがね）を
９７２ 仰（おほ）せられますので、…………。」
９７３ 「何有（なあに）、ちつとも
９７４ 御親類方（ごしんるゐがた）も
９７５ 御出（おいで）で
９７６ 在（ゐら）つしやいましたが、
９７７ 皆遣（みなや）つて
９７８ 怺（こら）へかねて失笑（しつせう）しつ。
９７９ それで、推付（おしつ）けやうが悪（わる）い、
９８０ 仰（おほ）せられるものでございますから、
９８１ 泡田（あわだ）と
９８２ 申（まを）す者（もの）は、
９８３ 彼（かれ）の喜（よろこ）べるを
９８４ 見（み）て、
９８５ 薦（すヽ）めて、
９８６ 猶（なほ）語續（かたりつヾ）けつ。
９８７ 御自身（ごじヽん）に遊（あそ）ばして御覧（ごらん）で、なるほど
９８８ 聞（きこ）えない、
９８９ 如何（どう）したのか
９９０ 知（し）らんなどゝ、それは、
９９１ 故（わざ）とお考（かむが）へ遊（あそ）ばして、
９９２ 仰（おほ）せられましたのを、
９９３ 其名器（そのめいき）を手（て）にし、
９９４ 其耳（そのみヽ）に
９９５ 親（したし）く睹（み）たらむにも
９９６ お面白（おもしろ）い方（かた）で在（ゐら）つしやいますから、
９９７ お面白（おもしろ）い方（かた）で在（ゐら）つしやいますから、
９９８ 「それでも此（この）二三年（ねん）は
９９９ お顔（かお）をして在（ゐら）つしやるので
１０００ お顔（かお）をして在（ゐら）つしやるので

實（げ）に此の奥方（おくがた）なれば、 ２
金時計（きんとけい）持てるも、 ２
真珠（しんじゆ）の襟留（えりとめ）せるも、 ３
真珠（しんじゆ）の襟留（えりとめ）せるも、 ３
指環（ゆびわ）を五つまで穿（さ）せるも、 ３
馬車に乗（の）りて行かんとも、 ４
何をか愧（は）づへき。 ４
此の嬋娟（あでやか）に ５
生れ得て、 ５
而（しか）も此の ５
世（よ）の幸（さち）とを ５
恁（かく）も痛（いみ）じき人もあるもの乎（か）。 ６
恁（か）う生れたらんには、 ８
其の幸（さいはひ）は ８
其の １１
待（もてなし）にとて １１

佛蘭西（フランス）より １２
持ち歸られし １２
取出して薦（すゝ）めたり。 １３
乳白色（にふはくしよく）の玉（ぎよく）もて ８４ ２
遠（とお）き限（かぎり）は ５
彼は此の鏡（グラス）の ６
「那處（あすこ）に遠く些（ほん）の ７
昭然（はつきり）見えて、 ８
宿（とま）つて居るのが手に取るやう。」 ９
此の位の １０
眼鏡（めかね）は １０
多度（たんと）御座（ござ）いませんさうで、 １１
人形（にんぎやう）か能（よ）く見えるのでございます。 １２
然（さ）やう思ひますのでございますが、 １３
然（さ）ぞ宜（よろし）うございませう。 １３
紛雜（ごぢや � �）になつて ８５ ３
全然（すつかり）騙（だま）されましたのでございます。 ７
其の眼鏡（めがね）を ９
仰（おほ）せられますので…………。」 １１
「何有（な□に）、ちつとも ８６ ３
御親類方（ごしんるゐかた）も ８
御在（おいで）で ８
被居（ゐらつしや）いましたが、 ８
皆為（みんななす）つて ８
怺（こら）へかねて失笑（しつせう）せり。 １０
それで、未（ま）だ推付けやうが悪（わる）い、 １１
仰（おほ）せられるものでございまから、 １２
速水（はやみ）と １３
申す者は １３
彼の歓（よろこ）べるを ８７ ２
見るより ２
薦（すゝ）めし後（のち）、 ２
さて語り続（つゞ）くるやう。 ２
御自身（ごじしん）に遊ばして御覧（ごらん）でなるほど ５
聞（きこ）えない。 ５
奈何（どう）したのか ５
知らんなんて、それは、 ５
故（わざ）とお考へあそばして、 ７
仰（おほ）せらまれしたのを、 ９
其の名器（めいき）を手にし、 １１
其の耳に １１
親（したし）く睹（み）たらんにも １２
お面白い方で被在（ゐらつしや）いますから、 １３
お面白い方で被在（ゐらつしや）いますから、 １３
それでも此の二三年は ８８ ２
お顔（かほ）をして被在（ゐらつしや）るので ３
お顔（かほ）をして被在（ゐらつしや）るので ３
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１００１（四）の五 貴婦人（きふじん）は徐（しづか）に
１００２［明３０．９．３０］起上（たちあが）りけるが、
１００３ 此度（こたび）は
１００４ 眺（なが）めむとて
１００５ 双眼鏡（そうがんきやう）を
１００６ 取直（とりなほ）してけり。
１００７ 筒（つヽ）の目標（あてど）も
１００８ 無（な）かりければ、
１００９ 鏡面（レンス）に入來（いりきた）りて、
１０１０ 其儘（そのまヽ）仔細（しさい）に視（み）たりしに、
１０１１ 見（み）えけるを、
１０１２ 見（み）えけるを、
１０１３ 心（こヽろ）も無（な）くて
１０１４ 貴婦人（きふじん）は差向（さしむ）けたる手（て）を
１０１５ 葉越（はごし）なれば左右（とかく）に遮（さへぎ）られて思（おも）ふ
１０１６ 漸（やうや）く其顔（そのかほ）の
１０１７ 髪（かみ）は黒（くろ）けれど眞額（まつかう）の
１０１８ 肖（に）たりとは未（おろか）や、得忘（えわす）れぬ
１０１９ 其（そ）の面影（おもかげ）と、
１０２０ 戀（こひ）しさと可懐（なつかし）さの
１０２１ 其外（そのほか）ならざりし
１０２２ 月（つき）は朧（おぼろ）なりしかど。
１０２３ 筺（かたみ）にして、
１０２４ 心（こヽろ）はつゆも昔（むかし）に
１０２５ 然（さ）までは積（つ）みけむ、
１０２６ 異（あや）しくも物 （々もの � �）しき
１０２７ 幸薄（さいはひうす）く暮（くら）さるゝか、
１０２８ 身（み）を寄（よ）せらるゝならむなど、
１０２９ 所為無（せむな）くハンカチイフを
１０３０ 「あれ、如何（いかヾ）遊（あそ）ばしました。」
１０３１ 「いえ、何有（なあに）、私（わたし）は
１０３２ 餘（あま）り物（もの）を瞶（みつ）めて居（を）ると、如何（どう）かすると
１０３３ 涙（なみだ）の出（で）ることが
１０３４ あるものです。」
１０３５ 直（ぢき）に痊（なほ）ります。
１０３６ 憚（はゞかり）ですが
１０３７ 驀地（ましぐら）に行（ゆ）かむとす。
１０３８ 階子（はしご）を下行（おりゆ）くと
１０３９ 再（ふたゝ）び双眼鏡（そうがんきやう）を取（と）りて、
１０４０ 面影（おもかげ）を望（のぞ）みけるが、
１０４１ 文色（あいろ）も分（わ）かずなりぬ。
１０４２ 彼（かれ）□□□□□椅子（いす）に
１０４３（四）の六 此（こ）の貴婦（きふぢん）こそ
１０４４明３０．１０．１］今日（けふ）夫（をつと）唯継（たヾつぐ）と倶（とも）に
１０４５ シヤンペーンを酌交（くみかは）す
１０４６ シヤンペーンを酌交（くみかは）す
１０４７ 遊覧（いうらん）せむとで
１０４８ 遊覧（いうらん）せむとで
１０４９ 出（い）でたるにぞありける。
１０５０ 日本寫眞會員（につぽんしやしんくわいゐん）たるに因（よ）れり。
１０５１ 二人（ふたり）の語（かた）り興（きよう）ずるは、
１０５２ 其（その）
１０５３ 事（こと）なるべし。
１０５４ 富山（とみやま）は此殿（このとの）と
１０５５ 親友（しんいう）たらむことを
１０５６ 親友（しんいう）たらむことを
１０５７ 其意（そのこヽろ）を獲（え）むと力（つと）めけるより、
１０５８ 交（まじは）るべき人（ひと）とは思（おも）はざれど、
１０５９ 鑒定（かんてい）を請（こ）ふを名（な）として、
１０６０ （なし）
１０６１ 饗（もてな）しければ、其（そ）の
１０６２ 夫婦（ふうふ）を招待（せうだい）せるなりけり。
１０６３ 其心（そのこヽろ）を

彼は徐（しづか）に ７
立ち上りけるが、 ７
這回（こたび）は ７
眺（なが）めんとて ７
双眼鏡（さうがんきやう）を ７
取り直してけり。 ８
筒（つゝ）の當所（あてど）も ８
無かりければ、 ８
鏡面（レンス）に入り來て ９
其儘（そのまゝ）子細（しさい）に視（み）たりしに、 １０
見ゆるを、 １１
見ゆるを、 １１
心とも無く １１
貴婦人（きふじん）は差し向けたる手を １３
枝葉（えだは）の遮（さへぎ）りて左右（とかく）に思ふ ８９ １
漸（やうや）く其の顔の ２
髪（かみ）は黒けれども眞額（まつかふ）の ３
肖たりとは未（おろか）や得忘れぬ ５
其の面影なりと、 ６
戀（こひ）しさと可懐（なつかし）さとの ８
其の外ならざりし ９
月は朧（おぼろ）なりしかど、 １０
形見（かたみ）にして、 １１
心は毫（つゆ）も昔に １２
然（さ）までは積（つ）みけん、 ９０ １
異（あや）しうも物々しき ２
幸薄（さちうす）く暮（くら）さるゝか、 ２
身を寄（よ）せらるゝならんなど、 ４
所為（せん）無くハンカチイフを ８
「あれ、如何（いか）が遊ばしました。」 １０
「いえ、何有（な□に）、私（わたくし）は １１
餘（あんま）り物を瞶（みつ）めて居ると、奈何（どう）かすると １１
涙（なみだ）の出ることが １２
あるので。」 １２
直（ぢき）に癒（なほ）ります。 ９１ １
憚（はゞかり）でずが １
驀地（ましぐら）に行かんとす。 ３
階子（はしご）を下り行くと ８
再（ふたゝ）び鏡（グラス）を取りて、 ８
面影（おもかげ）を望（のぞ）みしが、 ９
忽ち文色（あいろ）も分（わ）かずなりぬ。 ９
彼（かれ）は静無（しどな）く椅子（いす）に １０
此の貴婦人こそ １３
今日（けふ）夫（をつと）なる唯継（たゞつぐ）と倶（とも）に １３
シヤンペンなど酌交（くみかは）す ９２ １
シヤンペンなど酌交（くみかは）す １
遊覧（いうらん）せんとて ２
遊覧（いうらん）せんとて ２
出でしにぞありける。 ２
日本寫眞會々員たるに因（よ）れり。 ４
二人（ふたり）の興（きよう）に入れるは、 ４
其の ５
物語（ものがたり）なるべし。 ５
富山は此の殿（との）と ５
親友（しんゆう）たらんことを ５
親友（しんゆう）たらんことを ５
其の意（こゝろ）を獲（え）んと力（つと）めけるより、 ６
交（まじは）るべき人とも思はざれど、 ７
鑒定（かんてい）を乞（こ）ふを名として、 ９
曩（さき）に ９
饗（もてな）す事ありければ、其の １０
夫婦（ふうふ）を招待（せうだい）せるなり。 １１
其の心を １２
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１０６４ 測（はか）りかねつ。
１０６５ 彼為（かれため）にする所（と□ろ）
１０６６ あるらむなど
１０６７ 其實（そのじつ）
１０６８ 敢（あへ）て為（ため）にせむとにも
１０６９ 其友（そのとも）を擇（えら）べり。
１０７０ 其地位（そのちゐ）に於（おい）て、
１０７１ 其名聲（そのめいせい）に於（おい）て、
１０７２ 其家柄（そのいへがら）に於（おい）て、
１０７３ 或（ある）は其資産（そのしさん）に
１０７４ 取（と）るべき者（もの）にあらざれば
１０７５ 其友（そのとも）を利用（りよう）せし事（こと）など
１０７６ 利用（りよう）せむとにはあらで、
１０７７ 交（まじはり）は求（もと）むるならむ。
１０７８ 其名簿（そのめいぼ）の中（うち）に
１０７９ 一箇（か）の
１０８０ 憂（うれひ）を同（おなじ）うせむとには
１０８１ 此理（このり）に外（ほか）ならず。
１０８２ 其友（そのとも）に
１０８３ 満足（まんぞく）するとも、
１０８４ 其妻（そのつま）に於（お）けるも
１０８５ 今彼（いまかれ）の最愛（さいあい）の妻（つま）は、
１０８６ 其一人（そのひとり）を
１０８７ 打俯（うちふ）したる悲歎（なげき）の足（た）らざるを、
１０８８ 此（こヽ）に続（つ□）がむと
１０８９ 此（こヽ）に続（つ□）がむと
１０９０ 卓子（テーブル）の周圍（めぐり）を
１０９１ 懐中薬（くわいちゆうぐすり）など
１０９２ 外方（とのかた）を打眺（うちなが）めたりしが、
１０９３ 「ちよいと、彼處（あすこ）に、それ、
１０９４ 話（はなし）をして居（を）る所（ところ）も
１０９５ 御殿（ごてん）の續（つヾ）きでございますか。」
１０９６ 恁（か）く言（い）ひて直（ぢき）に静緒（しづを）の覚（さと）り顔（がほ）に

頷（うなづ）くを、宮（みや）は見（み）てぞ心（こヽろ）に頷（うなづ）ける。
１０９７（四）の七「はい、お邸内（やしきうち）なのでございます。
１０９８［明３０．１０．２］此（こ）の下（した）から直（づつ）とお宅（たく）の方（はう）へ
１０９９ 「あゝ、然（さ）うですか。では些（ち）とお庭（には）の
１１００ 御覧遊（ごらんあそ）ばすやうな所（ところ）は
１１０１ 此（こゝ）を去（さ）らむとして
１１０２ 彼處（あすこ）にお父様（とうさま）の
１１０３ お話（はなし）をして在（ゐら）つしやるのは、
１１０４ 明（あか）さざりき。
１１０５ 「あれは、番町（ばんちやう）の方（はう）の
１１０６ 「あれは、番町（ばんちやう）の方（はう）の
１１０７ 其違（そのたが）へるを訝（いぶか）るやうに
１１０８ 此物語（このものがたり）に因（よ）りて
１１０９ 便（たより）はあらむと、
１１１０ 心地（こヽち）せるなりけり。
１１１１ 此後（このヽち）相見（あいみ）むことは
１１１２ 餘所（よそ）ながら見（み）て別（わか）れむは
１１１３ 設（よ）し
１１１４ 彼（かれ）の眼（まなこ）に睨（にら）まれむとも、
１１１５ 附添（つきそへ）さへある賓（まらうど）の身（み）にして、
１１１６ 手代風情（てだいふぜい）と而（しか）も其邸内（そのていない）の
１１１７ 恥辱（ちじよく）を受（う）くるならむ。
１１１８ 恥辱（ちじよく）ならむには、
１１１９ 此面（このおもて）に
１１２０ 覚悟（かくご）はあれど、奇遇（きぐう）は
１１２１ 愚（おろか）に躁（はやま）るべき。
１１２２ 辛（つら）くとも思止（おもひや）まむと胸（むね）は
１１２３ 邸内（ていない）を一周（ひとめぐり）
１１２４ せむと、
１１２５ 詰所（つめしよ）の軒端（のきば）を指（ゆびさ）して、

測（はか）りかねて、 １２
彼為（かれため）にする所 １３
あらんなど １３
其の實（じつ） ９３ １
敢（あへ）て為（ため）にせんとにも １
其の友を擇（えら）べり。 １
其の地位（ちゐ）に於（おい）て、 ２
其の名聲（めいせい）に於て、 ２
其の家柄（いへがら）に於て、 ３
或（ある）は其の資産（しさん）に ３
取（と）るべき者ならざれば ３
其の友を利用（りよう）せし事など ６
利用（りよう）せんとにはあらで、 ８
交（まじはり）は求（もと）むるならん。 ９
其の名簿（めいぼ）の中（うち）に ９
一箇（いつか）の ９
憂を同うせんとには、 １１
此の理（り）に外ならず。 １３
其の友に ９４ ２
満足（まんぞく）すとも、 ２
其の妻に於（お）けるも ２
彼が最愛（さいあい）の妻は、 ３
其の一人（ひとり）を ３
打俯（うちふ）したりし悲歎（なげき）の足（た）らざるを ７
此（こゝ）に続（つ□）かんと ７
此（こゝ）に続（つ□）かんと ７
卓子（テエブル）の周圍（めぐり）を ９
懐中薬（くわいちうくすり）など １０
外方（とのかた）を眺（なが）めたりしが、 １１
「ちよいと、那處（あすこ）に、それ、 １２
話をしてお在（いで）の所も １２
御殿（ごてん）の續（つゞ）きなのですか。」 １２
（二行ヌケ）

「はい、お邸内（やしきうち）でございます。 ９５ ３
此の下から直（すぐ）とお宅の方（はう）へ ６
「あゝ然（さ）うですか。では些（ちつ）とお庭の ９
御覧（ごらん）あそばすやうな所は １１
此（こゝ）を去（さ）らんとして １３
那處（あすこ）にお父様（とつさま）の ９６ １
お話をして被在（ゐらつしや）るのは ２
明（あか）さざれば、 ３
「他（あれ）は番町（ばんちやう）の方（はう）の ５
「他（あれ）は番町（ばんちやう）の方（はう）の ５
其の違（たが）へるを訝（いぶか）るやうに ８
此の物語（ものがたり）に因（よ）りて ９７ １
便（たより）はあらんと、 ２
心地（こゝち）せるなり。 ３
此後（このゝち）相見んことは ４
餘所（よそ）ながら見て別（わか）れんは ５
設（も）し ６
彼の眼（まなこ）に睨（にら）まれんとも、 ６
附添（つきそひ）さへある賓（まらうど）の身にして、 ９
手代風情（てだいふぜい）と、而（しか）も其の邸内の １０
恥辱（ちじよく）を受（う）くるならん。 １２
恥辱（ちじよく）ならんには、 １２
此の面（おもて）に １３
覚悟（かくご）なれど、奇遇（きぐう）は １３
愚（おろか）に躁（はやま）るべきや。 ９８ ２
辛（つら）くとも思止（おもひや）まんと胸は ３
邸内を一周（いつしう） ４
せんと、 ４
詰所（つめしよ）の軒端（のきば）を指（さ）して、 ６
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１１２６ 「彼處（あすこ）が唯今（たヾいま）の客（きやく）の
１１２７ 参（まゐ）つて居（を）る
１１２８ 處（ところ）でございます。」
１１２９（四）の八 此（こヽ）に出來（いできた）らば
１１３０［明３０．１０．１］歩（あゆみ）は運（はこ）べども地（ち）を
１１３１ 遊覧（いうらん）せむとありしには似（に）で、
１１３２ お悪（わる）くて
１１３３ 在（ゐら）つしやいますか。」
１１３４ 在（ゐら）つしやいますか。」
１１３５ 胸（むね）が
１１３６ 不快（わるい）ので。」
１１３７ 「それはお宜（よろ）しうございません。
１１３８ お歸（かへ）り遊（あそ）ばしました方（はう）が
１１３９ お宜（よろ）しうございませう。」
１１４０ 未（ま）だ可（よ）いので、
１１４１ もう少（すこ）し歩（ある）いて
１１４２ 此（こヽ）がお宅（たく）ですか。」
１１４３ 「まあ、綺麗（きれい）な！
１１４４ 前（さき）は道（みち）あれども賓（まらうど）の足（あし）を
１１４５ 犬（いぬ）の睡（ねむ）れるなど見（み）るも
１１４６ 急（いそ）ぎ引返（ひきかへ）さむとせるなり。
１１４７ 急（いそ）ぎ引返（ひきかへ）さむとせるなり。
１１４８ はや返（かへ）さむとすると與（とも）に
１１４９ 其心（そのこヽろ）を
１１５０ 襲（おそ）ひぬ。
１１５１ 此一筋道（このひとすぢみち）を行（ゆ）くなれば、
１１５２ 遁（のが）れむやうはあらで
１１５３ 如何（いか）にせむ。
１１５４ 見付（みつ）けて驚（おどろ）かざらむ。
１１５５ 恨（うらみ）を負（お）へる我身（わがみ）なれば、
１１５６ 其驚（そのおどろき）は
１１５７ 如何（いか）ならむ、
１１５８ 其（その）
１１５９ 憤（いきどほり）は
１１６０ 如何（いか）ならむ。
１１６１ 凄（すさま）しく激（げき）せるを見（み）ば、
１１６２ 我（われ）を怪（あやし）むらむ。
１１６３ 恁（か）く思浮（おもひうか）ぶると
１１６４ 身内（みうち）は熱（ね□）して
１１６５ 脇道（わ□みち）もあらば
１１６６ 避（さ）けむと、
１１６７ 有（あ）らずと云（い）ふ。
１１６８ 此死地（このしち）に
１１６９ 目（め）を側（そば）めたり、
１１７０ 其目（そのめ）を
１１７１ 心（こヽろ）も不壹（そヾろ）に
１１７２ 無事（ぶじ）に過（す）ぎなばと
１１７３ 其角（そのかど）より
１１７４ 顕（あら）れたり。
１１７５（四）の九 是（これ）より歸（かへ）りて
１１７６［明３０．１０．４］お峯（みね）が前（まへ）は好（よ）きやうに
１１７７ 私（ひそか）に為（せ）むやうあらむなど
１１７８ 貫（くわん）一は
１１７９ 通学（つうがく）に馴（なら）されたる
１１８０ 早足（はやはし）を
１１８１ 塗籠（ぬりごめ）の角（かど）より
１１８２ 一間（けん）ばかりに近（ちかつ）けば、
１１８３ 宵月（よ□づき）の
１１８４ 映（うる）へる如（ごと）く、
１１８５ 自（みづか）ら分（わ）かぬ心地（こヽち）なりけり。
１１８６ 行過（ゆきす）ぎむとする際（きは）に、
１１８７ 貴婦人（き□じん）を一瞥（べつ）せり。
１１８８ 合（あ）ひぬ。

「那處（あすこ）が唯今の客の ７
参つて居ります ７
所でございます。」 ７
此に出で來らば １１
歩（あゆみ）は運（はこ）べど地（ち）を １２
遊覧（いうらん）せんとありしには似（に）で、 ９９ １
お悪（わる）う ４
被在（ゐらつしや）いますか。」 ４
被在（ゐらつしや）いますか。」 ４
胸が少し ５
悪（わる）いので。」 ５
「それはお宜（よろし）うございません。 ７
お歸りあそばしました方（はう）が ８
お宜（よろし）うございませう。」 ８
未（ま）だ可（い）いので、 ９
もう些（ち）と歩（ある）いて ９
此方（こちら）がお宅（たく）ですか。」 １０
「まあ、奇麗（きれい）な！ １２
前（さき）は道あれども、賓（まらうど）の足を １００ １
大の睡（ねむ）れるなど見るも ４
急（いそ）ぎ返（かへ）さんとせるなり。 ４
急（いそ）ぎ返（かへ）さんとせるなり。 ４
はや返さんとすると與（とも）に ５
其の心を ５
襲（おそ）へり。 ５
此の一筋道（ひとすぢみち）を行くなれば、 ７
遁（のが）れんやうはあらで ８
如何（いか）にせん。 ９
見付けて驚（おどろ）かざらん。 １０
恨（うらみ）を負（お）へる我が身なれば、 １１
其の驚駭（おどろき）は １３
如何（いか）ならん、 １３
其の １３
憤懣（いきどほり）は １３
如何ならん。 １３
凄（すさま）しう激（げき）せるを見ば、 １０１ １
我を怪（あやし）むらん。 ２
恁（か）く思ひ浮（うか）ぶると ２
身内（みうち）は熱（ねつ）して ２
脇道（わきみち）もあらば ４
避（さ）けんと、 ４
有らずと言ふ。 ５
此の死地（しち）に ５
目（め）を側（そば）めたり。 ７
其の目を ７
心も漫（そゞろ）に ８
無事（ぶじ）に過（す）ぎなば、と ９
其の角（かど）より ９
顕（あらは）れつ。 ９
之（これ）より歸（かへ）りて １１
お峯（みね）か前は好（よ）きやうに １１
私（ひそか）に為（せ）んやうも有らんなど １２
貫一（くわんいち）は １２
通学（つうがく）に馴（なら）されし １３
疾足（はやはし）を １３
塗籠（ぬりこめ）の角（かど）より １０２ １
一間（いつけん）ばかりに近（ちかづ）けば、 ６
宵月（よひづき）の ８
映（うつろ）へる如く、 ８
自ら分（わ）かぬ心地（こゝち）してき。 １２
行過（ゆきす）ぎんとする際（きは）に、 １３
貴婦人を一瞥（いちべつ）せり。 １０３ １
合（あ）へり。 １
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１１８９ 可懐（なつ□し）さと
１１９０ 可恐（おそろし）さと
１１９１ 可耻（はづかし）さと
１１９２ 何（なに）に喩（たと）へむやうも無（な）く、
１１９３ 思（おも）ふまゝに苛（さいな）まれむをと、
１１９４ 此誠（このまこと）は通（つう）ぜよかしと、
１１９５ 事（こと）の秘密（ひみつ）なるべきを思（おも）へば、
１１９６ 問出（とひい）でむも可（よし）や否（あし）やを
１１９７ 行（ゆ）くのみ。然（さ）れど恁（か）くて猶漫行（なほそヾろあるき）せむは悪（あ

し）からむ、と有繋（さすが）に彼（かれ）は気遣（きづかは）しくて、庭口（には
ぐち）に來（き）にける時（とき）漸（やうや）く口（くち）を開（ひら）きつ。

１１９８ お悪（わる）くて在（ゐら）つしやいますが、
１１９９ お悪（わる）くて在（ゐら）つしやいますが、
１２００ お座敷（ざしき）へお出遊（いであそ）ばしまして、
１２０１ 「はい、お蒼（あを）くて
１２０２ 在（ゐら）つしやいます。」
１２０３ 在（ゐら）つしやいます。」
１２０４ 「あゝ然（さ）うですか、
１２０５ 然（しか）し今日（けふ）は
１２０６ お世話（せわ）になりまして、お蔭様（かげさま）で
１２０７ 「あれ、飛（と）んでもない事（こと）を
１２０８ 「あれ、飛（と）んでもない事（こと）を
１２０９ 其（その）
１２１０ 無名指（む□いし）より
１２１１ 金（きん）の指環（ゆびわ）を抜取（ぬきと）りて、
１２１２ 懐紙（ふところがみ）に包（つヽ）みたるを、
１２１３ お父様（とつさま）にも
１２１４ お母様（つかさま）にも、
１２１５ 手込（てごめ）に
１２１６ 取（と）らせて
１２１７（四）の十 此散歩（このさんぽ）の
１２１８［明３０．１０．５］人目（ひとめ）を （のが）れむと計（はか）れるなり。
１２１９ 醉（よ）はざらむと欲（ほつ）するに
１２２０ 胸（むね）に鏤（ゑ）られたらむやうに
１２２１ 朽（く）ちも果（は）てざりし
１２２２ 募（つの）りに募（つの）らむとする
１２２３ 苦痛（くるしみ）を齎（もたら）して、
１２２４ 盡（こと � �）く
１２２５ 其（その）
１２２６ 念頭（ねんとう）に
１２２７ 我家（わがいへ）に
１２２８ 我家（わがいへ）に
１２２９ 唯獨（たヾひと）り
１２３０ 居（ゐ）たるぞ可（よ）き。
１２３１ 強（し）ひて楽（たのし）まむなど、
１２３２ あな可煩（わづらは）しと
１２３３ 築山（つきやま）の
１２３４ 陰（かげ）に野路（のぢ）を
１２３５ 葛（くづ）の花咲（はなさ）きて、
１２３６ 水引（みづひき）、
１２３７ おしろいの色 （々いろ � �）、
１２３８ 茅萱（ちがや）、
１２３９ 汀（みぎは）に、
１２４０ 汀（みぎは）に、
１２４１ 胡麻竹（ごまだけ）の一叢（ひとむら）
１２４２ 生茂（おひしげ）れるに
１２４３ 見（み）え隠（かく）れして、
１２４４ 見（み）え隠（かく）れして、
１２４５ 苔蒸（こけむ）す
１２４６ 艱（なや）ましげに
１２４７ 憇（いこ）ひたり。
１２４８ 静緒（しづを）の
１２４９ 「あなたも

可懐（なつかし）さと ５
（ナシ） ５
可耻（はづかし）さとを ５
何に喩（たと）へんやうも無く、 ５
思ふまゝに苛（さいな）まれんをと、 ７
此の誠（まこと）は通（つう）ぜよかしと、 ８
事の秘密（ひみつ）なるを思へば、 １２
問出（とひい）でんも可（よし）や否（あし）やを １０４ １
行くのみなりしが、漸（やうや）く庭口（にはくち）に １
來にける時、

お悪くて被在（ゐらつしや）いますが、 ３
お悪くて被在（ゐらつしや）いますが、 ３
お座敷（ざしき）へお出あそばして、 ３
「はい、眞蒼（まつさを）で ６
被在（ゐらつしや）います。」 ６
被在（ゐらつしや）います。」 ６
「あゝ然（さう）ですか、 ７
然（しか）し、今日（けふ）は ９
お世話（せわ）になりましてお蔭様（かげさま）で １０
「あれ、取（とン）でもない事を １１
「あれ、取（とン）でもない事を １１
其の １２
無名指（むめいし）より １２
黄金（きん）の指環（ゆびは）を抜取（ぬきと）りて、 １２
懐紙（ふところかみ）に包（つゝ）みたるを、 １３
阿父様（おとつさま）にも １０５ ５
阿母様（おつかさま）にも、 ５
手籠（てごめ）に ７
取せて、 ７
此の散歩（さんぽ）の １０
人目を （のが）れんと計（はか）れるなり。 １１
醉（よ）はざらんと欲（ほつ）するに １２
胸に鏤（ゑ）られたらんやうに １３
（く）ちも果（は）てざりし １０６ １
募（つの）りに募らんとする ２
痛苦（くるしみ）を齎（もたら）して、 ２
盡（こと � �）く ３
其の ３
心頭（しんとう）に ３
我が家（や）に ５
我が家（や）に ５
獨（ひと）り ５
居たらんぞ可（よ）き。 ５
強（し）ひて楽（たのし）まんなど、 ６
あな可煩（わづらは）しと、 ６
築山（つきやま） ８
陰（かげ）の野路（のぢ）を ８
葛（くづ）の乱（みだ）れ生（お）ひて、 ８
金線草（みづひき）、 ９
紫茉莉（おしろい）の色々、 ９
茅萱（かや）、 ９
汀（みぎは）なる １０
汀（みぎは）なる １０
胡麻竹（ごまたけ）の一叢（ひとむら） １０
茂（しげ）れるに １０
隠顕（みえかくれ）して、 １１
隠顕（みえかくれ）して、 １１
苔蒸（こけけむ）す １１
艱（なやま）しげに １２
憇（いこ）へり。 １２
彼は静緒の １３
貴方（あなた）も １０７ １
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１２５０ お掛（か）けなさい。
１２５１ 其色（そのいろ）の
１２５２ 先（さき）にも
１２５３ 何（なに）に傷（きづヽ）きてや少（すこ）しく
１２５４ 何（なに）に傷（きづヽ）きてや少（すこ）しく
１２５５ 太（いた）く驚（おどろ）けり。
１２５６ 太（いた）く驚（おどろ）けり。
１２５７ 懐中鏡（くわいちゆうかヾみ）を取出（とりいだ）して、
１２５８ 過（す）ぎし故（ゆゑ）なりと知（し）りぬ。
１２５９ 此色（このいろ）を隠（かく）さむと
１２６０ 為（す）らむ、
１２６１ 已（おのれ）を
１２６２ 嘲（あざけ）るなりけり。
１２６３ 静緒（しづを）は
１２６４ 走（はし）り行（ゆ）きて、
１２６５ 木隠（こがくれ）に語（かた）らふ氣勢（けはひ）して、
１２６６ 返（かえ）し來（く）ると
１２６７ お座敷（ざしき）で先程（さきほど）からお待兼（まちかね）で
１２６８ お座敷（ざしき）で先程（さきほど）からお待兼（まちかね）で
１２６９ 在（ゐら）つしやいますから、
１２７０ 在（ゐら）つしやいますから、
１２７１ 在（ゐら）つしやいますから、
１２７２ 在（ゐら）つしやいますから、
１２７３ 「おや、然（さ）うでしたか。
１２７４ 席（せき）に着（つ）きて居（ゐ）たり。
１２７５ 一寸（ちよつと）
１２７６ 一寸（ちよつと）
１２７７ お出下（いでくだ）さいませんか。
１２７８ 一枚寫（まいと）らして戴（いたヾ）きたい。」
１２７９ 一枚寫（まいと）らして戴（いたヾ）きたい。」
１２８０（四）の十一 いでや
１２８１［明３０．１０．６］事（こと）の様（やう）を
１２８２ 見（み）むとて、
１２８３ ゆら � �と
１２８４ 葉卷（はまき）の半（なかば）燻（くゆ）りしを
１２８５ 「あゝ、お前（まへ）其處（そこ）に
１２８６ 可（い）かんよ。
１２８７ 何故（なぜ）歩（ある）いて
１２８８ ついと顕（あらは）れたり。
１２８９ 「可（い）けない！彼處（あすこ）に
１２９０ お手間（てま）は取（と）らせませんからさ、
１２９１ お手間（てま）は取（と）らせませんからさ、
１２９２ 何卒（どうぞ）。」
１２９３ お手間（てま）は取（と）らせませんは、
１２９４ お手間（てま）は取（と）らせませんは、
１２９５ 「此位（このくらゐ）に言（い）つて
１２９６ 彼處（あすこ）へお連（つ）れ申（まを）して。」
１２９７ 目（め）を以（も）て示（しめ）して、
１２９８ 目（め）を以（も）て示（しめ）して、
１２９９ 支度（したく）を
１３００ なすつて下（くだ）すつたのに。
１３０１ 是非願（ぜひねが）ひな、
１３０２ 此機械（このきかい）は
１３０３ 然（さ）うとも、
１３０４ 羞含（はにか）むことは無（な）いとも。
１３０５ 見（み）て遣（や）るから、
１３０６ 早（はや）くお出（いで）。
１３０７ 杖（ほヽづゑ）でも支（つ）いて、
１３０８ 強（ひ）ひて否（いな）むべくも
１３０９ 唯継（たゞつぐ）は望見（のぞみヽ）て、
１３１０ 棒立（ばうだち）になつて
１３１１ 呟（つぶや）きながら庭下駄（にはげた）を
１３１２ 燈籠（とうろう）に倚（よ）らしめ、

お掛（か）けなさいな。 １
其の色の ３
前（さき）にも ３
何に傷（きづ）きてや、少しく ３
何に傷（きづ）きてや、少しく ３
太（いた）く驚（おどろ）きて、 ４
太（いた）く驚（おどろ）きて、 ４
懐鏡（ふところかゞみ）取出して、 ７
過（す）ぎし故ぞと知りぬ。 ７
此の色を隠（かく）さんと ９
為（す）らん、 ９
己（おのれ）を １０
嘲（あざけ）るなりき。 １０
彼は １３
走り行き、 １３
木隠（こがくれ）に語（かたら）ふ氣勢（けはひ）して、 １３
返（かえ）り來（く）ると １０８ １
「先程（さきほど）からお座敷ではお待兼（まちかね）で ２
「先程（さきほど）からお座敷ではお待兼（まちかね）で ２
被在（ゐらつしや）いますさうで御座（ござ）いますから、 ２
被在（ゐらつしや）いますさうで御座（ござ）いますから、 ２
被在（ゐらつしや）いますさうで御座（ござ）いますから、 ２
被在（ゐらつしや）いますさうで御座（ござ）いますから、 ２
「おや、然（さう）でしたか。 ４
席（せき）に着（つ）き居たり。 ７
些（ちよつ）と １０
些（ちよつ）と １０
お出で下さいませんか。 １０
一枚像（いちまいとら）して戴（いたゞ）きたい。」 １０
一枚像（いちまいとら）して戴（いたゞ）きたい。」 １０
いでや、 １０９ １
事の様（やう）を １
見んとて、 １
慢 （々ゆら � �）と １
葉卷（シガア）の半（なかば）燻（くゆ）りしを ２
「あゝ、おまへ其處（そこ）に ４
可（い）かんよ、 ４
何為（なぜ）歩（ある）いて ４
衝（つい）と顕（あらは）れたり。 ６
「可（い）けない！那處（あすこ）に ７
お手間（てま）は取（とら）せませんから、 ８
お手間（てま）は取（とら）せませんから、 ８
どうぞ。」 ８
お手間は取せませんは ９
お手間は取せませんは ９
「此の位に言つて １１
那處（あすこ）へお連（つ）れ申して。」 １３
目もて示（しめ）して、 １１０ １
目もて示（しめ）して、 １
御支度（ごしたく）を ２
なすつて下すつたのに、 ２
是非願（ぜひねが）ひな。 ３
此の機械（きかい）は ４
然（さう）とも、 ５
羞含むことは無（な）いとも、 ５
見て遣（や）るから ７
早くおいで。 ７
杖（ほゝづゑ）でも （つ）いて、 ７

強（し）ひて否（いな）むべくも １０
唯継は望（のぞ）み見て、 １１
棒立（ばうたち）ちになつて １２
呟（つぶや）きつゝ庭下駄（にはげた）を １１１ １
燈籠に倚（よら）しめ、 ２
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１３１３ 杖（ほヽづゑ）を支（つ）かしめ、
１３１４ 皺（しわ）める袂（たもと）を
１３１５ 伸（の□）し、
１３１６ 伸（の□）し、
１３１７ 伸（の□）し、
１３１８ 裾（すそ）の捩（よぢ）れを
１３１９ 引繕（ひきつくろ）ひ、
１３２０ 好（よ）しと
１３２１ 少（すこし）く
１３２２ 其面（そのおもて）の可□（なやまし）げに
１３２３ 直（たヾち）に寄來（よりき）つ。
１３２４ 「如何（どう）したのだい、
１３２５ お前（まへ）、
１３２６ 其顔色（そのかほいろ）は？
１３２７ 何處（どこ）が
１３２８ 不快（わるい）、
１３２９ えゝ？
１３３０ 如何（どう）した。」
１３３１ 頭痛（づヽう）が致（いた）すので。」
１３３２ 立（た）つて居（ゐ）るのは苦（くるし）いだらう。」
１３３３ 「苦（くるし）いやうなら我慢（がまん）をせんとも、
１３３４ 私（わたし）が理由（わけ）を
１３３５ 「然（さ）うか。
１３３６ 然（しか）し非常（ひじやう）な
１３３７ 待兼（まちか）ねたる
１３３８ 子爵（ししやく）は呼（よ）びぬ。
１３３９ 其邇（そのちかき）を避けたり。
１３４０ 目（め）の中（□□）には焚（も）ゆらむやうに
１３４１ 秋高（あきたか）う清遠（せいゑん）の空（そら）は
１３４２ 其後（そのうしろ）に舗（し）き
１３４３ 前（まへ）に進出（すヽみい）で、
１３４４ 鏡面（レンス）を開（ひら）かむと
１３４５（五）の一 却（かへつ）て日本周航會社（につぽんしうかうくわいしや）に
１３４６［明３０．１０．９］高利（かうり）を背負（せお）ひて艱（なや）まさるゝと
１３４７ 風流債（ふうりうさい）ならむと
１３４８ 印（いん）を假（か）せしが
１３４９ 形（かた）の如（ごと）く腐込（くされこ）みて、
１３５０ 苦（く）を受（う）くとも知（し）りて、
１３５１ 苦（く）を受（う）くとも知（し）りて、
１３５２ 不幸（ふかう）を悲（かなし）むものは
１３５３ 高利（かうり）の術（じゆつ）たるや
１３５４ 渇（くわつ）の甚（はなは）だしく
１３５５ 其肉（そのにく）を
１３５６ 此急（このきふ）に乗（じよう）じて
１３５７ 其値（そのあたひ）
１３５８ 盛（も）るに異（ことな）るなし。
１３５９ 其渇（そのくわつ）の
１３６０ 癒（い）ゆるに及（およ）びては、
１３６１ 喜（よろこ）びて吃（きつ）せしものは、
１３６２ 痛悔（つうくわい）すと雖（いへど）も
１３６３ 其鮮血（そのせんけつ）に搾（しぼ）り、
１３６４ 其健肉（そのけんにく）に
１３６５ 為（な）さヾらむや。
１３６６ 是（こヽ）を以（も）て
１３６７ 此憂（このうれひ）を
１３６８ 秋季大会（しゆうきたいくわい）
１３６９ あらむとて、
１３７０ 委員會（ゐゝんくわ□）のありし
１３７１ 歸途（かへさ□）を
１３７２ 遊佐（ゆさ）が手弄（てまさぐ）る
１３７３ 熏豚（ハム）の鑵詰（くわんづめ）も
１３７４ 途（みち）に求（もと）めたるなり。
１３７５ 蒲田（かまだ）の聲（こゑ）は朗 （々らう � �）として聴（き）くに快（こヽろよ）く、

杖を （つか）しめ、 ２
袂（たもと）の皺（しわ）めるを ２
展（の）べ、 ２
展（の）べ、 ２
展（の）べ、 ２
裾（すそ）の縺（もつれ）を ３
引直（ひきなお）し、 ３
好（よ）しと、 ３
少しく ３
其の面（おもて）の可悩（なやまし）げに ４
直（たゞち）に寄り來つ。 ５
「奈何（どう）したのだい、 ６
おまへ、 ６
其の顔色（かほいろ）は？ ６
何處（どこ）か ６
不快（わるい）のか、 ６
えゝ。 ６
奈何（どう）した。」 ７
頭痛（づつう）がいたすので。」 ８
立つて居るのは苦（くる）しいだらう。」 ９
「苦しいやうなら我慢（がまん）をせんとも、 １１
私が譯（わけ）を １１
「然（さ）うか、 １１２ ３
然（しか）し非常に ３
待ちかねたる ４
子爵は呼（よ）べり。 ４
其の邇（ちかき）を避（さ）けたり。 １０
目の中には焚（も）ゆらんやうに １１
秋高き清遠（せいゑん）の空（そら）は １３
其の後（うしろ）に舗（し）き １３
前に進み出で、 １１３ ３
鏡面（レンス）を開かんと ４
却（かへ）りて日本周航會社（につぽんしうかうくわいしや）に １１４ ３
高利（かうり）の為（ため）に艱（なやま）さるゝと ４
風流債（ふうりうさい）ならんと ６
印（いん）を假（か）せしが、 ９
形（かた）の如く腐（くさ）れ込みて、 ９
苦（く）を受（うく）ると知りて、 １０
苦（く）を受（うく）ると知りて、 １０
不幸を悲（かなし）むものは、 １０
高利（かうり）の術（じゆつ）たるや、 １３
渇（くわつ）の甚（はなはだ）しく １３
其の肉（にく）を １１５ １
此（こ）の急（きふ）に乗（じよう）じて ２
其の値（あたひ） ２
盛るに異（ことな）る無し。 ３
其の渇の ４
癒（いゆ）るに及（およ）びては、 ４
喜（よろこ）び吃（きつ）せしものは、 ４
痛悔（つうくわい）すと雖（いへど）も、 ５
其の鮮血（せんけつ）に搾（しぼ）り、 ６
其の活肉（くわつにく）に ６
為（な）さゞらんや。 ８
是（こゝ）を以（も）て、 ８
此の憂（うれひ）を １３
秋季大会（しうきたいくわい） １１６ １
あらんとて、 １
委員會（ゐゝんくわい）のありし １
歸（かへる）さを １
遊佐が弄（まさぐ）れる ６
熏豚（ハム）の鑵詰（くわんづめ）も、 ６
途（みち）に求（もと）めしなり。 ６
（一行ヌケ）
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１３７６ 「それは
１３７７ 然（さ）う泊（しまり）が知（し）れて
１３７８ どうだね、一ゲーム。
１３７９ 其長足（そのちやうそく）の
１３８０ 御愁傷（ごしゆうしやう）のやうな
１３８１ 皺嗄聲（しわがれごゑ）して
１３８２ 「更（さら）に
１３８３ 「三（み）たび
１３８４ 「へゝゝ此頃（このごろ）の
１３８５ 遊佐（ゆさ）が笑（わら）ひぬ。
１３８６（五）の二 此間彼處（このあひだあすこ）の
１３８７［明３０．１０．１０］三度（ど）なさると
１３８８ 新（あたら）しいチヨークが
１３８９ 風「チヨークの多少（たせう）は
１３９０ 巧拙（かうせつ）には
１３９１ 杖（キユヴ）を取替（とりか）へるのだつて、
１３９２ 蒲田（か□だ）に八十で
１３９３ 風「八十の事（こと）が有（あ）るものか。」
１３９４ 「五とは情無（なさけな）い、
１３９５ 一ゲーム行（い）かう。」
１３９６ 「行（い）かうとは何（なに）？
１３９７ 「行（い）かうとは何（なに）？
１３９８ 強（つよ）く撞（つく）から
１３９９ 蒟蒻玉（こんにやくだま）。
１４００ それで二人（ふたり）の
１４０１ 「えゝ、
１４０２ 「然（さ）う、
１４０３ 劣（おと）らじと諍（あらそ）ひし末（すゑ）、
１４０４ 飲（の）んでからに為（せ）う。
１４０５ 徐徐 （々そろそろ � �）始（はじ）めやうよ。」
１４０６ 其（その）二分（ぶん）の一
１４０７ 店（みせ）も交（まじ）りながら
１４０８ 家並（やなみ）整（と□の）へる
１４０９ 遊佐（ゆさ）が住居（すまゐ）なる。
１４１０ 遊佐（ゆさ）が住居（すまゐ）なる。
１４１１ 彼（か□）の美（うつく）しき妻（つま）は
１４１２ 一寸（ちよつと）
１４１３ 一寸（ちよつと）
１４１４ 一寸（ちよつと）
１４１５ 塞（ふさが）つてをりますから。」
１４１６ 従 （々づか � �）と
１４１７ 従 （々づか � �）と
１４１８ 長（なが）四疊（でふ）を
１４１９ 通（とほ）りて行（ゆ）く迹（あと）に、
１４２０ 一寸（ちよつと）お會（あ）ひなすつて
１４２１ 一寸（ちよつと）お會（あ）ひなすつて
１４２２ 一寸（ちよつと）お會（あ）ひなすつて
１４２３ 「松茸（まつだけ）は如何（どう）した。」
１４２４ 此暢氣（このゝんき）なる
１４２５ 松茸（まつだけ）もございますから、早（はや）く
１４２６ 彼（あれ）を還（かへ）して
１４２７ （なし）
１４２８ 氣楽（きらく）さうに
１４２９ 高笑（たかわらひ）するを、
１４３０（五）の三 遊佐（ゆさ）は
１４３１［明３０．１０．１１］蒲「湯（ゆ）に一（ひと）つ
１４３２ 遊「ま、待（ま）ち給（たま）へ、
１４３３ 心穏（こゝろやす）からず
１４３４ 心穏（こゝろやす）からず
１４３５ 座（すわ）りたまへ。
１４３６ 如何（どう）したのかい。」
１４３７ 遊「座（すわ）つても居（を）られんのだ、
１４３８ 來（き）て居（を）るのだよ。」

蒲「それは ８
然（さ）う泊（とまり）が知れて ８
どうだね、一ゲエム。 ９
其の長足の １０
御愁傷（ごしうしやう）のやうな １３
皺嗄聲（しわかれこゑ）して １１７ ３
風「更（さら）に ４
蒲「三たび ６
風「へゝゝ、此頃の ８
遊佐が笑へり。 ９
此間那處（このあひだあすこ）の １０
三度（さんど）なさると、 １１
新（あたら）しいチヨオクが １１
風「チヨオクの多少（たせう）は １１８ １
巧拙（こうせつ）には １
杖（キユヴ）を取易（とりか）へるのだつて、 ２
蒲田（かまだ）に八十で ５
風「八十の事があるものか。」 ６
「五とは情（なさけ）無い！ ９
一ゲエム行（い）かう。」 １０
「行かうとは何だ！ １１
「行かうとは何だ！ １１
強（つよ）く撞（つ）くから １３
蒟蒻玉（こんにやくたま）。 １１９ ２
それで、二人（ふたり）の ２
風「えゝ、 ４
蒲「然（さ）う、 ５
劣（おと）らじと諍（あらが）ひし末（すゑ）、 ６
飲（の）んでからに為（し）やう。 ８
徐 （々そろ � �）始めやうよ。」 ９
其の二分の一 １０
店（みせ）も雜（まじ）りながら １１
家並（やなみ）整（とゝの）へる １１
遊佐が居住（すまひ）なる。 １３
遊佐が居住（すまひ）なる。 １３
彼（かれ）の美（うつく）しき妻（つま）は １２０ １
些（ちよい）と ６
些（ちよい）と ６
些（ちよい）と ６
塞（ふさが）つてをりますから」 ６
（々づが � �）と ８
（々づが � �）と ８

長四疊（ながよでふ）を ８
通（とほ）りて行く跡（あと）に、 ８
些（ちよい）とお會（あ）ひなすつて、 １３
些（ちよい）とお會（あ）ひなすつて、 １３
些（ちよい）とお會（あ）ひなすつて、 １３
「松茸（まつだけ）は奈何（どう）した。」 １２１ ２
此の暢氣（のんき）なる ３
松茸（まつだけ）もございますから早く ６
他（あれ）を還（かへ）して ６
然（さ）も ９
気楽（きらく）に ９
高笑（たかわらひ）するを ９
少間（しばし）ありて遊佐は １０
蒲「浴（ゆ）に一つ １１
遊「ま、待（ま）ち給（また）へ、 １２
心穏（おだや）かならず １３
心穏（おだや）かならず １３
坐（すわ）りたまへ。 １２２ １
奈何（どう）したのかい。」 １
遊「坐（すわ）つても居られんのだ、 ２
來て居るのだよ ２

北澤・許：『金色夜叉』本文の国語学的研究

― 43 ―



１４３９ 來（き）て居（を）るのだよ。」
１４４０ 蒲「那物（□てもの）が來（き）たのか。」
１４４１ 柱（はしら）に倚（よ）りつ。
１４４２ 靱紆（しにくね）した皮肉（ひにく）な
１４４３ 靱紆（しにくね）した皮肉（ひにく）な
１４４４ 叩（たヽ）きつけて遣（や）るさ。」
１４４５ 心苦（こヽろぐる）しくて、
１４４６ 君（きみ）の辯（べん）を揮（ふる）つて。」
１４４７ 辯（べん）の揮（ふる）ひやうが無（な）いよ。
１４４８ 飛（とん）で火（ひ）に入（い）る夏（なつ）の虫（むし）と
１４４９ 立聞（たちぎヽ）して、
１４５０ 助太刀（すけだち）を為（す）るから。」
１４５１ 恁（か）くては果（は）てじと、
１４５２ 下行（おりゆ）くなりけり。
１４５３ 高（たか）が金銭（きんせん）の貸借（かしかり）だ、
１４５４ 借りる（���）のだから、
１４５５ 夐（はるか）に以（もつ）て
１４５６ 金（かね）に窮（こま）らんと云ふ
１４５７ 限（かぎり）は無（な）い。
１４５８ 名誉（めいよ）に於（お）いて
１４５９ 「恐入（おそれい）りました。高利（アイス）を
１４６０ 借（か）りるなどは
１４６１ 紳士（しんし）たるものゝいとも慚（は）づべき
１４６２ それを借（か）りた
１４６３ 對（たい）せむとするも能（あた）はざるなりだらう。
１４６４ 乱（らん）が興（おこ）つた。
１４６５ 師（いくさ）を
１４６６ 河上（かじやう）へ遣（つかは）して
１４６７ 孝経（こうきやう）を讀（よ）ませられた事（こと）ならば、
１４６８ 自（おのづ）から消滅（せうめつ）せむ、
１４６９ 天引（てんびき）四割（わり）と吃（く）つて、
１４７０ 三月目毎（みつきめごと）に血（ち）を
１４７１ 吮（す）はれる、
１４７２ 吮（す）はれる、
１４７３ 良心（りやうしん）を有（も）つて
１４７４ 快辯（くわいべん）流（なが）るゝ如（ごと）く
１４７５ 息（いき）をも継（つ）がせず
１４７６（五）の四 大（おほき）な
１４７７［明３０．１０．１２］誤（あやまり）だ。
１４７８ 借（か）りた後（のち）の
１４７９ 境遇（きやうぐう）に應（おう）じて魂（たましひ）とも
１４８０ 身（み）が立（た）たない。
１４８１ けれども紳士（しんし）が
１４８２ 状（じやう）を為（な）して、
１４８３ 「時（とき）にもう下（した）へ
１４８４ 「どれ、一匕（いつひ）深（ふか）く
１４８５ 気遣（きづか）はれて、
１４８６ 無聊（ぶりやう）に堪（た）へざる
１４８７ 持來（もちきた）りぬ。
１４８８ 其美（そのうつく）しき顔（かほ）を
１４８９ 少（すこ）しく赤（あか）めて、
１４９０ 襖越（ふすまごし）に様子（やうす）を
１４９１ 聴（き）いて在（ゐら）つしやいます。
１４９２ 聴（き）いて在（ゐら）つしやいます。
１４９３ お可恥（はづかし）くてなりません。」
１４９４ 「何有（なあに）、他人（たにん）ぢやなし、
１４９５ 「私（わたくし）はもう彼奴（あいつ）が参（まゐ）りますと、
１４９６ 強慾（がうよく）の事（こと）を
１４９７ 強慾（がうよく）の事（こと）を
１４９８ 人相（にんさう）が別（べつ）でございます。
１４９９ 陰氣（いんき）な、陰忍（ねち � �）した、
１５００ 過（すぐ）るとて、
１５０１ したゝか

來て居るのだよ ２
蒲「那物（えてもの）か來たのか。」 ３
柱（はしら）に倚（よ）れり。 ５
陰忍（ひねくね）した皮肉（ひにく）な ７
陰忍（ひねくね）した皮肉（ひにく）な ７
叩（たゝ）き付けて遣（や）るさ。」 ９
心苦（くる）しくて、 １２
君の辨（べん）を奮（ふる）つて。」 １３
辨の奮ひやうが無いよ。 １２３ ２
飛んで火に入る夏の虫と ２
立聞（たちきゝ）して、 ４
助太刀（すけたち）を為（す）るから。」 ４
恁（かく）ては果（は）てじと、 ６
下（お）り行くなりけり。 ７
高（たか）が金銭（かね）の貸借（かしかり）だ、 １２
借（か）りるのだから、 １２４ ４
夐（はるか）に以つて ５
金銭（かね）に窮（こま）らんと云ふ ６
限（かぎり）は無い、 ６
名誉（めいよ）に於（おい）て ７
「恐入りました、高利（アイス）を ９
借りるなどは、 １１
紳士（しんし）たるものゝ慚（は）づべき １２
既（すで）に借りた １３
對（たい）せんとするも能（あた）はざるなりだらう。１２５ １
何か乱（らん）が興（おこ）つた。 ２
是は帥（いくさ）を ３
河上（かじやう）へ遣（つかは）して、 ４
孝経（かうきやう）を讀（よま）せられた事ならば、 ４
自（おのづ）から消滅（せうめつ）せん、 ５
天引四割（てんびきしわり）と吃（く）つて ７
一月隔（ひとつきおき）に血（ち）を ７
吮（すは）れる。 ７
吮（すは）れる。 ７
良心（りやうしん）を持つて ８
快辨（くわいべん）流（かか）るゝ如く、 １１
息（いき）をも継（つが）せず １１
大きな １２６ １
（あやまり）だ。 １
借りたる後の ２
境遇（きやうぐう）に應（おう）じた魂とも ４
身か立たない。 ９
けれども、紳士が １１
状（じやう）を作（な）して、 １３
「時に、もう下へ １２７ ２
どれ、一匕（いつぴ）深（ふか）く ３
氣遣（きづかは）れて、 ６
無聊（ぶれう）に堪（た）へざる ６
持ち來りぬ。 ７
其の美（うつく）しき顔を １０
少しく赧（あか）めて、 １０
紙門越（ふすまごし）に様子（やうす）を １１
聴（き）いて被在（ゐらつしや）います。 １１
聴（き）いて被在（ゐらつしや）います。 １１
お可恥（はづか□）くてなりません。」 １２
「何有（にあに）、他人（たにん）ぢやなし、 １２８ １
「私はもう彼奴（あいつ）か参りますと、 ３
強慾（がうよく）な事を ４
強慾（がうよく）な事を ４
人相（にんさう）か別（べつ）でございます。 ４
陰氣（いんき）な （々ねち � �）した、 ５
過（すぐ）るとて ９
絶（したゝ）か ９
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１５０２ 其足（そのあし）を蹈付（ふみつ）けたり。
１５０３ 「是（これ）は失禮（しつれい）を。
１５０４ 見（み）かねたりけむ、
１５０５ 「落付（おちつ）かれる譯（わけ）の
１５０６ 「是（これ）は失禮（しつれい）。」
１５０７ 足（あし）を蹈（ふ）んだのだが、
１５０８（五）の五 蒲「其（そ）の苦（くるし）めて
１５０９［明３０．１０．１３］聞（き）きけむやうに
１５１０ 眼（まなこ）を□（みは）りしが、
１５１１ 眼（まなこ）を□（みは）りしが、
１５１２ 「然（さ）うです。
１５１３ 居（を）りましたけれど、
１５１４ 居（を）りましたけれど、
１５１５ 所（ところ）が下（した）に
１５１６ 驚（おどろ）く。」
１５１７ 「さあ因（そこ）で
１５１８ 「ほんに
１５１９ 然（さ）うで
１５２０ 歸來（かへりきた）れり。
１５２１ 「如何（どう）だ、
１５２２ 如何（どう）だ。」
１５２３ 彼奴（あいつ）が
１５２４ 高利貸（アイス）を
１５２５ 如何（どう）したのだらう。
１５２６ さあ、那（あれ）で
１５２７ 其美（そのうつく）しき顔（かほ）を
１５２８ 談判（だんぱん）しやうぢやないか。
１５２９ 彼奴（あいつ）なら恐（おそ）れることは無（な）い。」
１５３０ 些（ちつ）と気凛（きり□）と
１５３１ 為（す）るが可（い）い、
１５３２ お取（と）んなさいましな。」
１５３３ 「是（これ）は憚様（はゞかりさま）です。
１５３４ 一寸（ちよつと）身支度（みじたく）に
１５３５ 一寸（ちよつと）身支度（みじたく）に
１５３６ 安兵衛（やすべゑ）と
１５３７ 云（い）ふ役（やく）だ。
１５３８ 用意（ようい）は可（い）いよ。」
１５３９（六）の一 消（き）えむとすれど
１５４０［明３０．１０．１４］肺病患者（はいびやうやみ）と
１５４１ 書替（かき□へ）の連帯（れんたい）を
１５４２ 「敢（あへ）て困（こま）らせる
１５４３ 何方（どつち）とも
１５４４ 其連帯者（そのれんたいしや）に
１５４５ 言譯（いひわけ）がありません。
１５４６ 句切（くぎり）が付（つ）くのでありますから、
１５４７ 然（さ）う致（いた）すと
１５４８ 手段（しゆだん）を取（と）らんければなりません。」
１５４９ 「如何（どう）せうと言（い）ふのかね。」
１５５０ 貴方（あなた）の名誉（めいよ）を
１５５１ けれども此方（こちら）の
１５５２ 巳（や）むを得（ゑ）んので、
１５５３ 「今更（いまさら）那様言（そんなこと）を！」
１５５４ 其横顔（そのよこがほ）を
１５５５（六）の二 遊佐（ゆさ）も （のが）れ難（がた）き
１５５６［明３０．１０．１５］已（おのれ）に
１５５７ 懲（こ）りたれば、
１５５８ 連帯（れんたい）を頼（たの）みて
１５５９ 獲物（えもの）の如（ごと）く、
１５６０ 所以無（いはれな）き責苦（せめく）を
１５６１ 一点（いつてん）の人情無（にんじやうな）き
１５６２ 引裂（ひきさ）けむとす。
１５６３ 下（くだ）さるべきのを未（いま）だに
１５６４ 「然（さ）う

其足を蹈付（ふんづ）けたり。 ９
「これは失禮を。 １０
見かねたりけん、 １２
「落付（おちつか）れる譯（わけ）の １２９ ３
「これは失禮。」 ７
足を蹈（ふ）んだのだか、 ８
蒲「其の苦しめて １３
聞きけんやうに １３０ ２
眼（まなこ）を （みは）りしか、 ５
眼（まなこ）を （みは）りしか、 ５
「然（さう）です。 １２
居ましたけれど、 １３１ ２
居ましたけれど、 ２
ところが、下に ４
驚くぢやありませんか。」 ５
「さあ、因（そこ）で ８
「本（ほん）に ９
然（さう）で ９
歸り來れり。 １０
「奈何だ、 １１
奈何だ。」 １１
彼奴（あいつ）か １３２ １
高利貸（アスイ）を １
奈何（どう）したのだらう。 ２
「さあ、那（あれ）で ３
其の美しき顔を ５
談判（だんぱん）せうぢやないか。 １０
那奴（あいつ）なら恐れることは無い。」 １３
些（ちつ）と気凛（きりつ）と １３３ ３
するが可（い）い、 ３
お取りなさいましな。」 ７
「これは憚様（はゞかりさま）です。 ８
些（ちよつ）と身支度（みじたく）に ８
些（ちよつ）と身支度（みじたく）に ８
安兵衛（あすべゑ）と ９
いふ役（やく）だ。 ９
用意（ようい）は好いよ。」 １３
消（き）えんとすれど １３５ ３
肺病患者（はひびやうくわんじや）と ４
書替（かきかへ）の連帯（れんたい）を ７
「敢（あへ）て困（こま）らせるの、何のと云ふ １２
何方（どちら）とも １３
其の連帯者（れんたいしや）に １３６ ６
言譯（いひわけ）かありません。 ８
句切（くぎり）か付くのでありますから、 ９
然（さ）う致すと、 １３７ １
手段（しゆだん）も取らんければなりません。」 ２
「奈何（どう）せうと言ふのかね。」 ３
貴方（あなた）の御名誉（ごめいよ）を ８
けれども、此方（こちら）の １０
已（や）むを得んので、 １１
「今更（いまさら）那様事（そんなこと）を！」 １３８ １１
其の横顔（よこがほ）を １２
彼も （のが）れ難（がた）き １３
己（おのれ）に １３９ １
懲（こ）りてければ、 １
連帯を頼（たの）みて、 ２
獲物（えもの）の如く ６
謂（いはれ）無き責苦（せめく）を ６
一點（いつてん）の人情無き ８
引裂（ひきさ）けんとするなり。 ９
下さるべきのを、未（いま）だに １１
「然（さふ） １４０ １
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１５６５ いふ
１５６６ 怪（け）しからん
１５６７ お拂（はらひ）が無（な）い、
１５６８ 空（むな）しく歸（かへ）る、
１５６９ 其日當（そのにつとう）及（および）車代（くるまだい）として
１５７０ ですから
１５７１ 若（も）し
１５７２ 其日（そのひ）の
１５７３ 今申（いまヽを）す通（とほ）り
１５７４ 日當（につたう）でありますから、
１５７５ 宜（よろ）しい
１５７６ 理（わけ）なのです。
１５７７ 如何（どう）あつても
１５７８ 「で金（きん）も
１５７９ 身（み）の危（あやう）きに
１５８０ 何日頃（いつごろ）御都合（ごつがふ）が
１５８１ 相違御坐（さうゐござ）いませんか。」
１５８２ 「宜（よろ）しい事（こと）も無（な）い……………。」
１５８３ 其代（そのかは）り
１５８４ 宜（よろ）しいので、
１５８５ 「日當（につたう）、車代（くるまだい）なども
１５８６ 「それぢや、どうも。」
１５８７ 三圓（ゑん）ばかり出（だ）さう。」
１５８８（六）の三 襖（ふすま）の開（ひら）きけるを
１５８９［明３０．１０．１６］各 （々おの � �）
１５９０ 心得顔（こヽろえがほ）なるは、
１５９１ 必（かなら）ず仔細（しさい）あるべしと
１５９２ 禮（れい）を為（な）せり。
１５９３ 先（さき）から
１５９４ 見（み）たやうだ � �と
１５９５ 見（み）たやうだ � �と
１５９６ 是（これ）は
１５９７ お珍（めづ）らしい。
１５９８ 如何（どう）ですか、
１５９９ 聊（いさヽか）も愧（は）づる色無（いろな）きを
１６００ 恁（か）くては
１６０１ 思（おも）ふなるべし。
１６０２ 此家業（このかげふ）が
１６０３ 此破廉耻（このはれんち）の
１６０４ 憎（にく）しと思（おも）ひぬ。
１６０５ 「私（わたくし）のやうな者（もの）が
１６０６ 此商賣（このしやうばい）を
１６０７ 會（あ）つてゐる間（うち）だけは、
１６０８ 矢張（やはり）眞人間（まにんげん）で
１６０９ 聒（やかま）しかつた。何（なん）とか
１６１０ 其舊友（そのきういう）の前（まへ）に
１６１１ 面（おもて）を赤（あか）めざる貫一（くわんいち）も、
１６１２ 「もう昔話（むかしばなし）は
１６１３ 金額（きんがく）を
１６１４ 書入（かきい）れむとするを、
１６１５ 風「あ、
１６１６ 風「あ、
１６１７ 一寸（ちよつと）。その
１６１８ 一寸（ちよつと）。その
１６１９ 一寸（ちよつと）。その
１６２０ 其始末（そのしまつ）を
１６２１ 如何（いか）に辯（べん）ずるかを
１６２２ 聴（き）かむと、
１６２３（六）の四 如何（どう）か特別（とくべつ）の
１６２４（（六）の五と誤植）「如何（どう）かね、君（きみ）。」
１６２５［明３０．１０．１８］「勘辨（かんべん）と申（まを）しますと。」
１６２６ 知（し）つての通（とほり）、
１６２７ 元此借金（もとこのしやくきん）は

云（い）ふ １
怪（□）しからん １
お拂（はらひ）か無い、 ３
空（むな）しく歸る ３
其の日當（につたう）及（およ）び俥代（くるまだい）として ３
ですから、 ４
若（も）し那（あれ）に ４
其の日の ５
今申す通り、 １０
日當（□つたう）でありますから、 １１
宜（よろし）い １２
譯（わけ）なのです。 １２
奈何（どう）あつても １４１ ２
「で、金（きん）も ５
身の危（あやふ）きに ９
何頃（いつころ）御都合（ごつがふ）が １２
相違（さうゐ）ございませんか。」 １４２ ２
「宜（よろし）い事も無い……………。」 ８
其の代（かは）り ９
宜（よろし）いので、 １３
日當、俥代なども １４３ ２
「それぢや、どうも、」 ４
三圓ばかり出さう、」 ６
紙門（ふすま）の開（ひら）きけるを ７
各（おの � �） ９
心得顔（こゝろえかほ）なるは、 ９
必（かなら）ず子細（しさい）あるべしと ９
禮（れい）を作（な）せり。 １１
曩（さき）から １２
見たやうだ、見たやうだと １２
見たやうだ、見たやうだと １２
「是は １４４ ５
お珍（めづら）しい。 ５
奈何（どう）ですか、 ７
亳（いさゝか）も愧（は）づる色無きを １１
恁（かく）ては １２
思へるなるべし。 １２
此の家業（かげふ）が １４５ １
此（こ）の破廉耻（はれんち）の ４
憎（にく）しと思へり。 ５
「私（わたし）のやうな者が ７
此の商賣を ９
會（あ）つてゐる間（あひだ）だけは、 １１
依舊（やはり）眞人間で １１
聒（やかま）しかつた、何とか １３
其の舊友（きういう）の前に １４６ ５
面（おもて）を赧（あか）めざる貫一も ５
「もう昔話（むかしはなし）は ９
金額（きんかく）を １１
書入（かきい）れんとするを、 １１
風「あゝ １２
風「あゝ １２
些（ちよつ）と、その １２
些（ちよつ）と、その １２
些（ちよつ）と、その １２
其の始末（しまつ）を １３
如何（いか）に辨（べん）するかを １４７ ２
聴（き）かんと、 ３
奈何（どう）か特別（とくべつ）の ５
「奈何（どう）かね、君。」 ９
「勘辨と申しますと？」 １０
知つての通（とほ）り、 １２
元此（こ）の借金（しやくきん）は １２
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１６２８ 實際頼（じつさいた□）まれて
１６２９ 實際頼（じつさいた□）まれて
１６３０ 印（ゐん）を貸（か）したヾけの
１６３１ 倒（たふ）れて來（き）たといふ事情（わけ）なので、
１６３２ 如何（どう）でも可（い）いのだから、
１６３３ 所（ところ）で圖（はか）らずも
１６３４ 所（ところ）で圖（はか）らずも
１６３５ 間（はざま）として實（じつ）は
１６３６ 此（この）三百圓（ゑん）の
１６３７ 貫一（くわんいち）は冷笑（れいせう）せるなり。
１６３８ 三百九十圓（ゑん）の丸損（まるぞん）だから、
１６３９ 短（みじか）しと謂（い）はむやうに、
１６４０ 金額（きんがく）を書入（かきい）れたり。
１６４１ 宜（よろ）しうございますか。」
１６４２ 此借金（このしやくきん）は
１６４３ 方（はう）が付（つ）かんのだから、
１６４４ 浮沈（ふちん）に關（かヽは）る大事（だいじ）なので、
１６４５ 心配（しんぱい）はして居（ゐ）る
１６４６ 力（ちから）が足（た）らんで
１６４７ 手（て）の着（つ）けやうがない、
１６４８ 手（て）の着（つ）けやうがない、
１６４９ 相手（あひて）が君（きみ）であつたのが
１６５０ 相手（あひて）が君（きみ）であつたのが
１６５１ 僕（ぼく）の難（なん）を拯（すく）ふと
１６５２ 然（さ）う無理（むり）な
１６５３ 如何（どう）かね、君（きみ）。」
１６５４ 三圓頂戴（ゑんちやうだい）して、之（これ）に
１６５５（六）の五 獨（ひとり）に
１６５６［明３０．１０．１９］蒲田（かまだ）が怒（いかり）は
１６５７ 風早（かざはや）が口（くち）を酸（す）くして
１６５８ 銭貰（ぜにもらひ）が門（かど）に
１６５９ 人（ひと）の言（い）ふ事（こと）が解（わか）らんと
１６６０ 誰（だれ）が其話（そのはなし）に
１６６１ 挙動（きよどう）が無禮（ぶれい）だから
１６６２ 一つも為（す）ることが、
１６６３ 一枚（まい）の證文（しようもん）を
１６６４ 此有様（このありさま）を、
１６６５ 見（み）せて遣（や）りたい ！！
１６６６ 貴様（きさま）を失（うしな）つた方（はう）が悲（かな）しいと
１６６７ 其一言（そのいちごん）に
１６６８ 中（なか）に入（はい）るからは、决（けつ）して
１６６９ 今日（けふ）は大人（おとな）しく歸（かへ）れ、歸（かへ）れ。」
１６７０ 此約束手形（このやくそくてがた）は
１６７１ 此方（こなた）の形（かた）は
１６７２ それで一先（ひとまづ）付（つ）くのですから、
１６７３ 此手段（このしゆだん）を
１６７４ 「うん、宜（よろ）しい。」
１６７５ 為（な）すつて下（くだ）さるか。」
１６７６ 「うん、宜（よろ）しい。」
１６７７ 有仰（おつしや）るで
１６７８ 此手形（このてがた）は
１６７９ 貰（もら）つて歸（かへ）ります。
１６８０ 遊佐（ゆさ）さん
１６８１ 御印（ごゐん）を
１６８２ 蒲「疫病神（やくびやうがみ）が戸惑（とまどひ）したやうに
１６８３ 蒲「金（きん）一百十七圓（ゑん）…………
１６８４ 蒲「金（きん）一百十七圓（ゑん）…………
１６８５ 遊「百十七圓（ゑん）？
１６８６ 蒲「金（きん）一百十七圓（ゑん）と
１６８７（六）の六「何（なに）を為（な）さるのです。」
１６８８［明３０．１０．２１］非常手段（ひじやうしゆだん）を執（と）らむとするよ、
１６８９ 非常手段（ひじやうしゆだん）を執（と）らむとするよ、
１６９０ と心陰（こヽろ□す）に

實際頼（じつさいたのま）れて １２
實際頼（じつさいたのま）れて １２
印（いん）を貸（か）したゞけの １２
倒（たふ）れて來たといふ譯（わけ）なので、 １３
奈何（どう）でも可いのだから、 １４８ １
ところで、圖（はか）らずも ４
ところで、圖（はか）らずも ４
間（はざま）として、實（じつ）は ７
此の三百圓の １２
貫一は冷笑（れいせう）せり。 １４９ １
三百九十圓の全損（まるぞん）だから、 ６
短（みじか）しと謂（い）はんやうに、 ９
金額（きんかく）を書入れたり。 １０
宜（よろし）うございますか。」 １５０ １
此の借金（しやくきん）は ６
方（はう）か付かんのだから、 ７
浮沈（ふちん）に關（かゝ）る大事（たいじ）なので、 ８
心配（しんぱい）して居る ９
力（ちから）か足（た）らんで ９
手の着（つ）けやうが無い。 １０
手の着（つ）けやうが無い。 １０
對手（あひて）か君であつたのが １０
對手（あひて）か君であつたのが １０
僕等（ぼくら）の難（なん）を拯（すく）ふと １１
决（け）して然（さ）う無理（むり）な １３
奈何（どう）かね、君。」 １３
三圓頂戴（ちやうだい）して之に １５１ ３
其の獨（ひとり）に ５
蒲田の怒（いかり）は ６
風早か口を酸（す）くして ７
銭（ぜに）貰（もらひ）か門（かど）に ８
人の言ふ事か解（わか）らんと １２
誰が其の話に １２
挙動（きよどう）か無禮（ぶれい）だから １３
一つも為（す）ることか、 １５２ ３
一枚（いちまい）の證文（しようもん）を ５
此の有様（ありさま）を、 ６
見せて遣（や）りたい！ ６
貴様を失（うしな）つた方（はう）か悲（かなし）いと ９
其の一言（いちごん）に １０
中（なか）に入（はい）るからは决（けつ）して １１
今日（けふ）は順（おとな）しく歸（かへ）れ、歸れ。」 １２
此の約束手形（やくそくてがた）は １５３ ２
此の方（はう）の形（かた）は ３
それで一先（ひとまづ）附くのですから、 ３
此の手段（しゆだん）を ６
「うん、宜（よろし）い。」 ７
為（なす）つて下さるか。」 ８
「うん、宜（よろし）い。」 ９
有仰（おつしや）るで、 １５４ ４
此の手形（てがた）は ５
お貰（もら）ひ申して歸ります。 ６
遊佐さん、 ７
御印（ごいん）を ７
蒲「疫病神（やくびやうがみ）か戸惑（とまどひ）したやうに １０
蒲「金壹百拾七圓………… １３
蒲「金壹百拾七圓………… １３
遊「百拾七圓？ １５５ １
蒲「金壹百拾七圓と ２
「何を為（なさ）るのです。」 １３
非常手段（ひじやうしゆだん）を取らんとするよ、 １５６ ３
非常手段（ひじやうしゆだん）を取らんとするよ、 ３
と心陰（ひそか）に ３
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１６９１ 「いや、
１６９２ 然（さ）う
１６９３ いふ譯（わけ）ぢやない………。」
１６９４ 膝（ひざ）
１６９５ 立直（たてなほ）して、
１６９６ 「いや、然（さ）う
１６９７ いふ
１６９８ 譯（わけ）だ！」
１６９９ 最少（もうすこ）し男（をとこ）らしい
１７００ 「おゝ、俺（おれ）が
１７０１ 如何（どう）した。」
１７０２ 「何遍（なんべん）でも言（い）ひます。
１７０３ 所業（しよげふ）をなさい、」
１７０４ 蒲田（かまだ）が腕（かひな）は
１７０５ 電光（でんくわう）の如（ごと）く
１７０６ 猶（なほ）言（い）はむと
１７０７ 諸掴（もろづかみ）に
１７０８ 二本筋（にほん□ぢ）の
１７０９ 帽子（ばうし）を
１７１０ 煖爐（ストーブ）の前（まへ）に
１７１１ 嗚呼（ああ）、
１７１２ 大人（おとな）しい間（はざま）を、
１７１３ 貴様（きさま）、
１７１４ 是（これ）が
１７１５ 人情（にんじやう）だよ。」
１７１６ 「蒲田（かまだ）の言（い）ふ通（とほり）だ。
１７１７ 僕（ぼく）等も
１７１８ 「さあ、間（はざま）、如何（どう）だ。」
１７１９ 別問題（べつもんだい）……………………」
１７２０ 呼吸（いき）が止（とま）るぞ。」
１７２１ 振釋（ふりほど）かむと
１７２２ 振釋（ふりほど）かむと
１７２３ 其（そ）の為（な）すに
１７２４ 「おい、蒲田（かまた）、
１７２５ 死（し）にはしないか。」
１７２６ 哄然（くわうぜん）として大笑（たいせう）せり。
１７２７ 抑（そ□）も誰（たれ）の手（て）で
１７２８ 公明正大（こうめいせいだい）に
１７２９ 曰（いは）く戦（たヽかひ）！
１７３０（六）の七 人（ひと）の言（ことば）に
１７３１明３０．１０．２４］出（だ）す聲（ね）は
１７３２ 絶（したヽ）か吃（くら）はすれば、
１７３３ 顔（かほ）を
１７３４ 得挙（えあ）げぬなりけり。
１７３５ 談（だん）じると
１７３６ せう。」
１７３７ 酒（さけ）が仕舞（しまひ）になつて
１７３８ 是（こヽ）ばかり残（のこ）られたら
１７３９ 「宜（よろ）しい、
１７４０ 僕（ぼく）が一所（いつしよ）に
１７４１ 間（はざま）、間（はざま）、おい、間（はざま）と言（い）ふのに。」
１７４２ 横手（よこで）を拍（う）つて
１７４３ 不意（ふい）に叫（さ）けべば、
１７４４ 吃驚（びつくり）する。何（なん）だ。」
１７４５ 許婚（いひなづけ）はお宮（みや）といつた。」
１７４６ 「あ、然（さ）うか。お宮（みや）、お宮（みや）。」
１７４７ 「此頃（このごろ）は彼（あれ）と一所（いつしよ）かい。
１７４８ 高利貸（アイス）などは
１７４９ 是（これ）で却（かへ）つて
１７５０ 女子（をんな）には和（やさし）いとね。
１７５１ 女子（をんな）には和（やさし）いとね。
１７５２ 矢張（やはり）旨（うま）いものを
１７５３ 唯其（たヾそれ）だけの

「いや ４
然（さう） ４
云（い）ふ譯（わけ）ぢやない…………。」 ４
膝（ひざ）を ５
前（すゝ）めて、 ５
「いや、然（さう） ６
云（い）ふ ６
譯（わけ）だ！。」 ６
最少（もすこ）し男らしい １０
「おゝ俺が １２
奈何（どう）した。」 １２
「何遍（なんへん）でも言ひます。 １５７ ２
所業（しよげふ）を為（な）さい、」 ２
蒲田が腕（うで）は ３
電光（てんくわう）の如く ３
猶（なほ）言はんと ３
諸掴（もろつかみ）に ４
二本筋（にほんすぢ）の ８
帽（ばう）を ８
煖爐（ストオブ）の前に ８
嗚呼（あゝ）、 ９
順（おとな）しい間（はざま）を、 ９
貴様 １０
これが １０
人情だぞ。」 １０
「蒲田の言ふ通りだ。 １３
僕等（ぼくら）も １３
「さあ、間、奈何（どう）だ。」 １５８ ３
別問題（べつもんだい）……………………。」 ５
呼吸（いき）か止（とま）るぞ。」 ７
振釋（ふりはど）かんと ８
振釋（ふりはど）かんと ８
なか � �其の為（な）すに ９
「おい蒲田、 １１
死（し）にはしなか。」 １１
哄然（くわうげん）として大笑（たいせう）せり。 １３
抑（そもそ）も誰の手で １５９ ４
（なし） ４
曰く戦（たゝかひ）！」 ５
他（ひと）の言（ことば）に １１
出す音（ね）は １３
絶（したゝ）か吃（くらは）すれば、 １６０ ６
顔も ７
得挙（えあ）げざりき。 ７
談（だん）すると １０
為（せ）う。」 １０
酒か仕舞（しまひ）になつて １６１ １
是ばかり遺（のこ）られたら １
「宜（よろし）い、 ３
僕（ぼく）か一所（いつしよ）に ３
間、おい、間と言ふのに。」 ４
横手を拍（う）ちて ７
不意（ふい）に叫（さけ）べば、 ７
吃驚（びつくり）する、何だ。」 ８
許婚（いひなづけ）はお宮、お宮。」 ９
（一行ヌケ）
「此頃は他（あれ）と一所（いつしよ）かい。 １０
高利貸（アイス）などは、 １２
これで却（かへ）つて １２
女子（をんな）には温（やさ）しいとね、 １３
女子（をんな）には温（やさ）しいとね、 １３
依様（やはり）旨（うま）いものを １６２ １
唯それだけの ２
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１７５４ 然（さ）うなのね。
１７５５ 然（さ）うなのね。
１７５６ 目的（もくてき）があつて
１７５７ 譬（たと）へば、
１７５８ 軍用金（ぐんようきん）を彙（あつ）めるとか、
１７５９ 巳（おのれ）の慾（よく）を
１７６０ 充（みた）さうばかりで、
１７６１ 仕事（しごと）が出來（でき）るものではないと
１７６２ 間貫一（はざまくわんいち）に於（お）いては
１７６３ 運出（はこびいだ）されぬ。
１７６４ 宜（よろ）しく
１７６５ お頼申（たのみまを）しますよ。
１７６６ うゝ、好（よ）い松茸（まつだけ）だ。
１７６７ 庖丁（ほうちやう）が軋（きし）むやうでなくては。
１７６８ 虫（むし）が
１７６９ 多（おほ）い。
１７７０ 那（あ）の雨（あめ）が障（さは）つたのさ。
１７７１ 「唯貨（ただかね）が欲（ほし）いのですよ。」
１７７２ 「で、其貨（そのかね）を奈何（どう）する。」
１７７３ 「滿（つま）らん事（こと）を！
１７７４ 酒（さけ）はいかんのです。」
１７７５（六）の八 行（い）かんのですから。」
１７７６［明３０．１０．２５］行（い）かんのですから。」
１７７７ やをら起（た）たむと為（す）る所（ところ）を、
１７７８ 仰様（のけざま）に
１７７９ 打轉（うちこ）けたり。
１７８０ 蒲田（かまだ）は此隙（このひま）に
１７８１ と組付（くみつ）くを、
１７８２ 其中（そのうち）に君（きみ）の
１７８３ 證書（しようしよ）が在（あ）るに違無（ちがひな）いから、
１７８４ 身（み）を揉（も）むと、
１７８５ 蹈跨（ふんまたが）りて捩上（ねぢあ）げ � �、
１７８６ 聲（こゑ）を勵（はげ）まして、
１７８７ 何事（なにこと）も僕（ぼく）が引受（ひきう）けたから、
１７８８ 風「そりや餘（あま）り
１７８９ 僕（ぼく）が引受（ひきう）けたから
１７９０ 構（かま）はんよ。
１７９１ 蒲田（かまだ）が
１７９２ 腕立（うでだて）の紳士（しんし）に
１７９３ 諫（いさ）めむとも思（おも）へるなり。
１７９４ 山（やま）に入（い）りながら
１７９５ 僕（ぼく）が獨（ひとり）で
１７９６ おのれの帯（おび）を
１７９７ 解（と）かむとすれば、
１７９８ 生憎（あやにく）に絡（から）まるを、
１７９９ 引放（ひきはな）さむとす。
１８００ 手（て）を假（か）さむと
１８０１ 寄進（よりすヽ）みつ。
１８０２ 「何（なに）が此奴（こいつ）の
１８０３ 聲（こゑ）を絞（しぼ）りて、
１８０４ 「屹度（きつと）話（はなし）を付（つ）けるから、
１８０５ 「屹度（きつと）話（はなし）を付（つ）けるから、
１８０６ 風「屹度（きつと）話（はなし）を付（つ）けるな―――
１８０７ 風「屹度（きつと）話（はなし）を付（つ）けるな―――
１８０８ 詐（いつはり）とは知（し）りたれど、

然（さう）なのかね。 ３
然（さう）なのかね。 ３
目的（もくてき）かあつて ４
譬（たと）べば、 ５
軍用金（ぐんようきん）を聚（あつ）めるとか、 ５
己（おのれ）の慾（よく）を ６
充（みた）さうばかりて、 ６
仕事か出來るものではないと ７
間貫一に於（おい）ては ８
運び出されぬ。 １２
宜（よろし）しく １３
お頼み申しますよ。 １３
うゝ、好（い）い松茸（まつだけ）だ、 １６３ １
庖丁（はうちやう）か軋（きし）むやうでなくては。 ２
虫か ３
多い、 ３
那（あ）の雨か障（さは）つたのさ。 ３
「唯貨（かね）が欲（ほし）いのです。」 ４
「で、其の貨を奈何（どう）する。」 ５
滿（つま）らん事を！ ６
酒は不可（いかん）のです。」 １１
不可（いかん）のですから。」 １３
不可（いかん）のですから。」 １３
やをら起（た）たんと為（す）る所を、 １６４ ６
仰様（のけさま）に ７
打僵（うちこ）けたり。 ７
蒲田は此の隙（ひま）に ７
と組み付くを、 ９
其の中に君の １１
證書（しようしよ）か在るに違（ちがひ）無いから、 １１
身を揉（も）むを、 １６５ ２
蹈跨（ふんまたが）りて捩揚（ねぢあ）げ � �、 ２
聲を勵（はげま）して、 ２
何事も僕（ぼく）か引受けたから、 ４
風「それは餘り １０
僕か引受けたから １１
管（かま）はんよ。 １１
蒲田か １３
腕立（うでたて）の紳士（しんし）に １３
諫（いさ）めんとも思へるなり。 １６６ １
山に入りなから ２
僕か獨で ５
己（おのれ）の帯（おび）を ７
解（と）かんとすれば、 ７
生憎（あやにく）に絡（からま）るを、 ８
引放（ひきはな）さんとす。 ８
手を假（か）さんと １０
寄り進みつ。 １０
「何か此奴（こいつ）の １６７ １
聲を搾（しぼ）りて、 ２
「屹（きつ）と話を付けるから、 ３
「屹（きつ）と話を付けるから、 ３
風「屹（きつ）と話を付けるな――― ４
風「屹（きつ）と話を付けるな――― ４
詐（いつはり）とは知れど、 ６

北澤・許：『金色夜叉』本文の国語学的研究

― 49 ―



『金色夜叉』本文の国語学的研究

――前編・中編について――

A Textual Critical Study of “Konjiki-Yasha”

北 澤 尚 ・ 許 哲

KITAZAWA Takashi, HO Chol

日本語・日本文学＊

要約

明治の文豪尾崎紅葉の代表作である長編小説『金色夜叉』には，諸々の本文が存在しており，それらの本文

の間には，少なからぬ異同があることが先行研究によって既に指摘されている。しかし，先行研究は語句や語

法の異同のみを取り上げているだけで，漢字表記の異同・句読点の異同・送り仮名の異同・語形の異同・仮名

遣いの異同・漢字表記か平仮名表記かの異同，濁音符の有無の異同，ルビの有無，誤植，などについては，取

り上げていない。

そこで，本稿は，読売新聞初出本文と春陽堂初版本文とを，初版単行本全五冊のうち『金色夜叉 前編』『金

色夜叉 中編』という最初の二冊分について調査範囲とし，語句の異同だけではなく句読点や文字表記上の異

同をも広く取り上げ，その全ての異同箇所を対照表として示し，その調査結果に基づいて，本文異同の偏りや

特徴について考察しようとするものである。なお，本稿の執筆者は，今後もこの調査分析を継続し，できるだ

け早い時期に『金色夜叉』全編の本文異同の様相を明らかにしたいと考えている。なお，本稿では，本文異同

の種類を「１ 符号の異同」「２ 表記の異同」「３ 語法の異同」「４ 語句の異同」の四種類に大別し，更

に，その各々を下位分類した。

キーワード：尾崎紅葉，金色夜叉，本文批評，テクスト，読売新聞，初出本文，初版本，本文の異同
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